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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　窓の向こうに血で濡ぬれたような太陽が浮かんでいた。

　わたしは夕暮れの町を見下ろしている。他ほかに誰だれもいない部屋にベッドが並んでいた。どうやら病院にいるらしい。深い傷を負ったらしく、わたしの全身には包帯が巻かれている。

　まだ意識がはっきりしない。なぜこんな場所にいるのか。一体なにが起こったのか。

　目を細めて太陽を見つめる。赤く染まった光景が記き憶おくを揺ゆり動かす。

　数日前にも、こんな光景をわたしは見ている。

　それがすべての始まりだった気がする。




　　　　　　　　　＊




　その日、わたしは飯いい見み神社の地下へ続く階段を降りていた。

　町外れの山中にあるこの神社に、訪れる者はほとんどいない。まして神社の地下にこんな洞どう窟くつが存在することなど、この町で知っているのはわたし一人だろう。もともと先にあったのはこの洞どう窟くつの方で、入り口を隠かくすために神社が建てられただけだ。

　階段の下の地面に降り立つと、ライトで照らしながら奥へと歩き出した。

　わたしは古くから続く一族の末まつ裔えいだ。今はもう数も少なくなってしまったが、一族に伝わる特別な力を使って、代々役割を果たしてきた。わたしたちの「役割」は主に二つ──現実の世界と夢の世界の領分を守ること。そして、なんらかの理由でこちら側へ来てしまった、夢の世界の住民を保護・監視すること。

　わたしは定期的にここを訪れて、この奥にある「結けつ界かい」に異常がないか確かめている。

　そこには数百年前から何者かが封印されているらしい。おそろしく強力な力を持つ悪夢の怪物。世界を破壊しかねない悪夢の化身だと聞かされている。

　本音を言えば、あまり実感がない。その姿を見たこともないからだ。「結界」は岩戸で厳重に閉ざされている。地上の神社は何度か建て直されているが、地下はまったく手を入れられていなかった。

　時々、考えることがある。

　ひょっとすると、この奥には誰だれもいないのかもしれない。それにいくら人なるざる者といっても、ここまで長く監視し続ける必要があるのか。

　そう思ったのはわたし一人ではないはずだ。しかし、父も、祖父も、曾そう祖そ父ふも、もっと古い先祖たちも、この監視の役割を負ってきた。わたしの代になってからも二十年以上経たつ。うまくいけば、息子むすこも続けてくれるかもしれない。

　この監視を引き継ぐ前、父から忠告を受けたことがある。

「決して監視を怠おこたってはならない。万が一封印が解けたら、命がけで人々を守れ」

　父も祖父から同じことを聞かされたらしい。もちろん、ここで命をかけるようなことは起こらなかった。ただの心得として憶おぼえてくれればいい、ということだった。

　洞窟のどこかから水音が聞こえる。地下水が近くの川に向かって流れているらしい。わたしは地下に生えた植物を踏ふみしめながら、さらに奥へ進んでいった。次の角を曲がると「結界」と通路を隔へだてる岩戸が見えるはずだ。

　異常がないことを確認すれば、いつものように地上へ戻れる──。

「な……」

　わたしは自分の目を疑った。通路の一番奥を塞ふさいでいた岩いわ壁かべが割れて、人間が通れるほどの隙すき間まができている。

　数百年に一度のことが起こったらしい。

　ライトを持ったまま慎重に近づいていった。足元に破片が転がっている。内側や外側から破壊したのではなく、弱い地震かなにかで自然に崩くずれたようだった。

（万が一封印が解けたら、命がけで人々を守れ）

　緊きん張ちようしていたが、怯おびえてはいなかった。とにかく、わたしは自分の役割を果たさなければならない。ポケットから大きな黒い鍵かぎを取り出した。これはあちら側への扉とびらを開く道具であると同時に、「敵」と戦うための武器でもある。

　わたしは岩と岩の間をすり抜けて、「結けつ界かい」の内側へ入った。湿り気のある淀よどんだ空気が全身にまとわりついてくる。

　そこは天井の高い広間になっていた。壁かべや地面には加工の跡がある。天然の洞どう窟くつを削けずりだして造った空間らしい。

　中には誰だれもいなかった。耳を澄ませても物音一つ聞こえない。隅すみに誰かが隠かくれられるスペースもなかった。そもそも長い間、何者かが過ごしていた痕こん跡せきすら見当たらない。中央に置かれた大きな黒い台を除けば、他ほかになにも置かれていなかった。

　わたしはその台を調べてみることにした。ちょうど人一人が横たわれる大きさで、材質は黒こく檀たんのようだった。

（黒檀の寝台、か）

　わたしは改めて周囲を光で照らした。この広間はギリシャ神話に登場する眠りの神・ヒュプノスの神殿を模している。静寂に包まれた暗い神殿の中、黒檀の寝台の上で、ヒュプノスは静かに眠り続けているという。

（ここにいても仕方なさそうだな）

　誰かがいたのか、あるいはいなかったのか、考えていても始まらない。一いつ旦たん、地上に戻るしかなかった。




　拝殿の観かん音のん開きの扉を開けると、わたしは眩まぶしさに目を細めた。

　この神社からは下界が一望できる。夕日に照らされた町並みは赤く輝いていた。

（……おや？）

　少女が一人、境けい内だいに立っている。こちらに背を向けたまま、わたしと同じように黄昏たそがれの町を眺ながめていた。まだ小学校に通っている年とし頃ごろだ。彼女の髪や服も夕日に染まっている。

「こんなところで、なにをやっているんだ」

　わたしは話しかけながら、拝殿の木の段を降りた。子供の足でここまで上がってくるのは大変だったはずだ。一緒に来た友達とはぐれたのだろうか。

　耳に入らなかったのか、彼女は反応しなかった。

　距離が近づくにつれて、わたしは違和感を覚え始めた。彼女の長い髪や肌はだが赤く見えるのは、光の加減ではない。もともと全身が赤いのだ。手足は枝のように細く、ひどく汚れている。まるでどこかに長い間閉じこめられていたかのように。

　わたしは足を止めて、ポケットから静かに黒い鍵を取り出した。

「久しぶりに見たわ……美しい眺めね」

　少女とは思えないしわがれた声だった。

「ずっとこんな風に、黄昏たそがれの世界が続けばいいのに」

　ごくりと唾つばを吞のみこんだ。心臓が早はや鐘がねのように打っている。

「……お前は、夢ゆめ神がみなのか？」

　彼女はゆっくりと振り向いた。わたしの全身から冷たい汗が噴き出してくる。

　顔の造ぞう作さくは人間とほとんど変わるところはない。ただ、二つの目があるべき場所には暗い眼がん窩かがあるばかりだった。




「わたしの名は『赤い目』」




　彼女の空白の目が、わたしの黒い鍵かぎを凝ぎよう視ししている。

「お前が、今の『番ばん人にん』なのね」

　彼女の口元に残忍な笑みが浮かんだ。

「お前を殺せば、わたしを止める者はいなくなるのかしら」

　わたしは確信した。「赤い目」は「敵」だ。わたしが今まで戦ったどんな相手よりも強い。本当に命をかけて、戦わなければならないようだった。




　　　　　　　　　＊




　夕暮れの町はわたしの眼下に広がっている。

　わたしたちの戦いがどのようなものだったのか、ぼんやりとしか思い出せない。

　神社で出会った後、数日にわたる戦いで「赤い目」を倒した。それは間違いない。ただ、完全に殺すことはできなかった。彼女の肉体はバラバラに四散し、霧きりのような姿になった。

「……でも、お前もすぐに死ぬ」

　頭の中で「赤い目」の声がする。肉体を失った彼女は、わたしの体内に潜もぐりこんでいる。

　わたしも無事では済まなかった。もはや彼女に抵抗する力もない。

「お前が憎にくいわ、『番人』」

　視界いっぱいに赤い太陽が広がる。わたしの意識が遠ざかっていく。いずれ「赤い目」は復活するだろう。その時、「赤い目」の憎しみは息子むすこたちに向けられるはずだ。

　それが自分の死よりも恐ろしい。「赤い目」があの子たちを殺してしまうことが。赤い目、赤い目、わたしの目にはもうなにも見えない。赤い目、赤い目。わたしは人間ではないものたちに後こう事じを託した。綾あや乃の、ツグミ、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目。

　いずれ赤い目の意を受けた奴やつらが赤い目を持ち、手先となって赤い目赤い目だからどうか赤い目あの子赤い目赤い目赤い目頼む赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目────













　　　第一章　夕暮れの少女







　　　　　　　　　１




　コーヒーショップの二階から、商店街の大通りが見えた。

　週末にしては賑にぎわっているとは言えない。八月の暑い盛りということを差し引いても、行き交う人の数はいつもより少なかった。

　麟りん堂どう正まさ宗むねは窓まど際ぎわの椅い子すに浅く腰かけて、ポケットに手を突っこんだまま景色に目を向けている。額にずらしたサングラスのレンズは片方が割れていた。顔のあちこちに小さな火傷やけどの痕あとがあり、派手なプリントのＴシャツの袖そでからも白い包帯が見える。なにかの事件事故に巻きこまれたことが一目で分かる姿だった。

　二階に他ほかの客はいない。正宗一人だけだった。

　彼の視線の先にあるのは、大通りの反対側の建物──いや、元・建物だ。窓や壁かべはほとんど焼け落ちて、黒ずんだ柱がむき出しの姿をさらしている。

「なんの店だったっけな、あそこ」

　正まさ宗むねはつぶやいた。生まれた時からこの町に住んでいて、この商店街のことはよく知っているはずなのに、なくなった途と端たんに思い出せなくなる店がある。

　この飯いい見み駅前の商店街には、まだ撤てつ去きよされていない建物の残ざん骸がいが残っている。二週間前に起こった火災とガス爆発で、この通りに面した店の多くが灰になってしまった。死者が出なかったのは奇跡と言ってよかった。

　事件の直後は商店街そのものに立ち入りが禁止され、無事だった店が営業を再開したのはつい最近だ。

　この大だい惨さん事じを引き起こした「犯人」はまだ捕まっていない。捜査が難航しているのははっきりしている。商店街に居合わせた多くの目撃者は、火を点つけたのは人間ではないと証言していた。姿形こそ若い女だったが、全身に炎をまとった「怪物」だった、と。

　もちろん、警察はそんな証言を真に受けていないらしい。「犯人」と見られるその女の情報を集め続けている。

　正宗は真実を知っている。

　その「犯人」が捕まることは絶対にない。自分がこの手で殺し、消したからだ。

「ツグミ姉ねえ……」

　彼はポケットの中で両手を固く握りしめた。

　二週間前、人々が目撃したその女──ツグミは確かに人間ではない。「夢ゆめ神がみ」だ。

　しかし、自分の意志で事件を起こしたわけではなかった。今もこの町のどこかを漂ただよっている他ほかの夢神に狂わされ、操られていただけだ。




　人間は悪夢を見る。

　悪夢とは心の制御できない部分が、眠っている間にイメージとして現れることだ。あくまでも人間の生み出したもので、本来は大きな危険があるわけではない。しかし、時として制御できない悪夢は暴走し、生き物のように自分の意思を持つことがある。

　それが「夢神」だった。夢神は世界の理ことわりを破り、現実の世界を侵しん食しよくしようとする。

　正宗は現実と夢の境界を守る一族「扉とびらの民たみ」の血を引いている。麟りん堂どう家は現実の側に現れた夢神を監視し、保護する「宮みや守もり」の役目を担になっている。現実世界を脅おびやかす夢神を自らの手で送り返す「番ばん人にん」に従う立場だった。

　ツグミは麟堂家でずっと「保護」されていた女の夢神だった。誰だれかを傷つけるなど思いも寄らない優やさしく穏おだやかな性格で、正宗はずっと彼女を守っていくつもりでいた。

　しかし、とある夢神の出現がすべてを変えてしまった。他の夢神に自分の存在の一部を侵入させ、まるで病やまいのように心身を蝕むしばんでいく怪物──「赤い目」。

　ツグミは「赤い目」に「感染」し、少しずつ正気を失っていった。必死に治療法を探す正宗の前に、当の「赤い目」が現れて取り引きを持ちかけてきた。

　ツグミを元通りにする代わりに、「扉とびらの民たみ」の「番ばん人にん」である岸きし杜もり直なお人とと、彼と行動を共にする夢ゆめ神がみ・久く世ぜ綾あや乃のを殺せ、と。

　結局「赤い目」は取り引きを中断し、自らツグミの体を乗っ取ってしまった。正まさ宗むねは「番人」たちに協力してどうにかツグミを止めようとしたが、結局殺す以外に彼女を救う方法はなかった。

「……ぶっ殺す」

　ツグミを乗っ取っていた「赤い目」はどこかへ姿を消してしまった。あいつだけは絶対に許さない。「扉の民」として直人たちに協力はするが、ツグミの仇あだを討つのは自分だと心に決めていた。それだけは絶対に譲ゆずらない──。

「それじゃ、引っ越すのって『赤い目』の噂うわさのせいだったの？」

　正宗はぎょっとした。

　いつのまにか壁かべ際ぎわのテーブル席で、二人連れの主婦らしい客が向かい合っていた。声を上げたのは奥に座っている背の高い女の方だ。

「……そういうことになるかしら」

　もう一人の若い方の女がぼそぼそと答える。正宗のいる場所から彼女の顔は見えない。丸めた背中に疲労が漂ただよっていた。

「うちの子たちが、すごく怖がってて」

「ただの噂じゃない。わざわざ引っ越す人なんていないわよ」

　もう一人の大柄な女が呆あきれたように言った。

　事件の後、町のどこかに潜ひそんでいる「赤い目」という怪物が「犯人」だ、という噂が広まった。むろん出所ははっきりしなかったが、この町で「赤い目」という名前を知らない者はいない。

「でも、色々耳に入ってくるでしょう？　主人もあまりここに住みたくないって言ってるわ。この町は気味が悪いって。前にも『ヨミジさん』の噂があったじゃない」

「それこそ子供の噂でしょ？」

「そうとも言い切れないわ」

　と、若い方の女が言った。

「うちの智とも秋あきが見てるみたいなの。いくら訊きいてもはっきり答えないけど、前々から様子がおかしくて……」

　彼女はさらに声を抑える。「赤い目」以外の夢神に興味はない。正宗は窓の外に視線を戻した。

「ヨミジ」の事件のことは直人たちから一応聞いている。「番人」として初めて封じた夢神だったらしい。「ヨミジ」を生んだのは直人たちの高校の教師で、直人たちの担任だった。

　現実の世界へ出てしまった「ヨミジ」を、大勢の人々が目撃している。「赤い目」と同じように「ヨミジ」の存在は町の噂うわさになっていた。二つの事件を結びつけて考えるのは当然だし、間違っていない。

「ヨミジ」の事件の背後で糸を引いていたのも「赤い目」だった。なにか目的を持って行動しているはずだ。しかしそれがなんなのか、正まさ宗むねにはまだ分からなかった。

「あいつら、遅おせえな」

　正宗は店内の時計を振り返った。今日きようは直なお人とたちとここで「赤い目」について話すことになっていた。待ち合わせの時間を少し過ぎていたが、まだ現れる気配がない。

「……こんにちは」

　視界の外から誰だれかが遠えん慮りよがちに話しかけてくる。いつのまにかテーブルのそばに小柄な少女が立っていた。髪は肩より少し長いぐらい。半はん袖そでのブラウスの肩がかすかに上下している。ここまで走ってきたらしい。

「よう」

　正宗は短く挨あい拶さつした。

「遅れちゃってごめんなさい」

　と、倉くら野の棗なつめは頭を下げた。




　棗は背筋を伸ばして座っている。正宗は彼女から目を離さずに、グラスに残っているアイスティーを飲み干した。一見、怖い顔つきだったが、別に怒っているわけではないらしい。

（……そういえば、二人だけで話すのって初めてかも）

　直人や綾あや乃のとは同じ学校に通う友達だが、正宗とは接点がなかった。もともと棗は「扉とびらの民たみ」ではない。交友関係の広さを活いかして、直人たちが苦手な情報収集を手伝っているだけだ。

　正宗と棗の出会いは最悪と言ってよかった。「赤い目」にそそのかされた正宗は、直人たちを呼び出すために棗を人ひと質じちに取ってしまったのだ。彼が直人たちに協力するようになった後は、しばらくはどう接していいか分からなかったのだが、なんとなく慣れてしまった。

　誰とでもそれなりに仲良くできるのは棗の特技だった。もっとも、自分を誘ゆう拐かいした人間と、こうしてお茶を飲むとは想像していなかったけれど。

「直人と綾乃、まだ来てねえんだよ」

　正宗がおもむろに口を開いた。

「あいつらの住んでるマンションが、ここから一番近ちけえんだけどな」

「今朝けさ、綾乃から電話かかって来たよ。岸きし杜もりくんの具合があまりよくないから、今日は行けないかもしれないって」

「どうしたんだあいつ。このクソ暑いのに風邪かぜでも引いたか？」

「うん。風邪は風邪みたいなんだけど……」

　と、棗なつめは目を伏せる。

「岸きし杜もりくんの悪夢がね、今までよりもひどくなってるの。綾あや乃のの話だと、体調を崩くずしたのもそのせいみたい」

　直なお人とは定期的に悪夢を見ている。夢の世界の底にある場所──夢ゆめ神がみたちの住む〈王国〉で、拷ごう問もんを受ける夢だ。かつて犯した「罪」のせいだった。

　幼い頃ころ、彼は夢と現実を繫つなぐ力を持った鍵かぎ・モーフィアスを使って〈王国〉への扉とびらを開いてしまった。〈王国〉の王女だった綾乃は、禁を犯してこの世界へ来てしまった。王女は〈王国〉を追放され、「番ばん人にん」は悪夢という「罰」を与えられた。

　ここ数ヶ月で、悪夢は少しずつ激しさを増してきている。夏休みに入ってから特にひどくなっていた。

「なんで悪夢がひどくなってるんだ？」

「はっきり分からないみたいだけど、多分……」

　突然、正まさ宗むねの目つきが鋭くなった。

「……『赤い目』の影えい響きよう、ってことか」

　棗はうなずいた。悪夢に変化が現れ始めたのは「ヨミジ」の事件の後、直人が「赤い目」の存在を知ってからだ。無関係とは思えなかった。

「で、直人のことは分かったけどよ、なんで綾乃は来ねえんだ？」

「うん……綾乃がそばにいると、岸杜くんの悪夢を少し抑えられるんだって。だから、そばにいないといけないみたいで……どうしたの？」

「あのよ」

　正宗はなにか考えこんでいる。

「ひょっとしてあいつらが一緒に住んでるのってそのせいか？」

　棗の全身から力が抜けた。

「今まで気が付いてなかったの？」

「同どう棲せいしてんのかと思ってた。だって付き合ってるようにしか見えねーだろ」

「…………そ、そうかな……」

　自分でもはっきり分かるほど、棗の声は沈んでいた。

「別に付き合ってないみたいだよ」

　今のところは、多分。

「ふ─────ん」

　正宗は大して興味もなさそうだった。

　最近、棗は直人たちに会っていなかった。連絡もあまり取っていない。部活が忙しいせいもあるが、それは表向きの理由だ。

　夏休みに入る少し前から、直人となぜかうまく話ができない。変に胸がどきどきして、ちゃんと顔も見られない時がある。

　それに、綾あや乃のと仲良くしているところも見たくなかった。理由は分かりきっているが、なるべくそのことを考えないようにしている。いや、自分ではそのつもりなのだけど、

（岸きし杜もりくん、やっぱり綾乃が好きなのかな）

　頭に浮かぶのはそんなことばかりだった。

　四六時中ずっと一緒にいて意識しないはずがない。綾乃の方も同じだろう。二人の邪じや魔まをしてはいけないと思っているのは本当だった。綾乃は自分の親友でもあるのだ。

　ただ、このまま二人がさらに親密になって、付き合い出す姿を想像するのも嫌いやだった。

　時々、心の隅すみから声が聞こえてくる。いくら打ち消そうとしても消えない声。

（綾乃が帰ったら、わたしと岸杜くんはどうなるんだろう）

　綾乃は〈王国〉の王の娘だ。本人はそうしたくなくても、いずれは帰らなければならない。もしそうなったら、直なお人とともっと──。

「まあ、あいつらが動けねー方がかえっていいかもな……」

　正まさ宗むねのつぶやきに棗なつめは我に返った。

「え？」

「いや、なんでもねえ」

　いつのまにか正宗は一本の黒い鍵かぎを手にしている。細工のほどこされた古い鍵だが、先端の方はガラスのように透き通っていた。彼は暗い目つきでそれを見下ろしている。

（……パンタソス、だっけ）

「扉とびらの民たみ」が受け継いできた鍵の一つだ。夢ゆめ神がみを殺す武器にもなるらしい。

　正宗はこれでツグミを殺した、と聞いている。

「で、『赤い目』のことでなんか分かったことあるか？」

「ううん。わたしの方は相変わらず」

　相変わらず「赤い目」の噂うわさは人々の口にのぼり続けている。事件から二週間経たっても鎮しずまる様子はない。どこどこに現れて誰だれ々だれが襲おそわれた、といった話もしょっちゅう耳に入ってくるが、調べてみると本当とは思えないものばかりだ。

　しかし、実態のない噂が人々の不安を煽あおり、さらに新しい噂を生み出している。「赤い目」は毎日のように町の人々を襲っている、と思いこんでいる住民は少なくない。パニックを恐れた警察が隠いん蔽ぺいしているとまで囁ささやかれていた。

「麟りん堂どうくんはどうだった？」

「こっちもなにもねえな。神社にも誰も来た様子がねえ」

　この町には「飯いい見み神社」と名付けられた神社がいくつもある。それらはもともと「扉の民」が管理してきた施設で、夢の世界に近い組成を持つ「結けつ界かい」だった。昔からこちら側の世界に来てしまった夢神たちの避難所にも、牢ろう獄ごくにも使われてきたという。

　正まさ宗むねは町の中に点在する「結けつ界かい」を見て回っている。幽ゆう霊れいのように曖あい昧まいな姿で漂ただよう「赤い目」は、しばしばそれらの場所を拠点として使っていたからだ。

　今のところ目新しい情報はなにもない。しかし、間違いなく「赤い目」は町のどこかにいるはずだった。

　二人の間に沈黙が流れる。夢ゆめ神がみについての話はこれで終わりだ。このまま話を続けるかどうか、棗なつめは迷っていた。どう見ても正宗は世間話を好むタイプに見えない。かといって、用事が済んだからといってすぐに席を立つのもどうかと思う。

「あの……」

　とにかく話をしようとした時、

「そういえば、アンタはどうやって『赤い目』の情報集めてるんだ？　前から思ってたんだけどよ、なんかコネとかあんのか？」

　珍しく正宗の方から話題を振ってきた。棗に質問するのはこれが初めてかもしれない。

「あ、うん。わたし、もともと顔が広い方だし……それにね、この町には色々なところにうちの親しん戚せきがいるんだ。だから、なにか起こってると大たい抵ていはすぐに耳に入ってくるの」

　棗の曾そう祖そ父ふはこの町に住む資産家だった。もともと人に好かれる性格ではなかったが、特に財産を失ってからは親戚すらほとんど寄せ付けなくなった。

　ただ、一族の他ほかの者たちは結束が強く、互いによく行き来している。この町の中だけでもかなり多くの親戚がいるので、話を聞く相手には事欠かなかった。

「そうか。すげーな。俺おれなんか多分親戚らしい親戚いねーぞ。親の葬そう式しきん時だって、人がほとんど来なかったしな」

　さっぱりとした言い方にかえって胸を衝つかれた。正宗は天てん涯がい孤独と言っていい境遇だった。ここ数年、ツグミだけが本当の家族だったのだ。

「……ところで、話は変わるんだけどよ」

　突然、正宗はぐっと身を乗り出してきた。

「う、うん」

「直なお人との奴やつがこのまんま動けねーんだったら、『赤い目』の情報はまず俺に話してくれねーか。あいつらより前に」

　棗は呆あつ気けにとられた。相手がなにを言っているのか理解できなかった。

「えっ。どうして？」

「そんなのお前、俺の手でツグミ姉ねえの……」

　そこまで言ってしまってから、ごほんと下手へたな咳せき払ばらいをした。

「いや、なんでもねえ」

　なんでもないようには見えない。正宗は自分の思っていることを口に出してしまう癖くせがある。噓うそがつけない性格だった。

「それは……自分の手で、ツグミさんの仇あだを討ちたい、ということ？」

　棗なつめがおそるおそる言うと、正まさ宗むねはちっと舌打ちをした。

「やっぱりアンタは勘かんがいいな」

　誰だれでも分かると思う、と指摘する元気もなかった。

「分かるんだったら話は早え。俺おれがそう思っててもおかしくねえだろ」

　正宗の気持ちは分からないでもなかった。ツグミは正宗の家族で、恋人でもあった。「赤い目」を憎にくむ気持ちは人一倍強い。

「おかしくはないけど……それって一人で『赤い目』と戦うってことだよね。麟りん堂どうくんが危ない目に遭あうだけでしょう？　『赤い目』を倒すことだったら、岸きし杜もりくんや綾あや乃のもちゃんと協力してくれるよ」

「自分の手で倒してーんだ……もし直なお人とが俺と同じ立場だったら、同じこと言うと思うぜ」

　棗はどきりとした。正宗とツグミの関係は、直人と綾乃のそれによく似ている。「扉とびらの民たみ」と〈王国〉を追放された夢ゆめ神がみ。一緒に過ごしてきた時間も変わらない。

　もし綾乃に万が一のことがあったら、直人もこんな風になるのだろうか──。

「どうだ？　直人が動けない、綾乃が直人のそばにいなきゃなんないんだったら、どっちにしろ動けんのは俺しかいねーだろ」

　はっと棗は我に返った。

「や、やっぱり、できないよ」

　自分たちがバラバラに行動したところで不利なだけだ。想像したくはなかったが、直人が同じ立場だったとしても答えは変わらないと思う。

「……そっか。分かった」

　正宗は静かに立ち上がって、自分の分の伝票を取った。

「え、あの……」

「ま、ちょっと言ってみただけだ。悪かったな、変な話して」

　答えを待たずにさっさと歩いていってしまう。棗は黙ってその背中を見送った。
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　岸杜直人は不機嫌だった。

　リビングのガラステーブルの前で、頭から毛布をかぶって座りこんでいる。真夏の午後だというのに背筋がぞくぞくする。鼻水とくしゃみも止まらない。

　絵に描かいたような夏なつ風邪かぜだった。

　口にくわえた体温計が鳴る。もぞもぞと毛布から腕を出そうとすると、テーブル越しに伸びてきた手が体温計を奪っていった。

「あ、おい……」

「ふーん、八度五分か。結構高いじゃない。この季節にどうやったら出せるのよ、こんな熱」

「……俺おれも知りてえよ」

　Ｔシャツとショートパンツを着た久く世ぜ綾あや乃のが、テーブルの向こうで肘ひじをついている。後ろでまとめた茶色っぽいロングの髪、すらりと伸びた手足に整った顔立ち。目を細めているせいかまつげの長さがいつもより目立つ。

　今、マンションにいるのは二人だけだ。直なお人との妹の水みず穂ほはさっき買い物に出かけた。

「直人、何年かに一度必ず夏なつ風邪かぜ引くわよね。オリンピックみたいに……」

「どんな祭典だよ。好きで風邪引いてるみたいに言うな」

　口の悪さがなければ文句なく美人だといつも思う。もちろん、本人はそう見られることにまるで興味がない。昔から気が強くてワガママで、直人を一方的に引きずり回してきた。

　なにごともなければ、今でも「近所の乱暴な幼なじみ」でしかなかったと思う。でも、自分たちの正体を知った時から、直人の綾乃を見る目は変わり始めていた。

　直人は新しい「番ばん人にん」として、夢ゆめ神がみの起こした事件を解決してきた。綾乃の助けがなければとても切り抜けられなかったはずだ。

　綾乃は人間ではない。強い力を持つ夢神だ。どんな怪け我がを負ってもすぐに治ってしまうし、今の直人のように病気にかかることもない。それが分かっているせいか、綾乃は自分の体に全然気を遣つかわない。考えられないような無茶な真似まねをすることがあった。

　感謝もしているし、頼りにもしているのだが、本当にこいつ大だい丈じよう夫ぶか、と思わずにはいられない。自分がしっかりしていないと、いつかとんでもない窮きゆう地ちに追いこまれてしまう気がする。

　もっとも、それを綾乃に向かって言う勇気はない。今の直人が心配したところで「その前に風邪治せば？　このヘタレ」と言われるのがオチだ。

「そろそろ、薬吞のんで寝たら？　このヘタレ」

　体温計をケースにしまいながら、綾乃は言った。

　熱を測る前、水穂の作ってくれた雑ぞう炊すいを食べた。薬を吞むなら今のタイミングだし、今日きよう安静にしていれば治る程度の風邪だ。少し眠りたいのはやまやまだったが、

「……ちゃんと眠れんのかな」

　少し眠ると〈王国〉の悪夢を見てすぐに飛び起きてしまう。多分、風邪を引いたのも寝不足と関係があるだろう。直人の味わう苦痛は明らかに激しくなっている。なんらかの形で「赤い目」の力が影えい響きようしているに違いない。

　直人は〈王国〉の悪夢の内容をよく憶おぼえていない。目が覚めるとすぐに記き憶おくから薄れてしまうからだ。はっきり分かっているのは、夢神に追われることと、最後に追いつかれ、切り刻まれることだけだ。

「そばにいてあげるわよ、一応はね」

　と、綾あや乃のは言った。夢ゆめ神がみの王族である彼女には、〈王国〉の夢神たちを鎮しずめる力があるらしい。以前はそれで悪夢を緩かん和わできたのだが、最近はうまくいかなくなってきていた。

「とにかく、眠らないわけにはいかないでしょう」

「……そうだけど」

　綾乃はキッチンに入っていき、水の入ったコップを手に戻ってくる。

「はいこれ」

「あ、ありがとう」

　しかし水だけあっても仕方がない。薬は隣の和室のどこかにあったはずだ。毛布をかぶったままのろのろと体の向きを変えようとする。

「薬なら取りに行く必要ないわよ」

　いきなり直なお人との手に錠じよう剤ざいを押しつけてきた。とっくに用意してあったらしい。

「感謝の言葉は？」

「ありがとう……ございます……」

「心がこもってないわね。あと千回言いなさいよ」

「……薬吞のめねーよ」

　感謝していないわけではないが、いつもと態度が違いすぎて気味が悪い。昔から直人が寝こんでいる時だけは親切にしてくれる。理由は謎なぞだった。
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　彼女はさっきと同じ場所に腰を下ろして、身動きせずにじっと待っている。早く吞のめ、と言っているようだった。

　薬はごく普通の解熱剤だ。多分、何時間か眠ることになるだろう。悪夢のことを考えると憂ゆう鬱うつだったが、綾あや乃のの言った通りずっと起きているわけにいかない。

（……よし）

　錠じよう剤ざいを口に入れて、コップを傾ける。

「わたし、ずっと考えてたんだけど」

　突然、綾乃が言った。

「え？」

　ごくりと薬を吞みこんでから、直なお人とは訊きき返す。いつのまにか綾乃は真剣な表情になっていた。

「〈王国〉の王は、なにをしてるのかしら」

「……なにって、〈王国〉にいるんじゃないのか？」

「なに言ってるの？　直人の悪夢がこれだけひどくなっているのに、どうしてなにもしないんだろうってことよ」

　音を立てないようにコップをテーブルの上に置く。幼い頃ころ、こちらの世界に来た綾乃は、自分の父親についてほとんどなにも知らないらしい。

「王様だって万能じゃないんだろ。『赤い目』の影えい響きようがかなりあるとか」

「でも、なにもできないはずがないわよ」

　内心、直人も同じ疑問を持っていた。悪夢の「罰」の実行を夢ゆめ神がみたちに命じたのも王だった。夢神を従わせる力なら、綾乃以上に持っているはずだ。

「なにか理由があるんだろ」

　そう言うしかなかった。以前、一度だけ王の言葉を聞いたことがある。綾乃には話さなかったが、罪を犯した直人に蔑さげすむような態度を取っていた。

（……なにもできないんじゃなくて、する気がないのかも）

　ここまで「罰」が激しくなっても、問題はないと思っているのかもしれない。それだけの罪を犯したのだと。だとすると、今後も悪夢が治まる可能性は低い。

　もう一つ、直人には気がかりなことがある。

　最近、他ほかの夢をまったく見ていない。この悪夢が直人に及ぼす影響が大きすぎるせいか、他人の夢に入りこむという「番ばん人にん」の本来の力を発揮できなくなっていた。

　もう一人の「扉とびらの民たみ」の正まさ宗むねはそういう力を持たない。麟りん堂どう家は夢神を監視する「宮みや守もり」で、「番人」とは求められる役目が違うからだろう。

　今、この町で夢神が事件を起こしても、直人たちには察知できない。気付かないうちに事態が悪化してしまうかもしれない。
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　遊びに出かけた娘がなかなか帰ってこなかったので、久く世ぜ虹にじ子こは外へ捜しに行った──はずだった。

　ふと我に返ると、虹子は広場めいた場所に立っていた。もう日暮れ時で、空は鮮やかなオレンジ色に染まっている。少し先にコンクリートの校舎らしい建物が見えた。

（なんだろうね、ここは）

　いつのまにか道路を離れて、どこかの学校の敷しき地ちに入ってしまったらしい。どことなく見覚えのある場所のようだった。前にもここに来たことがあるのかもしれない。

「ん？」

　不意に子供のすすり泣きが聞こえた。

　振り返ると、ほんの数メートル先に幼い少女の背中が見える。彼女はうずくまって両手で顔を覆おおっていた。近づこうとしてもなぜか足が動かない。

「……綾あや乃の」

　虹子はその場所に立ったまま名を呼んだ。夕日を受けた背中がぴくりと震ふるえる。こちらの声は聞こえているらしい。それでも顔を上げようとしない。

「なにをそんなに泣いて……」

　はっと口をつぐんだ。どこか様子がおかしい。こんな風に泣くような娘だっただろうか。それにどうして一人でいるのだろう。

「直なお人とは一緒じゃなかったのかい？」

　綾乃の遊び相手は直人ぐらいのものだ。しかし、あの少年が一人で帰ってしまうとは思えない。得え体たいの知れない不安が胸に広がる。太陽のせいなのか、娘の全身は赤く光っているように見える。泣いているというよりも、歌っているようだった。

　いや、笑っているのかもしれない。

　虹子は自信が持てなくなっていた。今、目の前にいるこの少女は、本当に自分の娘なのだろうか。

　娘でないとしたら、一体誰だれ──。




　目を開けると、そこは見慣れた居間だった。

　虹子は愛用のソファに巨体を埋うずめている。ついうたた寝をしてしまったらしい。夢の中と同じように、窓の外では日が暮れかかっている。オレンジ色の光が足元まで射さしこんでいた。

（……なんだか、気味の悪い夢だったね）

　夢の一部は虹子の記き憶おくをなぞっていた。引き取ってからしばらくした頃ころ、遊びに行ったきり帰ってこない綾あや乃のを捜しに出たことがあった。

　しかし、綾乃は一人で泣いていたわけではない。直なお人とと自転車で遠出をして、帰ってくるのが遅くなっただけだ。昔から綾乃は自由気ままにどこかへ出かけてしまうが、必ずここへ帰ってくる。長年一緒に住むうちに、虹にじ子こはそう信じるようになっていた。

「……クゼーおばさん？」

　背中から声をかけられる。キッチンに通じるガラス戸のそばに、襟えりのついたワンピースの少女が立っていた。可愛かわいい顔立ちだが少し表情に乏しい。二つ結びの髪とメガネがいかにも生き真ま面じ目めそうだ。

　直人の妹の水みず穂ほだった。

「お兄ちゃんが、どうかしましたか？」

「ん？　なんの話だい？」

「名前が聞こえたから……直人が一緒に、とかなんとか」

　虹子は気恥ずかしくなった。どうやら寝言を言っていたらしい。

「ちょっと夢を見てたもんでね。うちの娘だと思ってどこかの女の子に話しかけてたんだ……別になんでもないよ」

　それで納なつ得とくしたのか、水穂は小さくうなずいた。

「……買ってきた食材、冷蔵庫に入れておきました」

「ああ、わざわざ済まなかったね。なにからなにまで」

「うちの買い物も、するつもりだったから」

　今日きようはスーパーに行くという水穂に、久く世ぜ家の買い物もしてもらった。

　虹子の右足はギプスで固められている。二週間前、商店街で起こったガス爆発に巻きこまれて、足首の骨を折ってしまった。今も松まつ葉ば杖づえがなければ歩けない。商店街がしばらく閉鎖されていたせいもあり、彼女が経営している「マダム☆クゼー占いの館やかた」も休業中だ。

　店のことは気がかりだったが、もう少し家で療養するつもりだった。

　あの日、両手から炎を放つ赤い目の女を目撃して、虹子は気を失ってしまった。助け出してくれたのは直人と綾乃だったらしい。たまたま通りかかったら、虹子が倒れていたので運び出した、慌あわてていたので犯人はよく見ていない──二人は口を揃そろえてそう言った。

　もちろん、虹子はその言葉を毛ほども信じていなかった。そんなにタイミングよく二人が通りかかるはずがないからだ。

　病院で聞いた「赤い目」の噂うわさの中には、何人かの男女が「赤い目」と戦っていた、というものがあった。もともと二人はあの女を捜すうちに商店街へ行ったに違いない。そして、自分を守ってくれたのだ。

　あの女はどう考えても人間ではなかった。「赤い目」の噂にはかなりの事実が含まれているのだと思う。

　この町にはあの女のような「人間ではない者」が他ほかにもいるはずだ。直なお人とがしょっちゅう怪け我がをするようになったのも、そういう者たちと戦っているからだろう。直人の父親の孝たか臣おみにも時々そういうことがあった。綾あや乃のはきっとその手伝いをしているのだ。

「直人、元気かい」

　最近、直人の姿を見ていない。もっとも、さほど珍しいことではなかったが。直人はキツい性格の虹にじ子こが苦手らしく、なるべく顔を合わせないようにしている。

「……今朝けさ、風邪かぜ引きました」

　水みず穂ほが硬い声で答える。思わず噴き出しそうになった。

「夏風邪かい。バカだねえ」

　どうりで今日きようは綾乃がここに来ないわけだ。いくら必要ないと言っても、昨日きのうまでは必ずここに顔を出していたのに。きっとそれどころではなくなったのだろう。今いま頃ごろは直人のそばに付きっきりのはずだ。本人は自覚していないかもしれないが、綾乃は昔から直人の病気や怪我に敏びん感かんだった。

「……あの、おばさん」

　水穂がか細い声で言った。

「『赤い目』って、知ってますよね？」

「そりゃね。最近、誰だれも彼もその噂うわさばかりだからさ」

　噂の広まり方に不気味なものを感じていた。虹子のように実際「赤い目」を見た者はほとんどいない。それなのに、噂だけがどこまでも広まっていく。まるで伝染病のようだった。

（大だい丈じよう夫ぶなのかね）

　このままエスカレートし続けたら、予想もつかないような騒さわぎが起こりそうな気がする。

「おばさんは、本当にいると、思いますか」

　虹子は商店街を爆破した女の姿をありありと思い浮かべた。

「さあ……どうだろうね」

　あの女の話は誰にもしていない。なぜかその方がいいような気がしていた。

「わたし、本当にいるような、気がするんです」

　沈黙が流れた。虹子は黙って話の続きを待つ。下手へたに訊きき出そうとすると、話そのものをやめてしまいそうな気がした。

「去年、お父さんが、死んだ時、なんですけど」

　虹子は椅い子すの上で背筋を伸ばした。孝臣が死んだ時の話を、水穂の口から聞くのは初めてだった。目の前で父親を亡なくしたこの少女にとって、やすやすと人にできる話ではないはずだ。

「息を引き取る前、繰り返し言ってたんです……赤い目、赤い目、って」

　背筋にぞくっと震ふるえが走った。虹子の頭の中で漠ばく然ぜんとした疑問が一つに繫つながった。ただの交通事故にしてはおかしい、他に死んだ原因があるのではないかとずっと思っていた。「赤い目」と関係があったのだ。

「その話、今まで誰だれかに話したことはあるのかい？」

「え？　はい……お兄ちゃんには、一度だけ」

　やっぱり、と虹にじ子こは納なつ得とくした。孝たか臣おみの死が直なお人とたちの出発点なのだ。おそらく、今も「赤い目」を捜しているはずだ。自分や水みず穂ほに話さなかったのは、巻きこみたくなかったからだろう。いかにも直人や綾あや乃のの考えそうなことだった。

「この前、商店街がめちゃくちゃになった時」

　しぼり出すような声で水穂は言った。

「おばさんは、犯人を見なかったんですか……？」

　虹子の喉のどがかすかに動いた。

　この少女は「赤い目」のことを知りたがっている。父親の死に関かかわっている相手のことだ。知りたがって当然だろう。

（……さて、どうしたもんかね）

　直人たちが水穂に事情を伏せていた気持ちは理解できる。しかし、「赤い目」がこの町のどこかにいる限り、水穂も虹子も安全ではない。少なくとも自分の知っていることぐらいは、伝えておいた方がいいかもしれない。

　虹子は覚悟を決めた。

「あたしが今から言うこと、他ほかの人に言うんじゃないよ。直人や綾乃以外には」

　しばらく考えてから、水穂はこくりとうなずいた。

「あたしはね、『赤い目』らしきものを見てるんだ。この前、商店街が吹っ飛んだ時にね」




　　　　　　　　　４




　気が付くと直人は薄暗い建物の中を走っていた。大勢の誰かに追われている。反はん響きようして混じり合った足音が、地鳴りのように迫ってきた。

　石造りの通路は狭く、曲がりくねっている。あちこちで段差を越えたり、低いアーチをくぐらなければならなかった。自分がどこに向かって走っているのかまったく分からない。迷路を走らされている鼠ねずみの気分だった。

　明かりのないＴ字路にぶつかったところで、直人は立ち止まった。背後からも左右からも追っ手の気配を感じる。押し寄せてくる暗くら闇やみに押しつぶされそうだった。

　直人は震ふるえながらあたりを見回した。

　正面の壁かべにはかすかな亀き裂れつがあり、光が射さしこんでいる。屈かがみこんでよく見ると、壁の一部が潜くぐり戸になっていた。彼はその戸を押し開けて向こう側へ飛び出した。

「あ……」

　思わず目を瞠みはった。そこは石の壁かべに囲まれた小さな空間だった。地面はくすんだ雑草に覆おおわれ、枝の落ちたぼろぼろの木が並んでいる。空は霧きりを流したように真っ白だった。

　ここには見覚えがある。

　綾あや乃のと初めて会った場所──〈王国〉の城の中庭だ。

　今まで考える余裕すらなかった。自分は悪夢を見ている最中らしい。

　直なお人とは中庭を見回した。

　つい数週間前にもここへ来ているが、その時と庭の様子が少し違う。ほとんどの植物は枯れかけて、緑を失っている。石壁はあちこちで崩くずれ、穴の開いている場所まであった。中央に置かれている円卓は半分に割れてしまっていた。

「なにがあったんだ、これ」

　突然、ねばりつくようないくつもの視線を背後に感じた。振り返ることも走り出すこともできなかった。無数の腕が手足や首筋をしっかりとつかむ。尖とがった爪つめが体中に食いこみ、ねじられた関節がぎりぎりと痛んだ。

　喉のどを押しつぶされ、口も塞ふさがれて悲鳴を上げることさえできない。直人の体は無む造ぞう作さに持ち上げられ、石の円卓の上に叩たたきつけられた。

　新たな激痛が波のように広がっていく。しかし、悪夢の中で気絶することはできない。

　夢ゆめ神がみたちは獣けものめいたうなり声を上げている。似たような声を最近聞いている──町外れの神社の地下にいた、怪物のような夢神の咆ほう吼こうにそっくりだった。「赤い目」に精神も肉体も狂わされ、配下となった夢神。

　直人を円卓に押しつけたまま、ふと夢神たちは動きを止めた。

　なにかが始まろうとしている。

　視線だけを周囲にめぐらせる。むき出しの地面に転がっている黒っぽい袋が、風もないのにぶるぶると震ふるえている。

（えっ？）

　その半透明の袋は、直人に向かってゆっくりと近づいてくる。いや、袋などではない。ぶよぶよした手足を丸めているだけだ。

　これも夢神だ。

　円卓の前で止まると、ゆっくりと体を起こし始める。身長は直人よりも少し低い。風船のような凹おう凸とつのない顔には、二つの目が輝いている。

　この相手を知っている。閉ざされた教室の悪夢で蠢うごめいていた姿は忘れようにも忘れられない。

（ヨミジだ）

　顔の中心にある丸い穴が大きく広がった。人間を食い殺すための「口」だ。この夢神は人間の味を覚えてしまっている。自分を倒した直人に、殺意を抱いだいているのは間違いない。

　もがいても体は自由にならなかった。押さえつけられた頭部をヨミジの半透明の口が包みこんでいく。頭ず蓋がい骨こつが今まで経験したことのない軋きしみを上げた。

　食われる、と覚悟したその瞬しゆん間かん、突然拘こう束そくが解けた。

　夢ゆめ神がみたちは一いつ斉せいに離れていく。「ヨミジ」も一歩後ろに引いて、円卓のそばで体を震ふるわせている。自分の意思でそうしたわけではないことは一目で分かった。食事を中断され、明らかに腹を立てていた。

（……なにが起こったんだ？）

　直なお人とは体を起こして、あたりを見回した。数十もの夢神が円卓を取り囲んでいる。人の姿そのままの者もいれば、影のようにぼやけた輪りん郭かくしか持たない者もいる。体の大きさもさまざまだったが、一つだけ共通していることがある。

　ここにいる夢神たちの瞳ひとみはすべて赤い──皆、「赤い目」に感染している。

　その時、中庭に歌声が流れていることに気付いた。

　処刑の瞬間にはそぐわない、囁ささやくような低い声。子守歌のような旋せん律りつで、弦げん楽がつ器きらしい伴奏まで付いている。どこかで聞いたことのある曲だった。以前、他ほかの誰だれかが歌っていたのを聞いた気がする。

　夢神たちは明らかにこの歌に反応している。ここにいる者たちをコントロールする力があるのかもしれない。

　不意に歌が止やむ。

　黒い衣ころもで全身を覆おおった長身の夢神が、彼らの後ろから姿を現した。

（〈王国〉の王）

　手には黒い竪たて琴ごとを持っている。今、歌っていたのはこの夢神だったらしい。フードで顔は隠かくれているが、目の色ははっきり分かる。王は「赤い目」に感染していない。直人はほっと胸をなで下ろした。

「立てるか」

　感情のこもらない声で王は言った。

「あ……はい」

　体を確かめながらゆっくりと円卓を降りる。あちこち痛むところはあったが、動けないわけではない。

「あの、ありがとうございます」

　直人は頭を下げる。「赤い目」に感染した夢神たちから、自分を助けてくれたのは間違いない。しかし、相手からはなんの言葉もかえってこなかった。

　何者かの視線を感じて、直人は背後を見た。円卓の縁へりを回りこむようにして、「ヨミジ」がじりじりと近づいてきていた。怒りと食欲を表わすように、大きく口を開けていた。

「……歌の効果が切れる。ここを離れるぞ」

　王は踵きびすを返して、潜くぐり戸に向かって滑すべるように歩き出す。直人も急いでその後を追った。




　狭い階段を上がりきったところに広い部屋があった。

　背後で扉とびらの閉まる音を聞いて、直なお人とは入り口で立ち止まった。城内の他ほかの場所と同じように簡素な石造りだった。天井が高く四方の窓も大きい。おそらく、王の居室なのだろう。調度品らしいものはほとんど見当たらないが、黒い光こう沢たくのある台が中央に置いてある。

　こういうつくりの場所を以前も見たことがある。飯いい見み神社の地下だ。綾あや乃のの話では、あの台は黒こく檀たんの寝台で、なにかの伝承に出てくる神殿に似ているとか。あれは確か──。

「眠りの神の……神殿」

　前を歩いていた王が足を止めて振り向いた。

「一目見ただけで、この場所の意味を見抜いたのか」

　問いつめるような口調に、直人は驚おどろいた。

「いえ、似てる場所に行ったことがあって……綾乃に意味を教えてもらったんです」

　フードの奥の口元に冷たい笑みが浮かんだ。

「綾乃、というのは、わたしの娘の名だったな。お前たち人間が付けた」

　心臓がどくんと鳴った。今まで考えてもみなかったが、「綾乃」はいかにも人間の名前だ。本名のはずがない。そういえば、綾乃と面識のあったツグミは、ずっと「王女」という呼び名を使っていた。

「……本当の名前は、なんていうんですか？」

　おそるおそる尋たずねる。訊きかずにいられなかったが、なぜかあまり知りたくなかった。

「名などあるはずがなかろう」

　と、王はこともなげに答えた。

「え……？」

「王に名は不要だ。他に並ぶ者がいないのだからな。次の王となる者も同じことだ」

　呆ぼう然ぜんとする直人を残して、王は広間を横切っていった。

（名前が、ないって……）

　人間の価値観とはまったく違う。直人には「他に並ぶ者がいない」ことが当たり前とは思えない。一人きり、という意味にしか取れなかった。

「なにをしている。来い」

　窓まど際ぎわから王が呼んでいる。直人は重い足取りで近づいていった。

「お前には、〈王国〉の現状を知る義務がある」

　王は外を見るように促うながした。ここは城の中でも上の階らしい。しかし、城じよう壁へきの内側ですら景色はかすんでいるし、外側に至ってはなにがあるのかもはっきりしない。地平線の上あたりに、沈みかけた太陽がぼんやりと見えるだけだった。

「……ん？」

　直なお人とは首をかしげた。この〈王国〉に昼夜の区別などあっただろうか。

「あれはつい最近生まれたものだ。沈みもしなければ、昇りもしない。この〈王国〉は少しずつ変容しつつある……『赤い目』の影えい響きようだ。正気を失う夢ゆめ神がみたちも増えた。お前への『罰』が多少苛か烈れつになったのもそのためだ」

　直人は思わず顔を上げた。王の口調は相変わらず淡々としていた。

（多少？）

　王にとっては多少の変化でしかないらしい。実際に「罰」を受けている人間にとって、「多少」とはとても思えなかった。今の「罰」は「番ばん人にん」としての活動にも支障が出てきている。

　眠る前、綾あや乃のと話していたことが頭をよぎった。王はどうしてなにもしないのか、と。直人は自分の考えが正しかったと悟った。対応するほどのことだと思っていなかったのだ。

「さっきは、どうして助けてくれたんですか？」

「助けてなどいない。話す必要があるから、連れてきたまでだ」

　王は中庭を見下ろしている。一ひと隅すみに夢神たちが集まって、この広間の窓を見上げている。

「愚おろかな者たちだ」

　その声には侮ぶ蔑べつがにじんでいる。さっきまで直人もあの中庭にいた。なんとなく「愚かな者たち」には自分も含まれている気がする。話ってなんですか、と尋たずねようとした時、王は静かに口を開いた。

「……遠い昔、〈王国〉の王族に、豊かな才能を持つ夢神がいた」

　王はまだ「赤い目」の夢神たちを見つめている。

「その夢神は強い力を欲した……彼女の望みは叶かない、他ほかの夢神たちを従わせる力、人間の記き憶おくを奪う力……さまざまな力を手に入れた。自分の両目と引き替えに」

　直人ははっと息を吞のんだ。これは「赤い目」の話だ。

（王族、だったのか）

　だとすると、この王や綾乃とも血が繫つながっていることになる。

「強い力を手に入れた彼女は、すべてのものを望んだ」

「すべての、もの……？」

「夢と現実の世界を一体化させ、どちらの世界にも君臨する王となることだ」

「そんなことできるんですか？」

　長い時間、二つの世界を繫ぐ「あらずの扉とびら」を開いたままにしていると、二つの世界が崩ほう壊かいするかもしれない──綾乃からはそう聞いている。

「二つの世界を繫いだ後に、なにが残るのか誰だれにも分からない。今まで実行した者が存在しないのだからな。あるいは結果として両方の世界が崩壊しても、『赤い目』にとって大きな問題ではないのかもしれない」

　直人は首をかしげた。自分の理解を超えている。

　はっきりしていることは一つだ。「赤い目」の望み通りになれば、自分たちの日常は完全に終わってしまう。それだけは止めなければならない。

「『赤い目』は現実の世界へ向かい、無数の人間を殺し始めた。より多くの魂たましいを取りこむことで、さらに強い肉体を得るつもりだったと言われているが、もはや詳しいことは分からない。当時の〈王国〉の王は才能のある人間たちに『赤い目』を倒すための武器を与えた。モーフィアス、パンタソス、イケルス……三本の黒い鍵かぎだ」

「え……それって……」

「その人間たちが『扉とびらの民たみ』の先祖だ。もはや、お前たちには忘れ去られた歴史のようだが」

「じゃあ、黒い鍵はもう一本あるんですか？」

　と、直なお人とは尋たずねた。もし存在するなら、自分たちにとって心強い武器になる。

「いや、もう存在しない。イケルスは最初の『赤い目』との戦いの過程で完全に破壊され、パンタソスも破損させられた。完全に元の形と力を保っている鍵は、お前の持つモーフィアスだけだ」

　ポケットに入っている黒い鍵の重みを意識した。この鍵を破壊する夢ゆめ神がみがいること自体が驚おどろきだった。もし、このモーフィアスまで破壊されたら、人間は「赤い目」に対抗する術すべをなにも持たなくなる。

「結局、『扉の民』は『赤い目』を完全に倒すことはできなかった。そこで、山中の『結けつ界かい』の中に封じたのだ。『赤い目』を監視し続けるために彼らは近くに集落を作った。それがお前たちが暮らしている町だ」

　頭の中で今の話を整理する。つまり、「扉の民」はもともと「赤い目」を倒すために存在していた。飯いい見み町ちようを作ったのも「扉の民」たち、ということになる。

　ふと、直人はツグミから聞いた話を思い出した。「飯見町」という町の名前には「夢神の住む土地」という意味があるらしい。ひょっとすると、「赤い目」が封じられた町、という意味だったのかもしれない。

「しかし、その封印は一年前に解かれた……前の代の『番ばん人にん』は一人で戦ったようだな。優秀な『番人』ではあったが、『赤い目』を仕留めることはできなかった。後一歩というところまで追い詰めたが、結局『赤い目』に始末されてしまった」

　冷水を浴びせられた気がした。自然と両手に力がこもる。王の言葉にはなんの感情もこもっていなかった。

（そんな言い方、あるかよ）

　孝たか臣おみは現実の世界だけではなく、この〈王国〉を守るために戦ったのだ。父の働きがなければ、この〈王国〉も無事だったかどうか。

　口を開きかける直人を無視して、王は話を続けた。

「もっとも、お前の受けるべき『罰』を背負っていなければ、もう少し強かったかもしれんな。十年もの間、〈王国〉で責め苦を受け続けたのだから」

「あ……」

　その言葉はずぶりと胸に突き刺さった。なにも言い返せない。間接的に自分が父を死に追いやったのではないか、という思いはずっと胸のうちにくすぶっていた。

「この一年間、『赤い目』は復活の準備を進めてきた。間もなくお前たちの前に姿を現すだろう。お前の父が相対した時よりも強い体で」

　突然、王は直なお人とに向き直った。フードの奥の目が、彼の顔を正面から見み据すえている。

「『番ばん人にん』よ」

「は……はい」

「お前は『赤い目』と戦う意志を持っているか？」

「持ってます」

　訊きかれるまでもなかった。それが父から受け継いだ自分の役割だった。王は納なつ得とくしたように軽くうなずいた。

「これは一年前にお前の父にも申し渡したことだが」

　と、王は言った。

「もし、お前が『赤い目』を倒すことができたら、褒ほう美びをやろう」

「……褒美？」
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　思わず直なお人とは訊きき返した。なぜか嫌いやな予感がした。




　暗い部屋の中で、直人は静かに寝息を立てている。

　綾あや乃のはベッドの端はしに腰かけて、その顔を覗のぞきこんでいた。軽く額に触ふれると、熱はすっかり下がっている。

（薬が効いたわね）

　珍しく悪夢も見ていないようだ。〈王国〉の王族だけに伝わっている、夢ゆめ神がみを鎮しずめる歌も今は必要なさそうだった。

　直人が眠り始めてからどれぐらい経たっているのか、綾乃にははっきり分からない。いつのまにか窓の外はすっかり夜になっていた。

（……ちゃんと眠れてるみたい）

　綾乃はほっとしていた。しかし、根本的な解決にはなっていない。「赤い目」を倒さない限り、〈王国〉の悪夢の激化は止まらないだろう。

　彼女は深いため息をついた。ショートパンツのポケットから、小さな棒つきのキャンディーを取り出した──マンダリンオレンジ味。

　このキャンディーは綾乃の「好物」だった。これがないとこの世界では暮らしていけない。最初に口にした現実世界のものに、夢神の体は影えい響きようを受ける。「あらずの扉とびら」をくぐってこちらへ来た時、最初に口にしたのがこのキャンディーだ。

　これをくれたのも直人だった。この十年間、直人と離れたことは一度もない。ずっと学校も一緒で、今はこうして同じマンションに住んでいる。

「……いつかは、戻るのよね」

　誰だれにも聞こえないように、綾乃はつぶやいた。そういう日が来ることを疑っていなかった。だから人間にも、場所にも、物にも、深い思い入れを持たない方がいい。

　頭では分かっているつもりでも、ずっとうまくいかなかった。

（帰りたくない）

　それが本音だった。このままずっとこの家で直人と一緒に過ごせたら、どんなに──。

「綾乃……」

　突然声が聞こえて、飛び上がりそうになった。

「………………なによ、起きたの？」

　表情だけ取り繕つくろってから、直人の顔を振り返った。まだ心臓がどきどきする。

「うん、今起きた」

　暗がりの中で直人の目がかすかに光っている。天井の一点を見み据すえたまま微動だにしなかった。つられて綾乃も天井を見てしまったが、別になにもなかった。

「……寝てるの？　金かな縛しばり？」

　彼の唇くちびるだけがほんの少し動いた。

「起きてるだろ」

「だって身動きしないから」

　沈黙が流れる。なにか考えこんでいるようだった。綾あや乃のは居心地が悪くなってきた。こういう真剣な時の直なお人とは苦手だ。目が離せなくなる。

「なにか食べる？　さっき水みず穂ほが作ってくれたと思うけど」

　ベッドから立ち上がろうとすると、いきなりぎゅっと手をつかまれた。

「え？」

　直人はむっくり体を起こす。手を繫つないだまま、二人は間近で向かい合った。

「ちょ、ちょっとなんなのよ。どうしたの」

　さっきの考え事のせいもあって、綾乃は気が動転していた。直人は大きく目を見開いて、まっすぐに自分を見つめている。

「ちょっと、なんなの……」

　声が弱々しくなる。心臓の鼓こ動どうがさらに速くなった。放せと殴なぐった方がいいのか、大人おとなしく目を閉じた方がいいのか分からない。両りよう頰ほほに火が点ついたようだった。

「ちょっと……」

　これ以上顔を見ていられない。結局、綾乃は目を閉じることにした。

「……〈王国〉でお前の親父おやじさんと話した」

「は？」

　綾乃は目を開ける。直人の顔の位置は動いていなかった。耳まで上りきった血がすっと下がっていった。

「どういうこと？」

　話した、と確かに言った。今までそんなことは一度もなかったはずだ。あの王が誰だれかと話す姿を想像できない。王の娘である綾乃も、父とはほとんど言葉を交わした記き憶おくがなかった。

「……なにを話したの？」

「『赤い目』のこととか、色々と。もうすぐ復活するって」

　綾乃の顔色が変わった。

「いつなの、それは」

「それは言ってなかった……綾乃、話はそのことだけじゃない」

　直人の声がさらに低くなる。それとは別に大事な話があるようだった。

「なに？　他ほかの話って」

　彼の様子はあからさまにおかしい。ここまで真ま面じ目めになるのは、よほどのことを聞かされたからだろう。答えを待つうちに、綾乃は緊きん張ちようしてきた。

「王に言われたんだ」

　と、直なお人とは言った。

「……もし『赤い目』を倒したら、俺おれとお前の罪を許すって」

　綾あや乃のは自分の耳を疑った。

「……今、なんて……」

「『悪夢と追放、お前たちに科せられた二つの罰を終わらせる』……俺は悪夢を見なくなって、お前は〈王国〉に帰るってことだよ」




　直人が〈王国〉で聞いたことを繰り返している間、綾乃は一言も喋しやべらずに遠い目をしていた。時々、「聞いてるか？」と確かめると、かすかにうなずく。こんなに弱々しい綾乃を見るのは初めてだった。まるで病人が座っているようだった。

「……話はこれで全部だ」

　と、直人は言った。とはいえ、「赤い目」に関係ないと思われること──例えば、悪夢の激化を王が放っておいたことや、直人から見た王の印象などは伏せていた。

「お前、どう思う？　この話」

「………………どうって？」

「いや、だから……さっき話しただろ。〈王国〉の王が俺とお前の……」

「帰るわよ。もちろん」

　綾乃は感情のこもらない声で言った。相変わらず目はどこを見ているのか分からない。

「……ホントに帰るつもりなのか？」

「そう言ってるでしょう。なにか変かしら」

　とても本音とは思えない言い方だ。予想外の反応に直人は戸惑った。どうしたらいいか二人で話し合うことになると思っていた。もし「罪」が許されても、綾乃がこちら側の世界に居続けるという選せん択たく肢しもある──「罰」を受けることになるだろうが、それは今も変わりはない。

「帰ってどうするんだよ、あんなとこ」

「あなた、それ前にも訊きいたわよ」

　綾乃は唇くちびるに笑みを浮かべた。

「その時も言ったけど……そうね、王の後を継ぐために色々学ぶんじゃないかしら」

　他ほかに並ぶ者がいない、という王の言葉が頭をよぎった。

「……名前もないような王女様に戻るのか？」

　一いつ瞬しゆん、綾乃の表情が凍りついた。

「俺はお前の気持ちがちゃんと聞きたい。ホントは帰りたくないんじゃないのか？」

　ついに言ってしまった、と直人は思った。核心に迫る質問のつもりだったが、綾乃は軽くため息をついただけだった。

「さっきからなにを言ってるの？」

　と、彼女は言った。

「わたしを〈王国〉へ帰すって、あなたが約束したことじゃない。今まで何度も何度もわたしにそう言ってきたでしょう？　その約束を果たせる見こみが出てきたんだから、いいことだわ。なんの問題もないわよ」

「う……」

　ずしりと重いものが胸にのしかかってくる。確かに直なお人との言い出したことだった。あの時はそれが自分のするべきことだと思っていた。綾あや乃のの気持ちなど知らなかったし、確かめようともしていなかった。

「そんなことより、今は『赤い目』のことを考えるべきよ。この世界に危険が迫ってるんだから。なるべく早く棗なつめや正まさ宗むねに話さないと……」

　綾乃はてきぱきと話を進めていく。直人は自分が情けなかった。彼女は好きで言い張っているわけではない。あんな場所に帰りたいはずがないのだ。

　それが分かっているのに、自分は説得一つできない。
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　その次の日。

　岸きし杜もり家の直人の部屋に集まった棗と正宗は、彼の話に耳を傾けていた。

「赤い目」はかつて現実と夢の世界の両方を支配しようとした夢ゆめ神がみで、飯いい見み神社の地下にずっと封印されていた。一年前に封印が解かれ、直人の父の働きで肉体は四散したが、もうすぐ以前より強い姿で復活してくる──。

（あれ……？）

　棗は首をかしげていた。時々、直人はなにかを思い出すように顔をしかめる。話は「赤い目」に終始していて、他ほかのことにはあまり触ふれようとしない。話したくないことがあるのかもしれない。

　そういえば、綾乃の様子もどこかおかしい。壁かべにもたれて座ったまま、ぼんやりと窓の外を眺ながめている。なにかに気を取られているというより、直人から目を背そむけているようだった。

「……その話だとよ」

　直人の話が終わってから、正宗は口を開いた。

「結局、『赤い目』が今どこにいるのか分かんねーってことか？」

「うん、まあ……そうだな」

「じゃ、あんまり意味ねーんじゃねーか。王様の話」

「『赤い目』が復活の準備を進めていて、いつ現れてもおかしくないって分かっただけでも意味はあるわ」

　綾あや乃のが初めて口を開いた。

「つーか『復活の準備』ってのがまず分かんねーんだけど。また他ほかの夢ゆめ神がみの体を乗っ取ってなんかするってことか？　ツグミ姉ねえにやったみてーに」

「そうじゃないと思う」

　直なお人とが記き憶おくをたぐるように言った。

「『赤い目』自身の体が復活するって感じの言い方だった」

「ますます分かんねーな。一回バラバラになった夢神って復活できるのか？」

　正まさ宗むねはそう言いながら綾乃の顔を見る。壁かべにもたれて座っていた彼女は顔を上げた。

「……わたしにもよく分からないけれど、バラバラになる前の状態に戻れるとは思えないわ。割れた花か瓶びんは元に戻らないでしょう？　それと似たような状態のはずよ」

「俺おれもそう思う」

　直人は綾乃の言葉にうなずいた。

「強くなって現れるって王は言ってた……『赤い目』はただ元に戻るつもりじゃなくて、もっと別の方法を使って……なにかするんだと思う」

「その『別の方法』ってなんだよ」

　と、正宗が言った。

　沈黙が流れる。それが分かれば苦労はなかった。

「まあでもよ、肉体が復活するってことは、俺のパンタソスで殺せるってことだよな」

　正宗はどこか嬉うれしそうに言った。棗なつめにはそれが逆に不気味だった。肉体を失った状態の「赤い目」には、直人も正宗も手出しができなかった。その安全を捨てても構わないほど、強い力が手に入るということになる。

（夢と現実の世界を一体化させ、どちらの世界にも君臨する王となる）

　直人の話では、それが「赤い目」の目的らしい。具体的になにを意味しているのか、棗には見当もつかなかった。

「とにかく、今はこれまで通りのことを続けていくしかないと思う」

　直人がため息まじりに言った。結局、分かっているのは「赤い目」の脅きよう威いが間近に迫っていることだけだ。結けつ界かいを監視すること、なにか事件が起こっていないか注意すること、それぐらいしか自分たちにできることはない。

「じゃ、俺帰るわ」

　いきなり正宗が立ち上がる。棗はどうしたらいいか迷っていた。直人と綾乃の様子が気になっていた。もう少し残って、話を聞いた方がいいかもしれない。

「……あと一つ、話しておきたいことがあるの」

　突然、綾乃が口を開いた。もうドアノブに手をかけていた正宗が振り返る。棗は彼女から目を離せなかった。無表情でどこか投げやりな口調。綾乃らしくなかった。

「綾あや乃の、その話は……」

　慌あわてたように止めに入る直なお人とを無視して、綾乃は言葉を続けた。

「もし、直人が『赤い目』を倒したら〈王国〉から科せられたわたしたちの『罰』が許されるみたい。直人は悪夢を見なくなって、わたしは〈王国〉に帰ることになるわ」

　綾乃は淡々とした声で一気に説明した。

「えっ……」

　棗なつめはその場の時間が止まったような気がした。心の中の小さな声が、再び頭をよぎる──もし、綾乃がいなくなったら。

「……棗」

　急に名前を呼ばれて、棗は我に返った。

「な……なに？」

「わたし、ちょっと二人だけで話をしたいの。直人たちは席を外してくれる？」




（……俺おれの部屋なんだけど）

　廊下に出た直人は、自分の部屋のドアを振り返る。一体、綾乃はなんの話をしているのだろう。自分たちの「罰」に関かかわることなのだろうが、それ以上は見当がつかなかった。第一、どうして棗と正まさ宗むねにわざわざ打ち明けたのか──。

「おーい、『番ばん人にん』。聞いてんのか？」

　玄関に立っている正宗が話しかけてくる。もう靴くつを履はいて、いつでも外に出られる状態だった。

「え？　悪い。なんか言ったか？」

「いや、だから今の綾乃の話なんだけどよ」

　正宗はにやっと笑った。

「例えば、俺が『赤い目』をブッ殺したらどうなるんだろーな？　そしたらお前じゃなくて俺の手柄、ってことになんのか？」

　そんなことを考えてもみなかった。〈王国〉の王がどう判断するか分からないが、あの提案は「番人」が一人で「赤い目」を倒すことが前提になっている気がする。父の孝たか臣おみが一人で戦ったように。

「分からないけど……お前が倒したってことになるかもな」

「そーか、分かった。そんじゃな」

「え？」

　ばたん、と音を立てて玄関のドアが閉まった。

（なんだ、今の？）

　一体、なにが言いたかったんだろう。直人は首をかしげながらダイニングへ向かった。




　直なお人とはダイニングに入ったところで足を止めた。テーブルに覆おおいかぶさるようにして、妹の水みず穂ほが眠っていた。こんな風にうたた寝をしているのは珍しい。ちゃんとメガネを外して、フレームまで畳たたんでテーブルに置いてあるのが可笑おかしかった。

　直人は足音を忍ばせてキッチンに行くと、自分のコップに麦茶を入れてテーブルに戻った。音を立てないように近くの椅い子すに腰かける。

　まっすぐに通っている髪の分け目を眺ながめながら、麦茶を一口飲んだ。小さい頃ころは直人がよく髪の毛を結んでやったが、分け目が曲がっていると何度でもやり直しをさせられた。昔からなにごともきちんとしていないと気が済まない性格だった。

「うー……ん」

　不意に水穂のまぶたにぐっと力がこもった。ひょっとするとなにか良くない夢を見ているのかもしれない。

「お、おい、水穂」

　慌あわてて肩を揺ゆさぶる──水穂はすぐに目を開けた。兄が覗のぞきこんでいることに気付くと、びしっと背筋を伸ばしてメガネをかける。押しつけたような赤い跡が頰ほおに残っていた。

「…………寝てません」

　訊きいてねえよ別に、と直人は思った。気になっているのはそんなことではない。

「なんか変な夢、見なかったか？」

　水穂も夢ゆめ神がみの事件と無関係ではない。以前、同じ中学に通っている野の木ぎ幹みき央おが生み出した、巨大なテーマパークの悪夢に引きずりこまれたことがある。水穂も直人同様「番ばん人にん」の血を引いている。悪夢の影えい響きようを受けやすいかもしれない。

「別に……大だい丈じよう夫ぶ」

　と、彼女は首を横に振る。

「あと、寝てません……」

「いや、それはいいって……一応、どんな夢見たのか、教えてくれるか？」

　答えはかえってこなかった。硬い表情のまま口を結んでいる。なんとなく怒っている目だった。もう一度同じ質問をしようとした時、

「……世の中には、危険な夢があって」

　水穂の方が先に口を開いた。いきなりなんの話を始めるんだろう、と直人は戸惑った。

「うちは代々、その危険な夢から、町の人を守ってきた……って、前に言ったでしょう？」

「ん？　ああ……言ったけど」

　夢神の事件に関かかわった時、水穂にした説明だった。自分たちが具体的になにをしているのか、ほとんど明かしていない内容だった。

「お父さん……どうして死んだの？」

　直なお人とはぎょっと目を見開いた。

「お父さんも、その仕事を、してたんでしょう？　死んだのは、『危険な夢』に、なにかされたから？」

「それは……」

「『赤い目』が、お父さんを、殺したの？」

　直人はひそかに歯を食いしばった。水みず穂ほはとっくに感づいている。これだけ「赤い目」の噂うわさが町を飛び交っているのだ。孝たか臣おみが死んだ時に口にした言葉と、結びつけない方がどうかしていた。

（もうすぐ、『赤い目』は復活する）

　なにもかも打ち明けるべきかもしれない──が、直人には抵抗があった。「赤い目」について、詳しいことを知っている人間はなるべく少ない方がいい。それは直感に近いものだった。

「水穂、今その話は……」

　その時、廊下からドアの開く音が聞こえた。振り向くと棗なつめが部屋から出てくるところだった。彼女は直人の方を見ようともせずに、ふらふらと玄関へ向かう。

「ごめん、ちょっと」

　直人はダイニングを出て廊下を走った。自分の部屋の前を通りすぎる時、綾あや乃のの姿がちらりと見えた。彼女は壁かべにもたれてぼんやりと座って、例の棒つきのキャンディーを口にくわえていた。

「倉くら野の？」

　サンダルを履はこうとしている棗に声をかける。彼女の背中がぎくりと震ふるえた。

「帰るのか……？」

「……あ、うん。帰るね」

　声に力がない。明らかに様子がおかしい。直人は自分の部屋のドアと棗の背中を交互に見た。なんの話をしたのか知りたかったが、綾乃と棗のどちらに訊きけばいいのか分からない。

　不意に棗がくるりと振り返った。

「岸きし杜もりくん、あのね」

「は、はい」

「あのね……」

　しばらく二人は互いの目を見合った──と、いきなり棗の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

（え？）

「な、なんでもない。またね！」

　彼女はドアを開けて飛び出していく。直人はぽかんと口を開けたまま廊下に突っ立っていた。




　　　　　　　　　６




　窓まど際ぎわに腰かけて、棗なつめは外の景色にぼんやりと目を向けている。太陽は西に沈みかけていた。噓うそのように美しい夕暮れだったが、彼女はほとんどそれを見ていない。頭の中では昼間の綾あや乃のとの会話が何度も何度も繰り返されていた。




「帰るって、どういうこと？」

　と、棗は言った。綾乃はポケットから棒つきのキャンディーを取り出すと、ゆっくりと包装を解ほどき始めた。

「そのままの意味よ。〈王国〉に帰る日が来るの。わたしたちが『赤い目』との戦いに生き残れば、ね」

　なぜか後ろめたい気持ちだった。時々、棗は綾乃が帰った後のことを想像してしまっていた。そのせいで本当に帰ることになってしまったような。

「岸きし杜もりくんはなんて言ってるの？」

「なんだか、『本当に帰りたいのか』って何度も言ってたわ。自分が必ず帰すって言ってたのに」

[image: ]

「それは綾あや乃のの気持ちを確かめようとしてたんじゃないの？　無理に帰る必要ないんだもの」

　綾乃は派手な色のキャンディーをじっと見下ろしている。包装を解ほどいた後も口に入れようとはしなかった。

「……帰る必要ならあるわよ」

「え？」

「わたしたちの『罪』は二人で一つなの。わたしがこちら側の世界に留とどまることは簡単だけど、そうしたら直なお人との罪も許されない……直人の〈王国〉の悪夢はずっと続くの」

「で、でも、それは今まで通りのことが続くだけでしょう？　岸きし杜もりくんだってきっと……」

　直人はその「罰」を受け入れるはずだ。そのことははっきり分かる。

「どうなるかなんて分からないのよ。ひょっとすると、もっと重い『罰』を科せられるかもしれない。帰ろうとしないわたしの代わりにね」

　それから、小さな声で付け加えた。

「『赤い目』を倒せば、今の『罪』から直人は解放される。それだけの話よ」

　棗なつめは唇くちびるを嚙かんだ。綾乃が帰ることを決めたのは、直人のためだった。自分のためでも〈王国〉のためでもない──そして、彼のために「赤い目」と戦うつもりなのだ。

「わたしが前に頼んだこと、憶おぼえてる？　わたしが夢ゆめ神がみだって棗に打ち明けた時」

　もちろん忘れるはずがない。野の木ぎ幹みき央おの生んだ夢神を倒した後だった。綾乃はいつか自分が〈王国〉に帰らなくてはならない、という話をしていた。そして、自分の親しい人たちには、

「……『わたしを夢神としてではなく、久く世ぜ綾乃として憶えておいて欲しい』」

　棗はあの時の綾乃の言葉をそのまま繰り返した。

「憶えていてくれるって棗は言ったわよね。わたしが〈王国〉に帰った後も」

「そうだけど、それは……」

　できれば、こちら側の世界に居続けて欲しいとも言ったはずだ。直人もそれを望んでいると思う、と。

「……棗、あなたにはもう一つ頼みがあるの」

　綾乃はまっすぐに棗の目を見つめた。引きこまれそうな静かな瞳ひとみの奥に、隠かくすことのできない哀かなしみが漂ただよっていた。

「直人のこと、お願いね」

「えっ」

「わたしが帰った後、直人がなんでも話せる相手って、棗の他ほかにいないと思う」

　そう言って、綾乃は微笑ほほえんだ。




（綾乃、いつから気が付いてたんだろう）

　夕日を眺ながめながら、棗は心の中でつぶやいた。あれは棗が直人をどう思っているか、分かった上での「お願い」だ。

　結局、動どう揺ようのあまりなにも言えずに部屋を出てきてしまった。本当はあの場ではっきり言うべきだった。綾あや乃の一人が犠ぎ牲せいになる必要はないし、誰だれもそんなことを望んでいない。

　どうして言えなかったんだろう。

（本当は、帰って欲しがってるのかも）

　棗なつめはなんの引け目もなく直なお人とと一緒にいられる。綾乃がそうしろと言ったのだから。彼が「番ばん人にん」だということを知っている人間はほとんどいない。これからもきっと直人の役に立てる。多分、今までよりもずっと親密になるだろうし、ひょっとすると付き合えるかもしれない。綾乃さえそばにいなければ、直人は自分を選んでくれるかもしれない。

（……嫌いやだ）

　彼女はぎゅっと目を閉じた。あの二人に会うまでは、こういうずるい部分が自分にあるなんて思ってもみなかった。自分にとって二人とも大事な存在なのに、どうしてこんなことばかり考えてしまうんだろう。

　どこからか学校のチャイムが聞こえる。別に不思議ではない。もうきっと下校の時刻だから。

「えっ、学校？」

　驚おどろいて顔を上げる。そこは人ひと気けのない教室だった。そういえば、学校になど来た憶おぼえはない。ついさっきまで自分は家のベッドにいたのに。

（夢だったんだ、これ）

　彼女は窓まど際ぎわの席に一人で座っている。寸分の狂いもなく並べられた机の上に、濃い夕日が落ちていた。どこを向いてもオレンジ色に染まっている。なんとなく胸むな騒さわぎのする眺ながめだった。

　窓の外には植えこみがあり、その向こうにグラウンドが広がっている。今年使っている２─Ｅの教室ではない。多分、一年の頃ころの教室──直人と綾乃に初めて会った場所だ。

　だからこんな夢を見ているのかもしれない。ただ、どうして時間が夕方なのか、よく分からなかったが。

　ふと、棗は目を細めた。今まで気が付かなかったが、グラウンドの真ん中に誰かがうずくまっている。子供らしい小さな背中が見えた。

（……誰だろう）

　一体、あんなところでなにをしているのか。一度目に入ってしまうと気になって仕方がない。迷った末に棗は机によじのぼると、開きっぱなしの窓から芝しば生ふに飛び下りた。

　植えこみの低い柵さくを越えて、棗は引き寄せられるように歩いていった。子供の背中は少しずつ大きくなっていく。夕日が目に入ってはっきり見えないが、五、六歳の女の子のようだった。

　あたりは静まりかえっている。鳥も虫も鳴いていない。聞こえるのは棗自身のかすかな足音だけだ。ぬかるみを歩いているような湿った音だった。

　あと数歩まで近づいた時、棗は立ち止まった。

　少女のかげに誰だれかが横たわっている。小柄な大人おとなのようで、棗なつめから見えるのは二本の足だけだ。なぜか靴くつを履はいていない。チェックのソックスだけだった。

　少女はその誰かの顔をじっと覗のぞきこんでいる。

　この人たちは誰だろう、と棗は首をかしげる。一体、こんなところでなにをしているんだろう──。

「……棗」

　どこかから声が聞こえてくる。喋しやべっているのは目の前にいる人たちではない。他ほかの誰かだった。

「起きてちょうだい、棗」

　棗は目を開けた。ベッドの中にいる彼女を、母の侑ゆう子こが揺ゆさぶっている。

「……どうしたの？」

　時計を見ると午前三時だった。まだ夜も明けていない。

「今、家政婦さんから電話があったんだけど、おじいさまが倒れたそうなの。今から病院に行こうと思うんだけど、棗も来てくれる？」

　おじいさま、というのは侑子から見て、という意味だ。棗にとっては曾そう祖そ父ふに当たる。この町に住む元資産家だ。もうかなりの高齢で、最近はほとんど家で過ごしている。しばらくは棗も会っていなかった。

「分かった。わたしも行く」

　そう言って、棗は体を起こした。




　それからすぐに侑子と棗は車に乗って出発した。父は出張中で家にいない。病院に向かっているのは二人だけだった。

「ずいぶん、遠くの病院だね」

　カーナビの画面を見ながら棗は言った。二人の乗った車は飯いい見み町ちようを出て、人ひと気けのない国道を走っている。曾祖父の運ばれた病院まではまだかなり距離があるらしい。

「他の病院がいっぱいだったんじゃないかしら」

　ステアリングを握りながら、落ち着いた声で侑子は言った。

「……とにかく、命に別状はないって話よ」

　ひょっとすると、病院に行っても他の親しん戚せきはいないかもしれない。親族の中ではあまり好かれていない人だ。時々、棗も顔を合わせる機会はあったが、ほとんど話した記き憶おくがない。いつも黙っていて怖い印象しかなかった。

　他の親戚と違って、母はよく曾祖父を訪ねている。話すとそんなに怖い人じゃないわよ、と棗に言ったことがある。誰とでも仲良くやっていくコツをつかんでいるように見えた。

　母ほどではないけれど、棗もそういう性格を受け継いでいるらしい。顔立ちも、体つきもよく似ている。母を見ていると、自分もきっとこんな大人おとなになるんだろうと思うことがある。

「さっき、どんな夢、見てたの？」

　前を向いたまま侑ゆう子こが言った。

「……どうして？」

「なんだか、あまりいい夢じゃなさそうだったから。ちょっと気になったの」

「そうでもなかったけど」

　夕方の学校にいる夢だった。学校のグラウンドに誰だれかが横たわっていて、そのそばにうずくまっている少女を見ただけだ。いいとも悪いとも思わない。なんとなく気がかりな夢ではあったけれど。




　結局、到着するまで三十分以上もかかった。そこは郊外にぽつんと建っている大きな病院で、夜明け前なのに建物のあちこちに明かりが点ともっている。侑子の後について夜間入口から中に入る。受付にいた若い職員は、外科病棟に行くように告げた。

「……病気で倒れたんじゃなかった？」

　エレベーターの中で、棗なつめは母に尋たずねた。

「ええ、そう聞いてるけど」

「どうして外科病棟にいるのかな。怪け我がしたんじゃないのに」

「そういえば、そうね……行けば分かるんじゃないかしら」

　エレベーターの扉とびらが開く。ロビーにもナースステーションにも人の姿はない。ただ、どこか遠くからかすかにざわざわと声が聞こえる。別の階に大勢の人が集まっているようだった。

「なんの声かしら」

　と、侑子が言った。

「さあ……」

　二人が首をかしげていると、若いナースが廊下から現れて、目の前を通りすぎようとする。侑子が慌あわてて呼び止めて、どこの病室に曾そう祖そ父ふがいるかを尋ねた。

「あ、はい……こちらへどうぞ」

　ナースは前に立って歩き出した。なんとなく背中から疲れがにじんでいる気がした。

「お二人も飯いい見み町ちようからいらしたんですか？」

　振り向きもせずにナースは言った。

「ええ、そうですけど」

　侑子が答える。

「……詳しいことについては担当医から話がありますので、病室でお待ちいただけますか」

「あの、祖父の容態はどうなんですか？」

「今は安定してらっしゃいます」

　妙に素っ気ない声でナースは言い、唐とう突とつに廊下の途中で立ち止まる。

「こちらです」

　ドアを開けて中へ入るよう促うながした。集中治療室ではなく、ごく普通の一人用の病室だった。ベッドのそばの小さなライトが点ついていて、誰だれかが横たわっているのがぼんやりと見える。

「付き添いの方がすぐに戻られると思いますので」

　多分、母に電話をしてきた家政婦のことだろう。ナースは病室に入りもせずに、くるりと向きを変えて去っていった。

「あ、あの……」

　侑ゆう子この呼びかけに振り向きもしなかった。よほど急いでいるらしく、すぐに角を曲がって姿が見えなくなった。

（……なんだろう、この病院）

　棗なつめは胸むな騒さわぎがした。侑子も同じことを感じているようだった。




　しばらくぶりに見る曾そう祖そ父ふはよく眠っていた。皺しわの刻まれた顔や白いひげは記き憶おくの通りだったが、以前よりも少し瘦やせて、体も小さくなった気がする。

　安定している、というナースの言葉どおり、呼吸は穏おだやかだった。点滴すら受けておらず、怪け我がをしている様子もない。こうして見ている限りでは、入院しなければならないほどのことが起こったようには見えなかった。

「あらあらあら、侑子お嬢さま！」

　甲かん高だかい声が静かな病室に響ひびき渡った。振り向くともう老女と言っていい年齢の、メガネをかけた小太りの女性が入ってくる。長年、曾祖父に仕えている家政婦だった。彼女はちょこちょこと駆け寄ってきて、棗の両手をぎゅっと握りしめる。

「こんな時間にこんな遠いところまで来ていただいてありがとうございます、侑子お嬢さま。他ほかの親しん戚せきの方たちはまだ一人もお見えになってないんですよ。わたくしさっきから色々な方にお電話を……」

「あの、すみません」

　棗はおずおずと言った。

「わたし、棗です。侑子じゃなくて」

　老女はぎゅっとメガネの奥の目を細めた。

「あらあらあら、ごめんなさいね。そっくりだったから！　侑子お嬢さまはこちらね。こんな時間に遠いところまで来ていただいて……」

　今度は隣にいた母の手を握って、まったく同じ言葉を繰り返す。曾祖父とは別の意味で、この人も少し変わっている。いつも元気だがあまり人の話を聞かなかった。

「それで、おじいさまの容態はどうなんですか？」

　ひとしきり話を聞かされた後で、母はやっと口を開いた。

「それがですねえ、夜中にわたくしお手洗いに行ったんですよ。その帰りにちょっと廊下の奥を見てみたら、旦だん那なさまのお部屋から明かりが洩もれてたんです。いつもは消し忘れなんてだらしのないことを絶対になさらないでしょう？　勝手にドアを開けると叱しかられるのは分かってたんですけど、わたくしそっと部屋を覗のぞいてみたんです。そうしたら、椅い子すに座ったまんま居眠りをしてらして……」

　立て板に水で家政婦の話は続く。ふと、棗なつめはベッドに眠っている曾そう祖そ父ふの足元に目を留めた。毛布がめくれてしまっている。

　それを直そうとした棗の手がぎくりと止まった。

「……それでですね、なんだか様子がおかしいでしょう。わたくし怖くなって救急車を呼んだんですよ。てっきり町の病院に行くもんだと思ってたら、こんな遠くの病院に行くしかないって言い出すじゃありませんか。わたくし、本当に腹が立って腹が立って……」

　老人はチェックのソックスをはいている。さっき見た夢の中で、倒れていた人物がはいていたものと同じだった。

（どういう、こと？）

　棗の体が震ふるえ始めた。

「よくよく聞いたら、旦那さまみたいに眠ったきり目を覚まさない人が、昨日きのうの夕方あたりから大勢病院に運ばれてるって言うんですよ。それで病院がどこもいっぱいだそうなんです。ここだって内科の病棟はもうベッドに空きがなくなってる、大変なことになってるって言うのを、無理を言ってやっと外科の病棟に入れてもらって……」

　棗は病室を飛び出した。さっきからずっと聞こえ続けている、ざわめきの方に向かって走っていく。

（あれは夢ゆめ神がみだったんだ）

　あの少女が曾祖父の魂たましいを食ってしまったのだ。彼女はロビーまで駆け戻ると、エレベーターの隣にある階段を駆け上がる。横目で見た案内板には、この上の階が内科病棟だと記されていた。棗は外科病棟とまったく同じつくりのロビーに着いた。

「あっ……」

　凍りついたように動けなくなった。内科病棟のロビーには患者を運ぶ時に使うストレッチャーがいくつも並べられている。それらの上では大人おとなも子供も男も女も、死んだように眠りに落ちていた。患者の家族らしき人々や、動き回っている医師やナースでロビーはごった返していた。

　この病院だけではない。ここにいる何倍、ひょっとすると何十倍もの飯いい見み町ちようの住民たちが、夢神に魂を食われて眠りに落ちている。

　いや、ただの夢神ではない。

「……『赤い目』」

　こんなことができる夢ゆめ神がみが他ほかにいるとは思えない。

　あんな風に人間の悪夢の中にいるとは思ってもいなかった。「赤い目」は綾あや乃のと同じように〈王国〉から来た夢神で、誰だれかの夢から生み出されたわけではない。「赤い目」は現実の世界のどこかを漂ただよっているものだと思いこんでいた。ただ肉体が四散して、どこにいるのか分からないだけだと。

　それが、一体どうして──。

（バラバラになる前の状態に戻れるとは思えないわ）

　綾乃の言葉が頭に蘇よみがえる。

　突然、棗なつめの頭の中ですべての事柄が一つの結論に収まった。

　一度、バラバラになった体を復活させることはできない──だとしたら、誰かにもう一度夢神として生み出してもらえばいい。それも、昔よりもさらに強い肉体を。

　それが、「赤い目」の計画だったのだ。




　　　　　　　　　７




「……深夜未明から病院に運びこまれた人々はすでに百人を超え、さらに増える見通しです。政府は早朝緊きん急きゆう対策会議を開き、伝染病や化学物質中毒の可能性もあると見て、この地域への立ち入りの制限を……」




　リビングのテレビには患者の溢あふれている病院のロビーが映し出されている。夜が明けてからずっとこのニュースばかりだった。「意識不明」の状態に陥おちいっているのはほぼこの町の人間に限られている。伝染病のおそれがあるので、住民は家からできるだけ出ないように、という注意も流れていた。

　直なお人とは綾乃とリビングで向かい合っている。朝早くに棗から連絡を受けて、ずっと動向を見守っていた。正まさ宗むねの携帯には何度もかけているが、まったく繫つながらない。まだ眠っているのかもしれない。

「……なんで気が付かなかったんだろう」

　と、直人はつぶやいた。声を低くしているのは、隣のキッチンに水みず穂ほがいるからだ。妹はいつものように起きて朝食を作っている。この事件についてはなにも言っていなかった。

「これだけ沢たく山さんの人たちが同じ夢を見てたのに」

「『赤い目』は人間の記き憶おくを操れるのよ。悪夢を見ていることすら、忘れてしまう人が多かったんじゃないかしら。それに、これだけ町の中で色々な噂うわさが飛び交ってるでしょう？　分からなくても無理ないわよ」

　綾あや乃のは静かに言った。しかし、一番の原因は直なお人とが他人の悪夢に入りこめなかったせいだと思う。昨日きのうの夜も直人は〈王国〉の悪夢を見ていた。直人に他ほかの悪夢を見せないことも、「赤い目」の企たくらみに含まれていたのかもしれない。

（……もっとなんかできなかったのか）

　直人は後こう悔かいしていた。自分がそういう状態にあることは分かっていたのに、危機感が足りなかった気がする。

「ん？」

　いきなり、目の前に棒つきキャンディーが差し出された──マーブルチョコ味。

「美味おいしいものを食べると落ち着くわよ」

　一応、励はげましているつもりらしい。直人は黙ってそれを受け取った。あまり好きな食べ物ではないのだが。

「今は『赤い目』を倒すことを第一に考えましょう」

　と、綾乃は言った。

「まだ、あの夢ゆめ神がみはこちら側の世界に出てきていないわ。それがどういうことなのか分かるでしょう？」

「……肉体が完全にできてないってことか」

　しばらく考えてから、直人は言った。

「ええ。だから、復活する前に叩たたきましょう。この悪夢を最初に見た『親』を見つけて、『あらずの扉とびら』から悪夢の中に入って戦うの」

「でも、そんな簡単にいかないだろ。どれぐらいの人間がこの悪夢を見てるかも分からないんだぞ？」

「悪夢を見ている人たちを捜して訊きいていけば、どういう繫つながりでこの悪夢に『感染』していったか、辿たどれるかもしれない……他にわたしたちができることってある？」

「……そうだな」

　直人はうなずいた。できないことを並べていても仕方がなかった。

「問題が一つあるわ」

　綾乃は人差し指を立てた。

「わたしたちが棗なつめ以外にこの悪夢を見た人を知らないことよ」

　詳しい話を聞こうにも、棗は今病院にいる。この騒さわぎが伝染病の可能性があると思われているせいで、医師の診察を受けなければならなくなったらしい。

（他の誰だれかを捜さなきゃいけないってことか）

　しかし、どういう人々の間で悪夢が広まったのかも分かっていない。棗以外の知り合いで悪夢を見ている人間も知らなかった。そう簡単に見つかるとも思えない──。

（あ……）

　直なお人との顔から血の気が引いていく。

　テーブルに顔を伏せている妹の姿が脳裏に蘇よみがえる。水みず穂ほは夢を見ていたようだった。あの時、前まえ触ぶれもなく「赤い目」の話を始めたのはどうしてだろう。ひょっとすると、それを連想させるような夢を見ていたのかもしれない。

「変な夢なら、わたし見ました」

　直人と綾あや乃のは振り向いた。キッチンにいたはずの水穂が、いつのまにか後ろに立って話を聞いていた。

「話してもいいです……でも、『赤い目』のことを、ちゃんと教えて」




　父が死んだのは自分のせいかもしれない、と水穂はひそかに思ってきた。ほんの何分か席を外していた間に、父の容態は一変してしまったからだ。兄を初めとするほぼ全員が、水穂のせいではないと繰り返し説明してくれた。

　一応はそれで納なつ得とくしたのだが、心の奥には別の疑問が残った。

（それじゃ、どうしてお父さんは死んだんだろう）

　父が息を引き取る前に口にしたあの奇妙な言葉──「赤い目」。父の死に関係しているような気がしてならなかった。もちろん、なにを示す言葉なのかは見当もつかなかった。「赤い目」の噂うわさがこの町に知れ渡るまでは。

　直人たちが人々の夢から生まれたなにかと戦っていることはおぼろげながら分かっていた。詳しく話せない事情があるのだろう、と理解しようと努めてきた。しかし、父の死に関係しているなら話は別だ。それだけは自分にも知る資格がある。ずっとそのことで悩んできたのだから。

　今、水穂はリビングに座って直人から「赤い目」について話を聞いている。父の死だけではなく、この町で起こった夢ゆめ神がみの事件──クラスメイトだった野の木ぎ幹みき央おの事件も含めて、すべて「赤い目」が関かかわっていたこと、そして「赤い目」が今まさに復活しようとしていること。

「……話は、分かりました。なんとなく」

　水穂は深くうなずいてから、メガネの奥の目をかっと見開いた。彼女の目の前には直人と綾乃が並んで座っている。

「どうして、わたしに、黙ってたんですか？」

　気詰まりな沈黙の後で、直人は口を開いた。

「いや……そう簡単に話せるようなことじゃないだろ。それに、俺おれたちだって『赤い目』のせいらしいってこと以外は知らなかったんだ。今だって、親父おやじが死んだ時になにが起こったのかはっきり分かってないし」

　事情は分からないでもない──が、怒りは収まらなかった。この一年間、自分が一人で鬱うつ々うつとしていたのはなんだったのか。まだ文句が言い足りなかった。

「わたしに黙っていようと、言い出したのは、どっちですか？」

　と、水みず穂ほは言った。

「あ、わたしよそれ」

　綾あや乃のが軽く手を挙げた。

「待て。それはお前のせいってわけじゃ……」

　直なお人とが止めようとしたが、彼女は平然と話を続けた。

「でもそうでしょう？　夢ゆめ神がみのことはなるべく他ほかの人に黙っていようって言ったのはわたしだし、直人よりも先に『赤い目』のことを知ってたのもわたしだし……それがどうかしたの？」

「な…………」

　一いつ瞬しゆん、水穂は絶句して、

「あなたは、一体、なんなんですか？」

　と、震ふるえる声で言った。怒りというより、疑問から出た言葉だった。さっきの直人の説明には、綾乃がどうして「番ばん人にん」の役目に関かかわっているのかまったく出てこなかった。

　この人は一体何者なんだろう。

「わたしは、久く世ぜ綾乃よ」

　しばし考えてから、綾乃は答えた。小こ馬ば鹿かにされたようで思わずかっとした。

「そんなこと、分かりきってます！　他に名前でも、あるっていうんですか！」

　そう叫んだ途と端たん、なぜか直人と綾乃の顔色が変わった。

　微妙な沈黙に水穂の方が戸惑った。

「あ、あの……？」

「……昨日きのうの夢のことを話してくれるか？」

　直人が静かな声で割って入った。

「こっちは『赤い目』については話した。悪いけど、今は急がないと時間がない……お前の安全のためでもあるんだ」




　水穂はどこかの建物の屋上から夕日を眺ながめている。眼下にグラウンドがあるところを見ると、どこかの学校らしかった。赤い光に照らされた世界は、否いや応おうなしに父が死んだ時に病院で見た光景を思い出させる。

「……赤い目」

　水穂はつぶやいた。その途端、どこかから人の声が聞こえたような気がした。まるで、自分のつぶやきに誰だれかが反応したような。水穂は逆光に目を細めながら、グラウンドを見下ろした。

　その中心に小さな人影が見えた。どうやら子供が自分の方を見上げているらしい。それが誰なのかを見極めようとした時──。




「……目が覚めました」

　と、水みず穂ほは言った。直なお人とは綾あや乃のと顔を見合わせた。間違いなく、棗なつめの見た悪夢と同じものだ。

「夢の中に、他ほかの人は出てこなかったか？」

　つい厳しい口調になるのを抑えられなかった。なにしろ妹の命がかかっているのだ。

「ううん……他には誰だれも」

「じゃあ、最近誰かと夢の話をしなかったか？　その女の子が出てくる夢とか」

　少し間を置いてから、水穂は口を開いた。

「あの……クゼーおばさんが、この前、そういう話を……」

「え……」

　直人の背筋が冷たくなった。棗、水穂、虹にじ子こ──自分たちの親しい人々が根こそぎ悪夢に「感染」している。

　もう一刻の猶ゆう予よもない。「赤い目」を倒さなければ、彼女たちの魂たましいまで食われてしまう。

「行きましょう、直人」

　綾乃は青ざめた顔で立ち上がり、玄関に向かって走っていった。すぐにでも久く世ぜ家へ行くつもりなのだろう。

「あ、おい！」

　直人も立ち上がりかけて、妹の方に向き直った。

「俺おれたちが戻ってくるまで絶対に眠っちゃ駄だ目めだ。ひょっとすると、何日かかかるかもしれないけど……頑張れるか？」

　水穂がうなずくのを見届けてから、急いで綾乃の後を追った。




　　　　　　　　　８




　虹子に「赤い目」のことを話したのは綾乃で、直人はただ隣で聞いているだけだった。もちろん、彼女は自分の正体や、〈王国〉の王に科せられた「罰」の話はしなかった──「赤い目」を倒すことができたら、自分が〈王国〉に帰ることも。

　直人が水穂にした説明とほとんど同じだった。

　三人が向かい合っているのは、久世家の居間にある古い応接セットだった。虹子はいつものようにオレンジ色のワンピースにサングラスという目の痛くなるようないでたちで、ソファに腰を下ろしている──ただ、右足のギプスが異彩を放っていた。

　綾乃の話が終わってからも、しばらく虹子は空中を見ながら静止していたが、

「……なるほどねえ」

　やがてため息をつきながら言った。

「つまり、こういうことかい。あんたたちは『赤い目』の悪夢を生み出した人間を捜してる。で、あたしが誰だれとどういう話をして、その悪夢に『感染』したのかを知りたい……と」

　直なお人とたちはうなずいた。急にこんな話をして信じてもらえるかと思っていたが、その心配はなかったらしい。虹にじ子こもこの前の商店街の爆発に巻きこまれている。なにが起こっているのか、薄々感づいていたのかもしれない。

　虹子は深々とソファに背中を預けて腕組みをした。

「あたしがその夕暮れの夢を見る前に話した相手っていうと、商店街の組合長ぐらいかね。ほら、スーパーながたのオーナー」

　その人物なら直人たちも知っている。買い物に行くと挨あい拶さつぐらいはしていた。オーナーの息子むすこが直人たちのクラスメイトだったからだ。

「あたしが店を閉めたままだから、心配して電話をくれたんだけどね……ただ、別に夢の話をした憶おぼえはないんだ。怪け我がの具合を訊きかれて、ちょっと世間話をしたぐらいかね」

「他ほかに話した人は誰かいないの？」

　と、綾あや乃のが尋たずねる。

「いや、あとはあんたたちぐらいだよ。このとおりの怪我だし、外に出ることなんてほとんどないからさ」

　今のところ考えられる「感染」の経路はそれだけのようだった。とにかく、そのオーナーに会って話を聞いてみるしかない。

「とにかく、母さんはしばらく眠らないでいて。『赤い目』にいつ魂たましいを奪われるか分からないから……それだけは絶対に気をつけて」

　綾乃が直人に目め配くばせをして立ち上がろうとした時、

「ちょっとお待ち」

　と、虹子は真剣な面持ちで言った。

「あたしになにかできることはないのかい？」

「えっ？」

　驚おどろく直人たちに向かって、虹子は言葉を続ける。

「この際、危険はみんな一緒だ。『赤い目』とやらが復活しちまったら、どうせあたしたちだって無事じゃいられないんだろう。あんたの手助けをしたってバチは当たらないんじゃないのかい？」

　彼女は動かない足に苦労しながら、綾乃の方に身を乗り出した。

「あんたはあたしの娘なんだよ、綾乃。あたしだってたまには親らしいことをしたいんだ」

　なぜか直人は〈王国〉の王を思い浮かべていた。虹子と綾乃は血が繫つながっていない。しかし、直人にはここにいる虹子の方がずっと親らしく見えた。

（……どうして帰らなきゃいけないんだ）

　そう思わずにはいられなかった。

「……悪いけど、母さんにできることはないわ」

　綾あや乃のは直なお人とを促うながして立ち上がる。

「それに、母さんを危険な目に遭あわせたくないの」

　虹にじ子この気持ちは分かるが、直人も綾乃と同じ考えだった。夢ゆめ神がみと戦う力のない人々を、これ以上巻きこみたくはない。二人が居間を出ようとした時、ソファから虹子の声が聞こえてきた。

「あたしも同じことを考えてるんだよ、綾乃。娘に危険なことはさせたくないってね……それは分かってるかい？」

　背中をかすかに震ふるわせただけで、綾乃は返事をしようとしない。やがて、虹子はため息まじりに言った。

「ちゃんと帰ってくるんだろうね？」

「……もちろんよ、母さん」

　と、綾乃は低い声で言った。




　虹子はソファに座ったまま、ドアの閉まる音を聞いた。その後は耳を澄ませてもなにも聞こえなかった。綾乃たちは行ってしまったのだろう。

（あの子はうちへ来た時から、あたしの手助けが欲しいと言ったことはなかった）

　どんなに遠くへ遊びに行っても、迎えに行く前にちゃんと帰ってくる。寂しくもあったが頼もしくもあった。虹にじ子こはただ悠ゆう然ぜんと構えていればよかった──しかし、今度もそうとは限らない。
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　今、綾あや乃のたちは追いつめられている。悪夢の感染経路を辿たどっていくことは容易ではないはずだ。綾乃自身が「赤い目」は人間の記き憶おくを操作できると言っていた。もし悪夢を見た人間がそのことすら忘れていたら、それ以上調べるのは至難の業わざだ。

　どんな小さな手がかりでも欲しいのが本音だろう。

「母さんにできることはない、なんて言ってくれたもんだね」

　虹子はぐっと力をこめて立ち上がり、不器用に松まつ葉ば杖づえを使って廊下へ向かう。確かに自分はただの人間だ。今はまともに歩くことすらできない。それでも、なにかできることがあるはずだと信じていた。

（眠っちまえば、あの夢に入れるんだ）

　悪夢の中にあるものを観察すれば、それを生んだ「親」に繫つながる手がかりが得られるかもしれない。やってみるだけの価値はあるはずだ。

　もちろん、危険な賭かけだ。悪夢の中で「赤い目」に食われたら元も子もない。

　できるだけの準備を整えておく必要がある。

　廊下に出た虹子は、電話の前で立ち止まった。受話器を上げて、登録してある番号にかけた。




　直なお人とは綾乃のクロスバイクを漕こいで、商店街へ向かう道を走っている。彼の自転車は少し前に盗まれてしまっていた。後ろの荷台には綾乃が乗っている。

「……いい天気だな」

　思わずつぶやいてしまった。なんの変へん哲てつもない夏の一日だった。晴れ渡った空を眺ながめていると、自分たちの直面している危機が噓うそのように思えてくる。

　噓だったら、どんなにいいだろう。

　ポケットの中で鳴り始めた携帯が、直人を現実に引き戻した。クロスバイクを停とめて携帯の画面を見ると、かけてきたのは正まさ宗むねだった。

『よう、「番ばん人にん」』

　通話ボタンを押した途と端たん、妙に明るい声が聞こえてきた。

「お前、なにやってたんだよ今まで！」

　今まで何度も携帯にかけたし、メールも送ったのになにも反応がなかった。

『なにってそりゃお前……』

　携帯の向こうでぐっと口を塞ふさぐ気配がした。どうも様子がおかしかった。

「……今、お前どこにいるんだ？」

『ん？　今、うち出るとこだ』

　うち、といっても焼け跡に建てたプレハブだ。正宗の家は二週間前のツグミの事件で全焼してしまっている。それでも、彼は頑がんとして自分の生まれ育った場所から離れようとしなかった。

「そうか。俺おれたち、商店街に向かってるところなんだけど、お前も……」

『あ、悪わりぃ。ちょっと俺、別行動取らせてもらうわ』

「はあ？」

　直なお人とは自分の耳を疑った。

『ちょっと心当たりがあってよ、俺なりに』

「心当たりってなん……」

『お前、綾あや乃のを〈王国〉に帰したくねーんだよな？　……愛してっから』

「ばっ……おま……」

　いきなりなにを言い出すんだこいつは。ぎょっとして綾乃の方を振り返ってしまった。会話は聞こえていないらしい。目を細めて直人を見上げているだけだ。

「……か、帰したくないのは、まあ、そうだけど……別に……あ、あ……」

　ぼそぼそと小声で言った。背中に変な汗をかいている。

『だったら、俺のやることは放ほっとけ。俺が奴やつをぶっ殺せば、綾乃は帰らねーで済むんだろ。お前が殺したことにはならねーんだから』

　直人ははっとした。昨日きのう、正まさ宗むねが岸きし杜もり家のマンションを出る時、そういう会話を交わした気がする。正宗がなにを言おうとしていたのかようやく分かった。もし「赤い目」を殺すのが直人ではなく正宗だったら、直人たちの「罰」は解かれないかもしれない、そういう話だったのだ。

「……ってことはお前、誰だれが悪夢の『親』なのか分かってるのか？」

『心当たりがあるって言ったろ……とにかく、俺はツグミ姉ねえの仇あだを討つ！　じゃーな』

　ぶつっと通話は切れた。直人は呆ぼう然ぜんと携帯を見つめた。

「今のなんだったの？　正宗でしょう？」

　と、綾乃は言った。




「愛してっから」以外の正宗との会話を説明しているうちに、直人たちは商店街に到着した。外出を控えているのか、人通りは少なかった。その代わりに警官の姿をしょっちゅう見かける。これだけの騒さわぎが起こっているのだ。警戒態勢に入っているのだろう。

「……心当たりってなんだろうな」

　そう言いながら、直人はスーパーながたの駐輪場にクロスバイクを停とめた。

「正宗はわたしたちよりも多く『赤い目』と接せつ触しよくしているわ。あいつの気配には敏びん感かんかもしれない。わたしたちが感づいていないことに感づいてもおかしくはないわ……でも、わたしが気になってるのは少し別のことよ」

　直人は綾乃の方に戻っていった。彼女は駐輪場の柵さくにもたれて待っている。

「別のことって？」

「そういう心当たりがあるなら、どうして今までなにもしなかったんだと思う？　真っ先にツグミの仇あだを討ちに行きそうでしょう？」

「そう、だよな」

　と、直なお人とは首をかしげる。

「でも、『心当たり』は本当にありそうだったけど」

　そんな噓うそをつく理由はないし、そもそも正まさ宗むねは噓をつけない性格だ。

「それが気になるのよ。この騒さわぎが起こって、わたしたちからの連絡を受けて、心当たりができたということでしょう？　一体どういうことなのか……」

　結局、綾あや乃のにもよく分からないらしい。本当に正宗はおかしな奴やつだと思う。性格が分かりやすいのに行動が読めない。変に勘かんが鋭いところもある。

　直人はちらちらと綾乃の顔を窺うかがう。さっき正宗が言った「愛してっから」がまだ気になっていた。そういうつもりで綾乃が帰ることに反対しているのではない。綾乃が本音を言わないからだ。自分がどうして欲しいかは関係がない、と思う。多分──いや、どうなんだろう。

「……どうしたの、直人。さっきから変な汗かいて」

「いや、なんでもない」

　慌あわててもやもやした感情を振り払った。




　二人は駐輪場を出てスーパーながたの入り口に近づいていった。商店街の大通りは閑かん散さんとしているのに、スーパーの中には買い物客で溢あふれていた。きっと食料の買いだめに来ているのだろう。エプロンをかけた店員たちが忙しそうに動き回っている。

「大変そうだな……」

　と、直人は言った。オーナーに会えたとしても、こっちの話を聞いてくれるのかどうか。

「なに言ってるのよ。わたしたちの方が大変なんだから……行くわよ」

　綾乃が自動ドアから中に入ろうとした時、中から出てきた体格のいい店員と鉢はち合わせになった。

「あ……すいません」

　店員は元気のない声で謝ると、そのまま通りすぎようとする──。

「おい、永なが田た」

　と、直人は声をかけた。「スーパーながた」のロゴ入りのエプロンに似合わない色黒の肌はだと筋肉質の長身。ここのオーナーの息子むすこで、同じクラスの永田だった。多分、人手不足で店を手伝わされているのだろう。

「……岸きし杜もりと、久く世ぜさんか……」

　頼りない声で永田は言った。いつもは大きな声でよく喋しやべる奴なのだが、今日きようは疲れきっているようだった。なんとなく永なが田たの抜け殻がらを見ているようだった。

「お前のお父さん、中にいるか？」

「……さっき、冷凍食品売り場にいたけど」

「そっか。悪いな、忙しいとこ」

「いや……別に……」

　直なお人とはそのまま自動ドアをくぐろうとした──が、綾あや乃のは立ち止まっている。

「永田くん、一つ訊ききたいんだけど」

　と、彼女は言った。

「あなた、最近変わった夢を見てない？」

　一いつ瞬しゆん、永田は顔を強こわ張ばらせたかと思うと、そのまま力が抜けたように歩道にうずくまってしまった。直人たちは慌あわてて丸まった大きな背中に駆け寄った。

「おい！　どうしたんだよ」

「お前らも見てるのか？　あの夢……」

　永田はうつむいたまま言う。

「……うちの学校のグラウンドに、小さな女の子がいる夢」

　直人たちは顔を見合わせた──「赤い目」の悪夢だ。

「わたしたちは、見てないわ」

「そっかー、よかったー」

　彼は心底ほっとしたように顔を上げる。直人は不吉な予感に襲おそわれた。

「お前は見てるのか？」

「見てるんだよ！　一昨日おとといぐらいから。うちの家族もみんな同じ夢見てるんだ！」

　つまり、スーパーのオーナーも見ているということだった。これで虹にじ子こが誰だれから「感染」したのかは分かった。問題はそこから先だった。

「前にも俺おれら似たような目に遭あってるだろ？　ほら、『ヨミジさん』が出てくる夢」

　と、永田は言った。

「ん……ああ」

　直人は曖あい昧まいにうなずいた。「ヨミジ」の事件の時には、直人たちのクラス全員が悪夢に引きずりこまれているが、その時永田は夢ゆめ神がみに魂たましいを食われている。直人がモーフィアスを使って魂を解放しなかったら、未いまだに眠り続けているかもしれない。

「俺、不安になっちまってよ。だから会った人みんなに訊いて回ってたんだ。あの女の子の夢を見てんのかどうかって……」

　思わずごくりと唾つばを吞のみこんだ。不吉な予感がますます大きくなってきた。

「どうだったんだ、それで」

「いやー、お前らが初めてだよ。あの夢見てねえって言ったの！」

　と、永なが田たは笑顔で言った。

「今まで訊きいた人たちは、昨日きのうぐらいからみんな見てるってよ。うちの店のお客さんとか、この商店街の人とか、俺おれらの学校の奴やつとか、手当たり次第に訊いたんだけど、とにかく全員なんだわ。なんつーか、町に住んでる人間がみんな同じ夢を見てんじゃねえかって感じで……」

　直なお人とと綾あや乃のは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。もうほとんど永田の説明も耳に入っていなかった。

　この悪夢に「感染」した人間を捜そうなど馬ば鹿かげた話だった。捜すまでもなかったのだから。水みず穂ほや棗なつめや虹にじ子こがたまたま「感染者」に含まれていたのではない。「感染」していないのはもう自分たちだけなのだ。

　むろん「感染」した経路など辿たどりようがない。この町の人間の大半が「赤い目」の悪夢に引きずりこまれている。何万もの人間の魂たましいを、あの夢ゆめ神がみはいつでも「餌えさ」にできるのだ。













　　　第二章　来たる時







　　　　　　　　　１




　診察室を出た棗は、人と人の間をすり抜けながら廊下を歩いていった。少し頭がぼんやりしているのは寝不足のせいだろう。もちろん、少しでも眠ってしまうわけにはいかない。また、「赤い目」の悪夢に引きずりこまれてしまう。

　もう時刻は正午に近い。色々と検査をされて、健康だと結果が出るまでずいぶん時間がかかってしまった。母の侑ゆう子こはもう検査を終えて待っているはずだ。

（……帰らなきゃ）

　帰ったところでただの人間の自分になにができるのかは分からない。それでも、少しでも直人たちの役に立ちたかった。

　棗は総合受付のある吹き抜けのホールに出た。診察や処方薬を待つ外来の患者たちでいっぱいになっている。人ひと混ごみをかき分けるようにして、母の姿を捜した。

　広いホールをほとんど一周してしまったところで、

「棗なつめ、ここよ、ここ」

　誰だれかの頭と頭の間からにゅっと手が伸びてきた。壁かべ際ぎわにあるベンチに、母の侑ゆう子こがちょこんと座っていた。

「……お互い体が小さいから、なかなか見つからないわね」

　ふふふ、と侑子は笑った。こういう場所で母と待ち合わせをするといつも困る。どちらも人ひと混ごみに紛まぎれてしまうのだ。

「棗、検査どうだった？」

「健康みたい」

　と、棗は答えた。

「わたしも健康よ……とりあえず、帰ってもいいそうだけど」

　棗は侑子が立ち上がるのを待ったが、逆にベンチに座るよう促うながされた。

「あのね、お母さん。わたし、早く町に……」

「お母さん寝不足だから、眠気覚ましに少しお喋しやべりしたいの。でないと、途中で事故を起こしちゃいそうだから」

　言われてみると侑子の目は充血している。まぶたも少し腫はれぼったい。多分、あの家政婦から電話が来る前はほとんど寝ていなかったのだろう。

　仕方なく母の隣に腰を下ろした。

　お喋りをしたいと言ったわりに、侑子はなかなか口を開かなかった。自分から話をした方がいいのかもしれない。棗がそう思い始めた時、突然母が言った。

「……棗、悩みごとがあるんじゃない？」

　驚おどろいて母の横顔を見る。隣にいる人の目線の高さが同じ、というのは不思議な感覚だった。母と一緒の時でないとなかなか味わえない。

「棗はお母さんによく似てるから、すぐにそういうことが分かっちゃうの。夏休みに入る少し前から様子がおかしいって思ってたけど、最近は特にそのことを考えてばかりでしょう？　夜寝ている時もなんだか苦しそうだし」

　そして、少し間を置いて付け加えた。

「多分、男の子のことよね」

　棗の頰ほおがかっと熱くなった。

「良かったら、話してみて」

　そう言われても、どういう風に話していいのか分からなかった。今までこういう相談をしたことはない。なにしろ人間関係のトラブルに遭そう遇ぐうしたのはこれが初めてだった。誰とでもそれなりにうまく付き合ってきたけれど、自分から仲良くなりたいと思ったのは綾あや乃のと直なお人とだけだった。

「……わたし、ずるい人間みたい」

　と、棗なつめは言った。

「わたしの友達の女の子が……色々あって、遠くへ行ってしまうかもしれないの。その子は全然行きたくないんだけど、もし行かないと自分の仲のいい男の子が辛つらい目に遭あってしまう。だから、我慢して行こうとしていて……」

　子供のような拙つたない説明に恥ずかしくなった。それでも、侑ゆう子こは黙って続きを待っている。呆あきれても笑っても驚おどろいてもいない。棗は少しだけほっとした。

「もちろん、男の子もそんなことを全然望んでなくて、わたしもそれを知ってるんだけど……どうしてもはっきりそう言えないの。どうしてかというと、わたしはその男の子が」

　口ごもった瞬しゆん間かん、今まで目にしてきた直なお人との姿が次々と頭をよぎった。去年の夏、初めて図書準備室で話した時、「ヨミジ」から自分を助け出してくれた時、この前二人乗りでプールに遊びに行った時──。

「……わたしはその男の子が好きで、友達の女の子がいなくなれば、その男の子と付き合えるかもしれないってどこかで思ってて……だから、友達の女の子がいなくなるのを、なにも言わないでじっと待ってしまってるの」

　それで話は終わりだった。どうでもいいことまで説明しすぎたような気もするし、まるで説明が足りなかったような気もする。

「……一つ訊ききたいんだけど」

　と、侑子は言った。棗は体を硬くして身構える。

「棗のどこがずるい人間なのかしら。お母さん、全然分からなかったわ」

「えっ？」

　頭の中が真っ白になった。

「そ、それは……」

「だって、棗はなにもしてないでしょう。その友達の女の子にも、好きな男の子にも自分の言いたいことをなにも言ってない。ただ、黙ってるだけ……ずるいとか、ずるくないという以前のことよ。今のあなたがやってることは」

　棗は自分の膝ひざをじっと見つめた。言われてみると、自分はずっと二人をそばで見ていただけだった。綾あや乃のに「直人をお願い」と言われた時も、返事すらしなかった──ただ、逃げ出しただけで。

「あなたは子供の頃ころから、周りにまんべんなく気を遣つかってきた。それは誰だれにでもできることじゃないけれど、きっとそれに慣れすぎてしまったのね……本当に大事な気持ちは、口に出して伝えないと駄だ目めなの。これは経験から言ってるのよ」

「じゃあ、お母さんはそうしてるの？」

「そうよ。だから結婚できたんじゃない。お父さんと」

　さらりと侑ゆう子こは言う。さっきとは別の意味で恥ずかしくなった。今まで全然知らなかった。まさか、母の方から結婚を言い出したなんて。

「もし機会があったら、全部言ってしまった方がいいと思うわ。その男の子への気持ちも全部ひっくるめてね。少しぐらいケンカになってもいいの。相手が信用できる人だったらね……わたしから言えるのはそれぐらい」

　棗なつめは母の言葉をしっかりと心に刻んだ。どうするかまだ決められなかったけれど、今までのような態度は多分取らない、と思う。

　突然、侑子は口を押さえて大きな欠伸あくびをした。

「……そろそろ、帰りましょうか」

　結局、話をしても眠気は取れなかったらしい。棗にはそれが気になった。

「缶コーヒーとか、買ってくる？」

「うーん……そうね。お願いしようかしら」

「分かった。ここで待ってて」

　棗はそう言い残して、ホールの反対側に向かった。喫煙コーナーのそばに自動販売機があったはずだ。人の群れを縫ぬうように進んでいくうちに、このロビーでは携帯が使えることを思い出した。

　さっそく電源を入れると、綾あや乃のからメールが届いている。たどり着いた自動販売機にコインを入れて、缶コーヒーのボタンを押しながら素早くメールの本文に目を通した。




「……町の住民は全員悪夢に感染しているかもしれない。もし、周りに町の人がいたら、眠らないように注意を……」




　得え体たいの知れない恐怖が全身を駆け抜けた。棗は取り出し口のコーヒーをつかむと、ホールを一直線に駆け抜けた。何人かに肩がぶつかりかけたが、ほとんど気にならなかった。行きよりもずっと早く壁かべ際ぎわのベンチに戻った。

　棗の手から缶コーヒーが音を立てて落ちた。

　侑子はベンチに佇たたずんだまま、がくんと首を前に傾けていた。

「……お母さん？」

　震ふるえる声で呼びかける。母はぴくりとも反応しなかった。

　まさか、こんな短い間に。ついさっきまで話をしていたのに。

　棗は母の肩に手をかけてめちゃくちゃに揺ゆさぶった。

「お母さん！　起きて！　お母さん！」

　死んだように母の体は動かない。冷たい現実が棗にのしかかってきた。

　母の魂たましいはたった今、食われてしまった──あの「赤い目」という夢ゆめ神がみに。




　商店街にはほとんど人影が見えない。直なお人とは重い足取りで古くからあるラーメン屋の前を通りすぎる。昼時なのに店内はがらんとして、店員がカウンターの後ろにあるテレビを見上げていた。意識不明のまま病院に運ばれた患者は二百人以上、というテロップがちらっと見えた。朝よりも被害は拡大しているらしい。

　綾あや乃のはシャッターの閉まっているドラッグストアの前に立っていた。ちょうど話が終わったらしく、携帯をしまっているところだった。

「棗なつめ、こっちに戻ってくるそうよ」

　彼女はどこか冴さえない表情で言った。

「え？　お袋ふくろさんが倒れたんじゃなかったのか？」

　母親が眠ったきり起きなくなった、というメールが綾乃の携帯に届いたのはさっきだった。おそらく、「赤い目」に魂たましいを食われたのだろう。

「付き添ってくれる人もいるから、任せておくって。なにもしないで待つのは嫌いやだって言ってたわ」

「くそ……」

　自分たちの不ふ甲が斐いなさに腹が立った。周囲の人たちに危険が迫っているのに、悪夢の「親」捜しはちっとも前に進んでいなかった。

「直人の方はどうだったの？　話を聞いてきたんでしょう？」

「……うん、まあな」

　永なが田たの紹介で商店街の店を回って、例の夢の話を聞いてきた。永田の話が本当かどうか確かめるためと、少しでも「赤い目」についての情報を集めるためだった。

「大した話は聞けなかった……っていうか、ほとんど話は一緒だった。時間は夕方で、場所はどこかの学校、グラウンドに女の子がいた、ってだけ」

　しばらくは眠くても眠らないで下さい、と注意はしてきたが、どこまで効果があるのかは分からない。突然現れた直人にそんな話をされて、相手も戸惑っている様子だった。

「そう……」

　綾乃は地面に視線を落とした。時間だけがどんどん過ぎていく。このまま人々の魂が食われ続けることも、「赤い目」がこちらに出てくることも、どちらも避けたかった。そのためにはこの悪夢を生んだ「親」の人間を突き止めなければならない。しかし、今は雲をつかむような状態だった。

「せめて、なにか手がかりがあればな」

「そうね。手がかりって言えるほどじゃないけど……」

　と、綾乃が言いかけた時、

「あ、ちょっといいかな」

　よく通る声が聞こえてきた。二人が同時に振り返ると、若い制服警官が自転車から降りるところだった。

「こんなところでなにやってるの？」

「……立ち話よ」

　綾あや乃のは素っ気なく答える。警官の顔が少し渋しぶくなった。

「外に出ない方がいいよ。ニュースでも流れてるけど、病気に感染するかもしれないからね……君たちは一人暮らし？」

「いいえ。違います」

　直なお人とは綾乃の代わりに答える。彼女に喋しやべらせると無用なトラブルを招きそうだった。

「じゃあ、家族と一緒にいなさい。もし誰だれかが倒れたら、すぐに一一九に電話して。あと、用事がなければ町から出ないようにね。検問も始まってるから」

「あっはい。分かりました」

　警官は再び自転車にまたがると、ペダルを踏ふみこもうとする。

「ちょっとあなたに訊ききたいんだけど」

　突然、綾乃が口を開いた。

「あなたはこの町の出身？」

「え？」

「いいから答えて。学生の頃ころからこの町に住んでるの？」

「……いや、違うけど。それが……」

「昨日きのうの夜、どんな夢を見た？」

「なんだい、それは。占いかなにか？」

　警官の口元に笑みが浮かんだ。

「それに答えてくれたら、今すぐ家に帰るわ……憶おぼえてなかったら別にいいけど」

　直人は黙ってなりゆきを見守っていた。きっと、なにか意味のある質問なのだ。警官はしばらく戸惑っていたが、結局、答えたところで問題はないと思ったらしい。

「……なんだか、どこかの教室にいる夢だったかなあ。すごい夕焼けで、グラウンドに女の子がいて……」

　この人も悪夢に取りこまれている、と直人は暗い気持ちになった。今まで聞いた話と一緒だ。

「どうもありがとう……行きましょう、直人」

　綾乃は直人を引っ張るようにして歩き出すと、角を曲がって路地に入った。

「……なんだよ、今の」

　警官が見えなくなるのを確認してから、直人は尋たずねた。

「あの警官の話で確信が持てたわ」

　と、彼女は言った。

「この悪夢の話だけど、人によって説明に少し違いがあるわね。気が付いてた？」

「ん？　そうか……？」

　直なお人とは記き憶おくを探さぐった。今日きようだけでかなりの人数に話を聞いている。

「まあ、学校の中にいるってのは変わらないけど、人によって多少場所に違いがあるよな。教室だったり、屋上だったり、グラウンドだったり……」

　後は判で押したように一緒だったと思う。

「わたしが言ってるのはそういうことじゃないわ。今の警官もそうだけど、自分のいる場所については『どこかの学校』と言うだけで、どこの学校なのかはっきり分かってなかった。うちの母さんも、水みず穂ほもそうだったでしょう？　でも、永なが田たくんと棗なつめは違うことを言ってたわよね」

「あ……」

　さっき永田は「うちの学校」だとはっきり言っていた。棗から綾あや乃のに来たメールにも、そんなことが書いてあったと思う。

「夢に出てくるのは、俺おれらの学校か」

　飯いい見み川がわ高校──この町に古くからある都立高校だった。

「ええ。この悪夢を生み出した『親』は、飯見川高校をよく知っている人物よ。馴な染じみのある場所だから夢に見た、ということじゃないかしら。でも、よく知らない人たちにとっては、『どこかの学校』にしか見えない。だから説明に微妙な違いが出たんだと思う」

「じゃ、うちの生徒ってことか」

「あるいはね。学校で顔を合わせてるかも」

　直人は唾つばを吞のみこんだ。自分たちがよく知ってる誰だれか、ということもありうる。

「じゃ、それを中心に調べていけばいいんだな？」

「ただ、卒業生や教師っていう可能性もあるわ。そこまで含めると……」

「あ、そうか」

　人数が多すぎるし、時間もない。その方面から調べるのも容易ではなさそうだった。

「でも、手がかりが他ほかにないんだったら……ん？　ところで、俺たちどこに向かってるんだ？」

　いつのまにか二人は商店街を離れて、人通りのない住宅地を進んでいた。

「まさか帰るわけじゃない……よな」

「さっきあの警官に言ったこと？　あんなの噓うそに決まってるじゃない。今から行くのは正まさ宗むねの家よ」

「え？　正宗の家？　あいつ、もう家にいないだろ」

「だからいいんじゃない。勝手に入って調べるんだから」

　綾乃は平然と言い放った。

「『心当たりがある』って言ったんでしょう？　『赤い目』に繫つながる手がかりが家に残ってるかもしれないわ。さっきの話と合わせれば、ひょっとすると『親』が絞りこめるかもしれない。とにかく、わたしたちはなりふり構っていられないんだから」
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　虹にじ子この手には、楕だ円えん形けいの青い錠じよう剤ざいが載っている。

「いいかい、これはあたしが前に医者から処方してもらった睡眠薬だ」

　水みず穂ほはその薬をじっと見つめた。彼女は久く世ぜ家の居間に来ている。これから夢の中に入ってみるので、ちょっと手伝って欲しい、と虹子に頼まれて飛んできたのだ。

「こいつを吞のむとあたしはすぐに眠っちまう。多分、一分や二分でぐっすりだろうね。前にちょっと眠れなかった時に使ってたんだけど、あんまり効きすぎてかえって困ったもんだから、結局やめたんだよ……さて、あんたがしなきゃいけないことは分かってるね？」

「……おばさんの様子が、おかしくなったら、すぐに起こす」

　さっき言われたことをそのまま繰り返した。これがどんなに大事な役目なのか、水穂にも分かっていた。

「そうだ。とにかく無理やり起こして構わないからね。頰ほおを叩たたくなりそこの水をぶっかけるなりして」

　虹子はサイドテーブルの水差しを見ながら言った。

「それが遅れると大変なことになるよ。あたしは目を覚まさないし、見てきたことを綾あや乃のたちに話すこともできない。あたしとしても、なんだか分からない子供に食われて眠ったきり、なんてのはごめんだからさ」

「……はい」

　水穂は夢の中のグラウンドにいた人影を思い浮かべた。あの少女が父を殺したのだ。どんな顔をしているのか、一目見てみたかった──危険なことは分かっていたけれど。

「じゃ、そろそろ始めるよ。準備はいいかい」

　虹子は聞き取りにくい声で言った。もう歯の間に錠剤をくわえて、水の入ったコップを手に持っている。

「は、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　緊きん張ちようしながら返事をする──虹子は錠剤をがりっと嚙かんで、水で吞み下した。そして、大きな体をゆっくりとソファに沈める。

　どこかでかちかちと時計の針の音が聞こえる。水穂は身を乗り出して虹子の顔を覗のぞきこむ。呼吸がゆるやかになった気がする。まだ一分も経たっていないのだけど。

「あの……おばさん？」

　おそるおそる声をかける。

　もう彼女は眠りに落ちていた。




　虹にじ子こは校舎の屋上に膝ひざをついて座っていた。

　あたりを見回すと、給水塔やアンテナが夕日に染まっている。その色は前に見た時よりも鮮やかで、濃くなっている。オレンジというよりは、深しん紅くに近い色合いだった。

　すぐ右手にはコンクリートの縁へりがある。フェンスのたぐいはどこにも見当たらない。そこから顔を出せば、グラウンドが一望できるはずだった。

（まずは、あいつの顔を拝んでやった方がいいね）

　彼女はコンクリートの角に指をかけて、身を乗り出そうとする。それだけでも信じられないほどの力が必要だった。怪け我がのせいではない。体が異様に重いのだ。

　そういえば、悪夢に取りこまれた人間は、自分の思い通りに動くことができない、と綾あや乃のから聞いた。なにかの鍵かぎを持っていないと駄だ目めだとか。

（ちょっとした重労働だよ）

　歯を食いしばってじりじりと頭を持ち上げる。やっとグラウンド全体を視界に収めることができた。

「うっ？」

　一いつ瞬しゆん、目を閉じそうになった。グラウンドが鏡のように光を反射して、ぎらぎらと赤く輝いていた。

「なんだい、こいつは……？」

　虹子は目を細める。鏡の表面に白っぽい異物が浮かんでいる。それも一つや二つではない。大きさも形もばらばらだった。しばらく見入っていると、やがてぴたりと目の焦点が合った。

　人間の手足だった。

　虹子は口に手を当てて悲鳴を嚙かみ殺した。今、自分が目にしているのは人間の血でできた巨大な池だ。そこに残ざん骸がいがぶちまけられている。これは「赤い目」の食事の跡なのだ。

（落ち着け……落ち着け……）

　必死に自分に言い聞かせる。恐怖に心を乱されたら、ここに来た意味がない。

（あの子の役に立たなきゃいけないんだ）

　こみ上げる吐き気に耐えながら、もう一度グラウンドを見下ろした。一体、何人が犠ぎ牲せいになればこんなものができるのか、見当もつかない。

　それに、もう一つ気になることがあった。

　あの少女がいない。どこを捜しても姿が見えなかった。

「一体、どこに……」

　そんなことは考えるまでもない。グラウンドにいない以上、今は校舎の中だ。

　かすかにドアの軋きしみが聞こえた。

　背筋にぞっと戦せん慄りつが走った。振り向くと校舎へ通じるドアが開いていて、全身を赤く染めた少女が立っていた。

「あ…………」

　つい小さな悲鳴を洩もらした途と端たん、少女はばたばたと足音高く走ってきた。虹にじ子こは体を動かすことすらできない。背後にあるのはコンクリートの縁へりだけだった。

（おばさん……おばさん……）

　どこかから小さな声が聞こえる。きっと水みず穂ほだ。おそらく、自分を起こそうとしているに違いない。しかし、「赤い目」はますます近づいてくる。一向に目が覚める様子はない。

　虹子ははっと気付いた。

（……薬のせいだね）

　寝入ってからほとんど時間が経たっていない。体が覚かく醒せいを拒否しているのだ。

　目の前で「赤い目」が立ち止まった。むせるような血の臭においが漂ただよってくる。虹子は震ふるえながら顔を上げた。近くで見ると、とても「少女」──いや、人間とは呼べない。五体はかろうじてついているが、ビニールで作られた人形のように不格好だった。手足はぶよぶよと膨ふくれ、関節がどこにあるのかもはっきりしない。頭は奇妙に大きすぎ、目鼻立ちも曖あい昧まいだった。

　しかも、両目には瞳ひとみがない。二つの穴が並んでいるだけだ。

（こいつは……一体……）

　こんなものを見るのは生まれて初めてだった。

「まだ、体が、未完成、なの」

　しわがれた声で「赤い目」は言った。唇くちびるがほとんど開いていないせいか、ひどく喋しやべりにくそうだった。

「でも、もうすぐ、もっと、きれいに、なる、わ」

　血で濡ぬれた両腕が虹子の方へ伸びてくる。ぱんぱんに膨れた十本の指は、どれも同じ長さだった。この世のものではない両手が、後ずさりのできない彼女の頭をしっかりとつかんだ。

　虹子の口からかすれた悲鳴が上がった。

　赤い影が体に覆おおいかぶさってくる。血の臭いがますます濃くなった。

「綾あや乃の……綾乃……」

　小さな声で繰り返し娘の名前を呼んだ。もう駄だ目めだ、と彼女は覚悟した。この怪物に自分は食われてしまう。

　その時、校舎への入り口の方から、軽い足音が近づいてきた。「赤い目」が顔を上げて振り向いた──と、同時に誰だれかの両腕が力強く赤い体を突き飛ばす。怪物は屋上の縁を越えて、声一つ上げずに校舎の下へ落ちていった。

　虹子はシンプルなブラウスとスカートを着た小柄な少女に抱だき起こされた。

「ああ、あんたか……ありがとうよ」

　助けてくれたのは棗なつめだった。そういえば、この娘もこの悪夢に「感染」したと聞いている。

「おばさんはどうしてここにいるんですか？」

　と、棗なつめは驚おどろいたように尋たずねる。

「それはこっちの台詞せりふだよ……あたしはちょっとした偵てい察さつだ」

　それから、「赤い目」が消えていった空間を振り返った。

（あいつ、一体どうなったんだろう）

　再び全身に力をこめて、コンクリートの縁へりから校舎の下を覗のぞきこむ。「赤い目」は芝しば生ふの上に平然と立ってこちらを見上げていた。怪け我が一つした様子はない。虹にじ子こは思わず舌打ちをした。

「……丈じよう夫ぶな奴やつだね」

　その時、奇妙なことに気付いた。「赤い目」の視線の先にいるのは自分ではなく、隣にいる棗らしかった。なんとなく、棗に向かって笑いかけているように見える。

（なんだい、ありゃ）

　突然、「赤い目」は芝生から跳ちよう躍やくし、視界から消えてしまった。どうやら校舎の中に飛びこんだようだった。

「ここから離れないと。また、上がってくると思います」

　棗は虹子の肩に手を回して、立ち上がらせようとする。

「いや、あたしに構わなくていいよ」

　ぎょっとしたように棗は首を振った。

「駄だ目めです。そんな……」

「いいんだ。どうやら、あたしはここから出られそうだからさ」

　耳の奥から聞こえる水みず穂ほの声が少しずつ大きくなっている。目を覚ます時が近づいてきたようだった。虹子は屋上に座りこんだまま、棗の顔を見上げる。

「だから、あんたは一人で早く……」

　虹子は首をかしげた。さっきからなにかおかしなものを目にしているような気がする。綾あや乃のから聞いていたこの世界の話とどこか食い違っているような。腕組みをして考えをめぐらすうちに、やっとそれがなんなのか分かった。

「……大したことじゃないかもしれないんだけどね」

　と、彼女は言った。

「え？　はい」

「なんであんたは、そんな風に動き回れるんだい？」




　棗はぱっと目を開けた。そこは乗客のまばらな電車の中だ。電車はホームに停とまっていて、開いたドアの向こうに「飯いい見み」という駅名の表示が見えた。

　慌あわてて座席から立ち上がり、外へ飛び出す。背後でぴしゃりとドアが閉まった。

「ふう……」

　と、安あん堵どの息をついた。注意していたつもりだったが、ついうとうとしてしまったらしい。同じタイミングで虹にじ子こもあそこにいるとは思わなかった。

　助けることができて、本当によかった──自分の母親も、あんな風に助けられたらよかったのに。

　棗なつめは階段に向かって歩き出した。駅の構内にはいつもより人が少ない気がする。きっとこの騒さわぎのせいだ。町の住民は外へ出ないように呼びかけられているし、この状況でわざわざここへ来ようと思う者は少ないだろう。




（なんであんたは、そんな風に動き回れるんだい？）




　不意に虹子の言葉が頭をよぎる。階段の手前で足が止まった。心臓の鼓こ動どうが少しずつ速くなってくる。昨日きのうの夜、あの夢を見た時も棗は普通に動き回っていた。

　そういえば、どうしてだろう。

　悪夢に引きずりこまれた人間は、体の自由が利きかないはずなのに。

　もちろん、例外はある。黒い鍵かぎを持っている「扉とびらの民たみ」。そして、白い鍵を持っている悪夢を生んだ者。

　一いつ瞬しゆん、頭に浮かんだ考えを棗は振り払った。そんなはずがない。それなら自分でとっくに気付いている。第一、夢ゆめ神がみは人間の持つ強い感情が形になったものだ。「赤い目」を生み出す感情など、自分は持っていない。

（馬ば鹿かみたい）

　棗は再び階段を降り始めた。時間がないというのに、つまらない想像に耽ふけってしまった。肩にかけたトートバッグに手を入れて携帯を探す。すぐに綾あや乃のに連絡をして、これからどうするか相談しなければ。二人は今もあの巨大な悪夢を生んだ「親」を捜している。自分にもなにか手助けができるはず──。

　ふと、妙なものが指先に触ふれた。細長い金属製のなにか。こんなものがバッグに入っていただろうか。彼女はゆっくりとそれを取り出した。

「…………噓うそ」

　呆ぼう然ぜんと自分の手のひらを見下ろす。

　細かな装飾のほどこされた、大きな白い鍵があった。




　　　　　　　　　３




　直なお人とと綾乃は黒いすすで汚れた鳥とり居いをくぐる。それが麟りん堂どう家の門だった。

　二週間前に焼け落ちた建物は、ほとんど土台だけになってしまっている。これを見ただけでは、誰だれも元の姿を想像できないだろう。

（改めて見ると、ひでえな）

　と、直なお人とは思った。ツグミが好きだったという庭の芝しば生ふも、炎で焼かれた上に消火活動で踏ふみ荒らされて、あちこちに黒い地じ肌はだをさらしている。

　この光景を一番見たくない人間は正まさ宗むねのはずだが、それでもここを離れようとはしない。なにもなくても自分の家だから、と言っていたが、本当にそれだけなのだろうか。

「……行きましょう」

　綾あや乃のが直人に声をかけた。

　二人は焼け跡を迂う回かいして、庭の端はしにある小さなプレハブ小屋に向かった。正宗はそこで寝起きをしている。

　もちろん、今は中にいない。入り口の引き戸には南なん京きん錠じようがかかっていた。

「鍵かぎ、閉まってるけどどうやって……」

　ばりん、と不吉な音が響ひびき渡った。いつのまに拾ったのか、金属バットを手にした綾乃が窓の前に立っている。窓ガラスの一枚が粉々になっていた。

「窓、開けたわよ」

　彼女は得意げに振り返った。

「開けたって言わねえだろ……」

　と、直人はつぶやいた。




　窓から中に入ると、むっとする熱気が肌にまとわりついてくる。最初は靴くつのまま上がってしまったことに気が引けたが、すぐに思い直した。この小屋には床そのものがない。むき出しの地面に壁かべと屋根をかぶせただけだった。

　八畳じようほどの室内にはわずかな家具があるだけだった。知らない人間が見れば、人が住んでいると思わないかもしれない。家というよりは倉庫のようだった。

　小さなキッチンのそばに棚たながあり、洋菓子のレシピ本がずらりと並んでいる。ツグミが生きていた頃ころ、正宗は彼女のために毎日必ず洋菓子を作り続けていた。綾乃がキャンディーを好むように、ツグミも洋菓子を好む「体質」を持っていたからだ。

「直人、これ見て……」

　綾乃がシンクのそばの地面を指さした。古びた鉄の開き戸が横たわっている。戸の表面いっぱいに下手へたくそな字が書かれていた。




　俺おれの秘密基地アジト




「……どう思う？」

「どう思うって言われても……」

　見ているだけで力が抜けてくる。どこからどうツッコめばいいのか分からなかった。

「『あじと』って読ませんのはどうなんだろうな……」

「その前に秘密基地って……」

「秘密のわりに字がでっかいし……」

「これって誰だれのために書いたのかしら……」

　とにかく、この下になにかあるのは間違いない。直なお人とは取っ手をつかんで慎重に持ち上げる。コンクリートで固められた暗い縦穴が地下へ続いている。ちゃんとはしごもついているが、目を凝こらしても底が見えなかった。

　ここへ入って大だい丈じよう夫ぶなのか、漠ばく然ぜんとした不安が胸に広がった。

「わたしが先に入るわ」

　綾あや乃のは止める間もなくはしごを下っていった。たちまち彼女の姿は見えなくなる。

「大丈夫か？」

「……大丈夫よ。もう下に着いたわ」

　ややあって、くぐもった声がかえってきた。

「降りてきたら？　そんなに深くないわよ」

　直人は改めて穴の奥を覗のぞきこむ。ここで迷っていても仕方がない。覚悟を決めてはしごに足をかけた。




　彼女の言う通り、穴はそう深くなかった。湿った土の匂においが強くなったが、地上よりもずっと涼しい。床は土のままで、壁かべと天井はコンクリートで固められているらしい。

「これ、まさかあいつが自分で作ったのか？」

　そんなはずはないと思うのだが、正まさ宗むねならやりかねない気もする。なにしろ「俺おれの秘密基地アジト」だ。

「……こっちに続いてるみたい。行きましょう」

　暗くら闇やみから綾乃の声が聞こえる。直人も彼女の後について歩き出した。互いの足音とかすかな息づかいだけが耳に響ひびく。ふと、子供の頃ころにもどこかの公園に行って、洞どう窟くつに二人で入ったことを思い出した。自転車の二人乗りで出かけて、夢中で遊んでいるうちに夕方になってしまった。そんなに長い時間、一体なにをしていたのかはっきり思い出せない。ただ、暗いところではずっと手を繫つないでいたような憶おぼえがする。

　なんとなく、自分が手ぶらでいることに違和感を覚えた。綾乃と二人でいるとたまにそういうことがある。二人にしか分からないような、子供の頃の習慣をつい実行したくなる。

　不意に壁が途切れて、足音が少し変わった。どこかの部屋に出たらしい。もちろん窓などどこにもない。なにがあるのかまったく見えなかった。

「……あら、これ」

「どうかしたか？」

　突然、あたりがぱっと明るくなる。綾あや乃のが壁かべにあるスイッチを入れて、天井のライトが点ともったのだ。そこはプレハブの小屋より少し広い、コンクリートで覆おおわれた部屋だった。

　部屋の中央に白いビニールクロスがかかった大きなテーブルと椅い子すが一つずつ置いてある。他ほかには特に目立つものは置かれていなかった。

　ビニールクロスの上には、大きな地図が広げられている。どうやらこの飯いい見み町ちようの地図らしい。何ヶ所かに赤い丸が書きこまれている。

「これ、なんだろうな？」

「この町の結けつ界かいの場所じゃないかしら？」

「あ、そうか」

　この町には夢ゆめ神がみを住まわせるための結界が点在している。正まさ宗むねは「赤い目」が現れないか、それらの場所を見回っていた。この地図はそのためのものだろう。

　山の手についている赤い丸の一つに、直なお人とは目を近づけた。

「あ……昔の俺おれんちも結界だったんだな」

　自分たちが幼い頃ころに住んでいた家。こちら側の世界にやって来た綾乃と初めて会った場所だった。今はどうなっているのか知らないが。

「まあ、『扉とびらの民たみ』の家だったから不思議はないんじゃない？」

　と、綾乃は言った。

　二人はなおも地図の細かいところを確認していった。よく見るとひときわ大きな丸が二つあり、一つは直人たちが今いるこの場所、もう一つは町外れの神社の場所だった。正宗にとって重要な場所ということなのかもしれない。

「……あれ？　じゃ、これは？」

　ふと、直人は地図上の一点を指さした。他とは別の色で大きな丸が書きこまれている。直人たちの飯いい見み川がわ高校に近い場所──確かその周辺に結界はなかったはずだ。綾乃は覆いかぶさるように目を近づける。

「ここ……棗なつめの家だわ」

「倉くら野のの？」

　思わず声を上げた。どうしてわざわざチェックを入れているのだろう。仲間だから、という理由でもなさそうだ。今の直人や綾乃の家のある場所は空白のままだった。

　その時、綾乃の携帯が鳴り始めた。地上から離れていないせいか、ここまで電波が入るらしい。彼女はジーンズのポケットから携帯を取り出す。

「母さんからだわ」

　と、通話ボタンを押して話し始めた。携帯の向こうから虹にじ子この声がかすかに聞こえてくる。突然、綾あや乃のの顔色がさっと変わった。

「なんでそんな危険なことしたのよ！」

　直なお人とは飛び上がりそうになった。綾乃が母親に向かって声を荒げるところを見るのは初めてだ。なにかとんでもないことが起こったようだった。

「……でも、だからって……えっ？　本当に会ったの？」

　最初の興奮が過ぎると、綾乃の声は徐々に小さくなっていった。

「待って……それって悪夢の中で動いてたってこと……？」

　話に耳を傾けるうちに、綾乃の指は正まさ宗むねの地図──倉くら野の家に書きこまれた丸のあたりをたどり始める。

「……とにかく、もうそんなことは絶対にしないで。後はわたしたちがどうにかするから」

　彼女は通話を終えると、すぐにどこかへかけ始めた。

「クゼーおばさん、なんて言ってたんだ？」

「ちょっと黙ってて」

　しかし、相手は出なかったらしい。のろのろと携帯をポケットにしまった。

「……棗なつめ、携帯の電源を切ってるみたい」

「は？　倉野？」

　直人は戸惑った。どうしていきなり棗の名前が出てくるのだろう。

「母さん、『赤い目』の情報を集めようとしたのよ。危ないところで棗が助けてくれたらしいけど……それって……」

　綾乃はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。いつまで待っても話は途切れたままだった。

「あの、話が見えないんだけど」

「……外に出ましょう」

　彼女は明かりを消し、部屋から出て行ってしまう。まったくわけが分からないまま、直人は慌あわてて後を追った。

「おい、なにがあったんだよ」

　通路を歩きながら、見えない背中に向かって話しかける。

「ちゃんと詳しく……」

「うるさい！　わたしだって混乱してるのよ！」

　突然、綾乃の大声が響ひびき渡った。はしごの下で立ち止まっているらしい。

「綾乃……？」

　と、直人は名前を呼んだ。かすかに息づかいが聞こえる。なんとなく、暗くら闇やみの向こうで彼女が助けを求めている気がした。

　自分でも意識しない自然な動きで、手を伸ばして彼女の肩に触ふれた。小刻みな震ふるえが伝わってきた。そのまま腕を伝って、冷たい手をぎゅっと握りしめる。一いつ瞬しゆんの間を置いて、綾乃は痛いほどの力で握り返してきた。

　子供の頃ころから、どちらかにトラブルが起こると時々こうしていた。この前、ツグミが死んだ時にも綾あや乃のが手を握ってくれたように思う。

　どれほどの時間が過ぎたのか、直なお人とにはよく分からなかった。突然、綾乃は我に返ったようにぱっと手を離した。

「後で詳しく説明するけど、結論だけ言うわね」

　と、彼女は低い声で言った。もういつもの冷静さを取り戻している。

「棗なつめは多分、白い鍵かぎを持ってる……彼女がこの悪夢を生み出した『親』だと思う」

　直人は啞あ然ぜんとした。




　棗は誰だれもいない道路を一人で歩いている。駅を出て商店街を通りすぎてからは、もうどこにいるのか自分でもよく分からなくなっていた。

　トートバッグの底には例の鍵が収まっている。捨ててしまいたいとも思ったが、実行まではできなかった。そんなことをしたら、かえって問題が起きるかもしれない。

（綾乃たちに連絡しなきゃ）

　ずっと自分にそう言い聞かせている。自分が悪夢の「親」だったと知れば、二人は急いでやって来るだろう。どこかにある「あらずの扉とびら」を開いて、「赤い目」を倒しに行くだろう。

　早くしなければ被害はどんどん広がっていく。母がそうなってしまったように、さらに大勢の人たちが魂たましいを奪われる。こちら側の世界に「赤い目」が出てきてしまうかもしれない。

　棗はバッグから携帯を取り出して、結局また戻してしまった。

（怖い）

　このことを二人に──いや、直人に知られるのが。

　その瞬しゆん間かんを想像するといても立ってもいられなかった。ひょっとして、直人に「赤い目」と通じていたと思われるかもしれない。「赤い目」は直人の父親を殺し、多くの事件の裏で糸を引いていた。この事件が解決しても、彼から距離を置かれたらどうしよう。

（本当にわたし、なのかな）

　その疑問も頭から離れない。棗がこういう反応をすると見越して、「赤い目」と結託した誰かが罠わなに陥おとしいれようとした可能性だって考えられる。眠っている棗のバッグに鍵を入れただけかもしれない。

　まず本当にこれが自分の鍵なのか、確かめてからでも遅くない──。

　ふと、棗は我に返った。いつのまにか「倉くら野の」という表札のかかった門の前に立っている。その向こうには見慣れた二階建ての家がある。どこをどう歩いたのか、自分の家に帰ってきてしまったらしい。

（……少し、休んでいこう）

　ほんの何分かでいい。ぐちゃぐちゃに混乱した頭を整理する時間が欲しかった。

　彼女は門を通りすぎ、玄関の鍵かぎを開けて家の中に入る。

「……ただいま」

　誰だれもいないのは分かっている。父は出張先から母の入院する病院へ直接向かっているはずだ。休むとしたら自分の部屋だ。そこが一番落ち着く。手すりを握りしめるように、ゆっくりと階段を上がっていった。この家を出てからまだ半日も経たっていないことが信じられなかった。もっともっと長い時間の気がする。

　二階の廊下を奥まで進んで、棗なつめは自分の部屋のドアを開けた。

「あ……」

　途と端たんにへなへなと座りこんでしまった。正面の壁かべには姿見の鏡がある──はずだった。今は跡形もない。その代わり、細かな浮き彫りがほどこされた、真っ白な扉とびらが嵌はめこまれていた。

（……やっぱり、わたしだった）

　棗は自分の両肩を抱だきしめた。もう自分をごまかせない。震ふるえが止まらなかった。

（わたしが、「赤い目」の悪夢を生んだんだ）

　そのせいで大勢の人たちが犠ぎ牲せいになってしまった。やっぱり、直なお人とたちに連絡するしかない。たとえ嫌われても。これは、なにかの罰なのかもしれない。

「……遅かったじゃねーか」

　突然、静かな声が聞こえた。棗は顔を上げる。レンズの欠けたサングラスをかけた少年が、部屋の中に座りこんでいた。彼の手には半ば透き通った黒い鍵が握られている。

「待ちくたびれちまったぜ。なかなか帰ってこねーから」

　正まさ宗むねはにやりと笑った。




　　　　　　　　　４




「麟りん堂どう、くん……？」

　棗はかすれた声で言った。

「ど、どうしてここにいるの？」

「どうしてってそりゃ、そこにある『あらずの扉』を開けてもらわなきゃなんねーからよ」

　正宗は親指をぐっと白い扉に向けた。

「俺おれのパンタソスは『夢ゆめ神がみ』を殺せるけど、『あらずの扉』は開けらんねー。鍵を持ってるあんたがいねーと駄だ目めだ。持ってんだろ？　白い鍵」

「し、知ってるの……わたしが……その……？」

　とぎれとぎれにしか言葉が出てこない。正宗はここでずっと待っていたらしい。と、いうことはずいぶん前から、彼女が悪夢の「親」だと知っていたことになる。

「全部知ってたわけじゃねーけど、あんたにはアタリをつけてた」

　正まさ宗むねは頭をかきながら言った。

「直なお人とんちで話してる時なんかに、『赤い目』に聞かれてるよーな気がする時があってよ。俺おれの周りの誰だれかに取り憑ついてんじゃねーかって思ってたんだ。その方が俺らがなにやってんのか把は握あくしやすいだろ？」

　棗なつめは目を丸くした。そんなことを正宗が思っていたなんて、全然気が付かなかった。

「……どうして、それを話さなかったの？」

「そりゃ、訊きかれなかったしな」

　と、彼はあっさり答えた。正宗の性格なら訊かれたら話していたかもしれない。

「ま、確信もなかったし。とにかく、俺は四人の中で取り憑かれるとしたら誰だって考えてた。綾あや乃のはバカじゃねーから取り憑いたってすぐに気付く。俺はバカだけど二回目だからやっぱり気付く。直人は鈍いから気付かねーだろーけど、性格が素直すぎて『赤い目』には好かれねー。残るのはあんただ。あんたはとにかく『赤い目』に好かれそうだ……好かれてるどころか、あいつを呼び寄せてるっつってもいいぐらいで……」

「わ、わたし『赤い目』なんか呼んでないよ！」

　思わず大声を出してしまう。正宗はまったく動じた様子もなく、そのまま話を続けた。

「『赤い目』はな、こうしてーとか、こうしちゃいけねーとか……なかなか口に出して言えねー気持ちを抱かかえこんで、ぐちぐち考えてる奴やつが大好きなんだよ。夢ゆめ神がみでも人間でもどっちでもな。あいつはそういうのを『心の亀き裂れつ』を持ってる、とかって言ってたけど」
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　その言葉は前に聞いたことがある。ツグミが「赤い目」に取り憑つかれたのは、「心の亀裂」を抱えていたからだ、と。

「そういう『心の亀裂』が、あんたにもあんだろ」

「そんなの……わたしには……」

　弱々しく棗なつめは言った。

「言い訳しても意味ねーぞ。全部バレてっから」

　と、正まさ宗むねは言った。

「あんたは直なお人とが好きなんだろ。でも、綾あや乃のに悪わりィから言えねー……そういうのをぐちぐち考えてんのも、奴の言う『心の亀裂』だ。多分、あいつはそこに目を付けたんだろうぜ」

　もう顔を上げていられなかった。直人にも綾乃にもここまで気持ちをはっきりと見透かされてはいないと思う。自分たち四人の中で、正宗が言葉にできない気持ちに一番敏びん感かんだった。

　長い間、ツグミと一緒に暮らしていたことが関係しているのかもしれない。

「奴はあんたの微妙な『心の亀裂』を刺激して、あんたが悪夢を見るように仕向けた。で、復活の準備をこうして整えてるってワケだ」

　ふと、かすかな違和感が胸をよぎった。どうして、わざわざ自分を「親」に選んだのだろう。他ほかにそういう人間がいなかったのだろうか──いや、そう思ってしまうのは、こんなことになった自分を認めたくないだけかもしれない。

「俺おれは自分一人で『赤い目』をブッ殺してツグミ姉ねえの仇あだを討ちてーんだ。だから、こうしてあんたを待ってた。俺のパンタソスはこっちの世界じゃうまく実体化しねえ。でも、悪夢の中に持ちこめば話は別だ……この扉とびらの鍵かぎを開けてくれねーか？」

　彼女の顔を覗のぞきこむように、正宗は語りかけてくる。

「で、でも、一人で戦うなんて……」

「『赤い目』がいなくなれば、この扉も鍵も消える。俺が黙ってれば、あんたが『赤い目』の親だったってことも分からなくなる。あいつらにもバレねーで済むかもな」

　うつむいたままの棗の目が大きく見開かれた。

「それによ、俺が『赤い目』を倒せば、直人が倒したことにもならねーんだぜ。綾乃が〈王国〉に帰るって例の話もなくなるんじゃねーかな」

「えっ？」

　思わず正宗の顔を見た。想像もしていなかった話だった。

「本当なの？　それ……」

「ん？　あんたとしちゃ綾乃が帰ってくれた方が都合よかったか？」

「そ、そんなことないよ！」

　と、棗なつめは激しく首を振った。「直なお人とをお願い」などと言われて悩んでいるよりは、あの話が立ち消えになってくれた方がずっといい──綾あや乃のはなんの気兼ねもなく今の生活を送れるし、その方が直人だって喜ぶに違いない。

「あんたはあの鍵かぎを開けてくれるだけでいい。後は全部俺おれがやるからよ」

　悪い話ではないはずだった。『赤い目』は倒される、自分が『親』だということも露ろ見けんしない、綾乃も〈王国〉に帰らない──今の棗が抱かかえている問題は全部解決する。ただ、それが本当に正しいことなのか自信がない。なにかが間違っている気もした。

「早くしねーと、直人や綾乃もあんたがこの悪夢を生んだって気が付くんじゃねーか？　あいつらだってバカじゃねーし」

　ふと、夢の中の校舎で虹にじ子こと会ったことを思い出した。偵てい察さつに来た、と彼女ははっきり言っていた。今いま頃ごろ、棗が悪夢の中でどんな様子だったか、綾乃や直人に話しているかもしれない。もう、あまり時間はない。

「分かった……開けるね」

　と、彼女は言った。

「でも、わたしも一緒に行く」

「はあ？」

　正まさ宗むねが目を剝むいた。

「あんたなに言ってんだ？　中にいんのは『赤い目』だぞ？」

「わたしが生んだ夢ゆめ神がみなんだよね？　だったら、わたしも見届けたいの。それに、麟りん堂どうくんは悪夢の中に入ったことがないでしょう？　この中は広いし、案内をする人が必要だよ」

　本当はもう一つ理由がある。悪夢に取りこまれている他ほかの人間に会ったら、助けられるかもしれないと思っていた──さっき、虹子を助けたように。自分の生んだ夢神のせいで、犠ぎ牲せいが増えることを少しでも避けたかった。

　ちっと正宗は舌打ちをした。

「……守りきれねーぞ、こっちは。戦うので精一杯だろうしな」

「別にいい。それに、『赤い目』もわたしにはそう簡単に手を出せないと思う。『親』のわたしが鍵を開けないと、こっちに出てこられないんだから」

　そう言って、トートバッグの中を探さぐった。




　直人たちは倉くら野の家に向かってクロスバイクを走らせている。

　棗がどこにいるのか分からないが、彼女の家には「あらずの扉とびら」が出現しているかもしれない。それを確かめるつもりだった。もし扉が見つかれば、モーフィアスを使って悪夢の中に入れる。「赤い目」と戦うこともできるのだ。

「倉野、なんで連絡しなかったんだろうな」

　と、直なお人とは言った。綾あや乃のの話を聞いても、そこがよく理解できなかった──逆に真っ先に自分たちに話してくれた方がよかったと思う。

「……直人に知られたくなかったんじゃない？」

　荷台に乗っている綾乃がつぶやいた。

「自分が『赤い目』と繫つながってる、なんて」

「俺おれ、そんなの知ったからってなんにも思わねえよ。『赤い目』が悪いに決まってんだろ」

　直人は憮ぶ然ぜんとして言った。今まで夢ゆめ神がみの起こした事件をいくつか解決してきたが、夢神がやったことと、夢神の『親』のやったことはちゃんと分けて考えているつもりだった。

　どんな人間の心にも弱い部分はある。それが当人の意思とは関係なく暴走し、形になってしまうのが夢神だ。その人間自身がなにかをするわけではない──直人はそう思ってきた。

「……そうね。直人はそういう風に考えるでしょうね。でも……」

　いつまで経たっても「でも」の続きはない。綾乃は無言のままだった。

　ふと、直人は車道で渋じゆう滞たいが起こり始めたことに気付いた。今、彼らの乗ったクロスバイクが走っているのは、交通量の多い国道だった。きっと先の方で検問が行われているのだろう。

（……まずいな）

　自転車でも呼び止められるに違いない。トラブルはなるべく避けたかった。

　直人はハンドルを切ってコンビニの角を曲がり、用水路沿いの遊歩道に入った。少し遠回りだが、この道なら人目に付く心配がない。

「ねえ、直人」

　綾乃が急に口を開いた。珍しく遠えん慮りよがちな言い方だった。

「なんだよ」

「さっきみたいなこと、もうしないで」

「さっきって？」

「正まさ宗むねの秘密基地アジトで、わたしの手を握ったでしょう？　ああいうこと」

　すうっと下腹のあたりが寒くなった。冷や汗が背中を伝う。あんなに強く握り返してきたので、まさか気分を害しているとは思ってもみなかった。

「あ……その、悪かった。嫌いやだったら、ちゃんと謝……」

「別に嫌じゃないわ。ただ、もうしないで欲しいの。ああいうことはしない方がいいのよ、わたしたち」

　綾乃は淡々と言った。確かに怒っているわけではなさそうだが、言っていることには納なつ得とくがいかない。

「嫌じゃないんだったら、別にいいだろ。それに、お前だってこないだ俺の手ェ握ったばっかりじゃねえか……ツグミさんが亡なくなった時」

　一いつ瞬しゆん、綾乃は黙りこんでしまう。背中からはっきりと動どう揺ようが伝わってきた。

「あ、あれは別にいいのよ。ああいう時だったんだから。直なお人とがショックを受けてるみたいだったから、やってあげたんじゃない」

「さっき俺おれがやったことと同じだろ」

「と、とにかくわたしとはああいうことはしなくていいの！　……これからは棗なつめとやりなさい」

「なんでそこで倉くら野のの名前が出てくるんだ？　あいつとは別にそういうことする仲じゃねえぞ」

　そういうことをする仲、というのが一体なんなのか、自分で言っていてもよく分からなかった。一いつ瞬しゆん、「愛してっから」という正まさ宗むねの言葉が浮かんできたが、すぐ胸の奥深くに沈めた。そんな簡単に説明できるようなことではない。

「でも、前に棗と指切りしてたじゃない」

　動どう揺ようでハンドルが左右に揺ゆれた。

「危ないわね。なにやってるの指切り男」

「変なあだ名付けんな！　別に、あれは……大したことじゃ……」

　あれもツグミの事件の時だ。直人がちゃんと憶おぼえていたら、秘密を話すと棗に言われたのだ。もちろん、直人は忘れたわけではないが、あれっきり彼女はそのことに触ふれようとしなかった。直人の悪夢もひどくなっていたから、話すどころではないと思われているのかもしれない。

「でも、楽しそうだったわよ。なんだったのあれ」

　なぜか不機嫌そうに綾あや乃のは言った。

「なんだったって言われても……」

　なんだったのか、直人にも分からない。その棗の「秘密」の中身が謎なぞのままなのだ。ひょっとすると俺に告白しようとしてるんじゃないか、と思ったこともあったが、我ながら頭から信じる気にはなれなかった。

「……直人」

　と、綾乃は小声で言った。

「なんだよ？」

　沈黙。つい彼女の方を振り返りそうになった。様子が本当におかしい。ここまで歯切れの悪い物言いは彼女らしくなかった。〈王国〉の王の話を伝えた時からずっとそうだ。あんな話、最初に断ってしまうべきだったのかもしれない。

「……わたしが帰ったら、あなたのことは棗に頼んであるから」

　反射的に両手のブレーキを握りしめる。タイヤを軋きしませながらクロスバイクが停とまった。綾乃は戸惑ったように地面に足を着いた。

「それ、どういう意味だ……？」

　直人はゆっくりとサドルから降りる。

「どういう意味って……わたしはもうすぐいなくなるもの。直人は『番ばん人にん』だからやることもあるし、手助けをしてくれたり相談に乗ってくれる相手が必要じゃない。そういうことを棗に頼んで……」

　突然、直なお人との中で目もくらむような怒りが爆発した。

「お前、ふざけんな！」

　綾あや乃のは驚おどろいたように肩を震ふるわせた。

「な……どうしたのよ」

　正直なところ、直人自身にもどうしたのかはっきり分からなかった。とにかく腹が立って仕方がなかった。

「帰った後にどうするかなんてどうだっていいんだよ！　世話なんか誰だれも頼んでねえ！　勝手に倉くら野のにまでそんな話しやがって……」

　ふと、慌あわてたようにマンションを出て行く棗なつめの姿を思い浮かべた。綾乃が棗にした話というのは、きっとこのことだったのだ。

「な、なによ。棗じゃ不満だっていうの？　あんなに可愛かわいくていい子が……」

「このバカ！　そんな話じゃねえ！」

　ますます怒りがこみ上げてきた。自分の口の重さがもどかしい。伝えたいのはもっと別のことだ。もっととても単純なこと、もっと前に言わなければならなかったことだ。

「お前を〈王国〉に帰すとか言ったのは俺おれが間違ってた！　お前はあんなとこに帰るな！　お前だって帰りたくないんだし。それに……俺は……」

　直人は言葉に詰まった。まだなにか違う。しっくり来ない。伝えたいのはもっと自分の気持ちに近い言葉だ。

　一いつ瞬しゆん、目を閉じて大きく息を吸いこんだ。

「俺はお前に帰って欲しくない！　ここにいて欲しいんだ！」

　そうだこれだった、とようやく思った。

　綾乃は呆ぼう然ぜんとしていた。表情は変わらなかったが、頰ほおに赤みが差している。それを隠かくすように顔を背そむける。

「なんなのよ……急に、そんなこと言われても……」

　直人も気恥ずかしくなったが、ここで話をやめるわけにはいかない。最後までとにかく伝えなければ。

「お前は帰りたくないし、俺も帰したくない。単純な話だろ？『赤い目』を倒した後で、お前は帰らなければいいんだよ」

「でも…………」

　と、彼女は言いよどんでいる。こんな「単純な話」に、どうして彼女が悩むのか分からなかった。

「なんかそれで問題あるのか？　それでも帰らなきゃいけない理由が他ほかにあるなら別だけど」

　彼女はあるともないとも言わない。ただ、黙っているだけだった。

「俺おれ、『赤い目』を倒したらお前の親父おやじさんに言おうと思う。『罰』とかそんなんじゃなく、お前がこっちに住むのを許してもらえないかって。ひょっとしたら、いいって言うかもしれないだろ。『赤い目』を倒したら褒ほう美びをくれるって話なんだし」

「……無理に決まってるじゃない、そんなの」

　呆あきれたように綾あや乃のが言った。確かにあの王がそう簡単にそんなことを認めるとは思えなかった。でも、綾乃が帰ってしまうのを見送るよりはずっといい。

「でも、とにかくそうする。そうしたいんだよ、俺が。もう決めた」

　直なお人とはもう一度サドルにまたがった。言いたいことは全部言った。なんとなく、すっきりした気分だった。

「行こうぜ。とにかく『赤い目』を倒さない限り、そんな話も全部なしだからな」

　綾乃は迷うようにそこに佇たたずんでいた──が、やがて無言でクロスバイクの荷台に乗った。

「急ぐぞ！」

　と、直人は言い、力いっぱいペダルを踏ふみこんだ。
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「あらずの扉とびら」の先は人ひと気けのない校舎の廊下だった。棗なつめが心配していたのは、鍵かぎを開けた途と端たんに「赤い目」が飛び出してくることだったが、どうやら杞き憂ゆうのようだった。

「……赤ばっかで目が痛いてェな」

　正まさ宗むねが割れたサングラスの奥で目を細めた。校舎の中はどこもすべて赤に染まっている。この夕焼けの色は徐々に濃くなってきていた。もう他ほかの色彩はほとんどかき消されてしまっている。

「つーか、ここはどこらへんだ？　学校の中だよな、ここ」

「……一階の廊下の端はし、だと思う」

　どうして「あらずの扉」がこんな場所にあるのか、棗にはなんとなく分かる。目の前には図書準備室があった。直人と初めて話した場所だ。

（……本当に、わたしの夢なんだ）

　改めてそう実感した。

「そんじゃ、早いとこ『赤い目』をブッ殺すか」

　正宗は先に立って歩き出した。

　角を曲がってしばらく進むと昇降口に着く。突然、正宗がぎょっとしたように立ち止まった。靴くつ箱ばこの向こうに開いたままの出入り口があり、グラウンドの巨大な血ち溜だまりが見えていた。棗は思わず目を逸そらした。

「……これって本当に元に戻るのか？　『赤い目』がいなくなれば」

　あまり表情は変わらなかったが、正まさ宗むねの顔色はひどく悪い。

「うん……そうだと思う」

　棗なつめは震ふるえる声で答える。この中には母もいるかもしれないのだ。

「『赤い目』の奴やつ、いねーぞ」

　と、正宗は言った。

「さっきはどこにいたんだ？」

「屋上から落ちて……もう一回、校舎の中に入ったと思う」

「じゃ、一回りするか」

　二人は慎重に校舎の中を見ていった。正宗はどこか物珍しげにあちこちを覗のぞきこんでいるが、棗にとっては見慣れた校舎だった。細かいところで「本物」と微妙に違っているかもしれないが、彼女の記き憶おくに沿って生み出されたもののはずだ。

　どの教室もきちんと整理され、床にはちり一つ落ちていなかった。どうやら、校舎の中で「殺された」者はまだいないらしく、その形跡も見当たらなかった。

　ふと、正宗が三階の教室の前で足を止めた。

「なんだ、ありゃ」

　と、黒板を指さす。そこには「寝るな！」と大きな字で書かれていた。一いつ瞬しゆん、棗は笑い出しそうになった。

「あ、ここ、わたしたちの今年の教室だ」

　と、棗は言った。２─Ｅ。綾あや乃のと直なお人とと自分のクラスの教室だった。

「で、あの字は？」

「あれはね、『ヨミジさん』の事件の時に、クラス全員の前で綾乃が書いたの」

　悪夢に引きずりこまれたクラスメイトたちに注意を促うながすためだった。別に意識していなかったが、こうして夢に出てくるということは、よほど深く印象に残っていたらしい。

「あれを書いた時の綾乃、すごく強引で、かっこよくて、それなのにどこか寂しそうで……」

　うまく説明できない。あの時、一緒に見ていた直人なら分かってくれるかもしれないと思った。

「ふ────ん……」

　しばらくの間、正宗はその文字をじっと見つめていたが、

「とにかく、次行くか」

　と、言って出て行った。

　結局、「赤い目」の姿は校舎のどこにもなかった。やがて、棗たちは最上階の階段から屋上に出た。

　校舎の縁へりからは血に沈んだグラウンド全体を見下ろすことができた。さっき虹にじ子こを助けた時と、なにも変わっていない。到とう底ていこの世のものではない光景だった。

「どんだけ殺してんだ、あいつは……」

　そう言って正まさ宗むねは歯を食いしばった。おそらく、何百人分もの魂たましいが食われてしまったはずだ。そして、今もまだその犠ぎ牲せい者しやの数は増え続けている。ひょっとすると、この町の人間全員の魂がここに加わってしまうかもしれない。

「……どうして、わたしが『親』だったのかな」

　と、棗なつめはつぶやいた。正宗が呆あきれたように首を振った。

「おい、さっきも説明したのにまだ分かんねーのか？　あんたには……」

「違うの。そうじゃなくて」

　自分が「親」だという事実は嫌いやでも受け入れざるを得ない。今、彼女が気にしているのはそんなことではなかった。

「この町にはわたしの他ほかにも、麟りん堂どうくんが言ってた『心の亀き裂れつ』を持ってる人間がいるはずだよね。その中でわざわざわたしを選んだ理由ってなんだろうって」

「俺おれらを監視しようとして、たまたまあんたが『親』になれそうだったってだけの話じゃねーのか？」

「でも、わたしを『親』にしたら、みんなにすぐ分かるって思わなかったのかな。現に麟堂くんには見破られたし、わたしが真っ先に綾あや乃のたちに話す可能性だってあるよね。わたしたちとは全然繫つながりのない町の人を『親』に選んでいたら、そんな心配なかったはずなのに」

　その場合、「親」を見つけることはほとんど不可能と言ってもいい。なにしろ町中の人間が同じ悪夢を見ているのだ。

「余裕ぶっこいてるだけじゃねーのか？　俺らが倒しに来ても返り討ちにできるって考えてんだろ」

　棗は考えこんだ。確かにそうかもしれない。しかし、「赤い目」は肉体を復活させるために、一年もの時間をかけてきた。詰めの段階でわざわざこんなことをする意味がない。

「別にどうだっていいじゃねーか。俺が奴やつをブッ殺せばそれで終わりなんだからよ」

「うん……そうだけど……」

　なにか引っかかるものがある。本当にこのまま正宗は「赤い目」と戦っていいのだろうか。ひょっとして、自分たちがここにいることも「赤い目」は織りこみ済みで──。




　どぼん、とかすかな水音が聞こえた。




　二人は思わず顔を見合わせる。今、自分たちを除いて、この世界で動ける者は「赤い目」だけだ。

「校舎にもグラウンドにも奴はいねえ」

　と、正宗は低い声で言った。

「それ以外で、こんな音がするような場所ってあるか？」

　大量の水のある場所──一つしか思いつかなかった。

「…………プール」

　と、棗なつめはつぶやいた。




　現実の学校と同じように、夢の中のプールも体育館の裏手にあった。専用の昇降口のドアは細めに開いている。どこか、自分たちを誘さそっているようにも見えた。

「……あんたは後から来い」

　そう言い残して正まさ宗むねは走り出し、乱暴にドアを開けて奥へ消えていく。棗は胸むな騒さわぎがした。慌あわてて後に続いてドアをくぐり、専用の靴くつ箱ばこの前を駆け抜ける。

　プールサイドに出たところで正宗に追いついた。高いフェンスに囲まれた空間には誰だれの姿もない。水泳部の部活で見慣れた二十五メートルプールがあるだけだった。

「プールってここだけだよな？」

「うん、そうだけど……」

　正宗は無む造ぞう作さにスタート台へ近づいていった。棗は立ち止まってあたりを見回す。プールはしんと静まりかえっている。季節外れのように殺風景だった──ただ、なにかが息を殺してこちらを窺うかがっているような、不気味な気配が漂ただよっていた。

「ぐっ……」

　突然、正宗の喉のどがかすかに鳴った。プールの縁へりに立って、彼は水面みなもをじっと見下ろしている。

「どうしたの？」

　駆け寄ろうとすると、彼は手を上げて来るなと制した。

「見ねー方がいい」

　正宗は絞り出すように言う。一いつ瞬しゆん、棗は足を止めかけたが、すぐに思い直した。この世界で起こることのすべてを見届けるべきだ。悪夢を生み出したのは自分なのだから。

　水面はグラウンドと同じように夕日に輝いていた。やがて、棗はその水が奇妙に濁にごっていることに気付く。プールのコースラインがまったく見えなかった。その代わり、さまざまな長さの黒っぽい藻ものようなものが底の方でゆらめいている。その藻はプールの底をびっしりと覆おおっているようだった。

　不意に水中の見知らぬ誰かと目が合った。

「あっ……」

　棗は息を吞のんでよろよろと後ろに下がった。心臓の鼓こ動どうが痛いほど速くなっている。

「……どうりで、グラウンドには手足しかねーわけだ」

　正宗のつぶやきが遠くに聞こえる。底の方に見えていたのは藻などではない。人間の髪の毛だ。このプールには無数の人間の首が沈んでいた。

「おい！　『赤い目』！」

　突然、正まさ宗むねはプールに向かって叫んだ。

「いるのは分かってんだ！　出てこいコラ！」

　わずかな沈黙の後、反対側の端たん壁へきに赤い手がにゅっと突き出てきて、プールの縁へりをつかんだ。子供のような小さな体が、水しぶきを上げながらプールサイドへ跳はね上がった。

　屋上で見た時よりはいくらか体は変化して、より人間に近い造ぞう作さくになっていた。しかし、相変わらず頭の大きさや手足の長さはアンバランスで、空気を入れて膨ふくらませたようないびつさはそのままだった。

　このわずかな変化のために、あれからどれほどの人間の魂たましいを食ったのか、想像するのもおぞましかった。

「……あら、お前たちだったの」

　と、「赤い目」はどこか残念そうに言った。さっきよりも発音は多少は明めい瞭りようで、より自然なものに変わってきている。

「『宮みや守もり』の麟りん堂どうと、この悪夢を生んだ母親」

　母親、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、棗なつめの全身が怒りにわなないた。

「母親なんて言わないで！」

　一瞬、自分の母親のことを連想してしまった。侑ゆう子この魂を食ったのはこの怪物なのだ。

「なんつーか、カッコ悪い体だな、それ」

　棗をすり抜けるようにして、正宗は「赤い目」に向かって歩き出した。彼はしっかりと黒い鍵かぎを握りしめている。

「そんなもん手に入れるために、お前はこんな騒さわぎまで起こしたのか？」

「この体は完全にできてはいないの。まだ、足りないものがあるから」

「まだ食い足りねーのか……人間の魂をよ」

　赤い口元に嘲あざけるような笑みが浮かんだ。完全に体ができていないと言いながら、「赤い目」はその場所から一歩も動かない。今のままでも正宗と戦う自信があるのだ。

「とにかく、お前には礼を言わなきゃな」

　正宗の手の中で黒い鍵の形が見る間に変化していく。握りの部分が音もなく伸び、長い柄えとなった。そして、先端に二枚の鋭い刃やいばが現れる。それがパンタソスの本当の姿──夢ゆめ神がみの存在を消し去るための斧おのだった。

「いや、ホントに感謝してんだよ、俺おれは」

　突然、彼はかっと歯をむき出した。

「わざわざ俺に殺されるために復活してくれるなんてな！」

　正宗はパンタソスを構えると、「赤い目」に向かって猛もう然ぜんと走り出した。




　綾あや乃のは目の前にある白い扉とびらを見つめていた。他ほかの家具に似合わない、複雑な装飾のほどこされた大きな扉。今、彼女は倉くら野の家の棗なつめの部屋にいる。

「……棗」

　ひそかに唇くちびるを嚙かんだ。自分が悪夢を生んだ「親」だということを、直なお人とに言えない気持ちはなんとなく分かる。でも、友達の自分には分かった時に伝えて欲しかった。

（わたしにも、言えなかったのかしら）

　そう思うと寂しかった。お互いに一番の友達だと思っていたからだ。こういう時、棗が頼ってくれるのは自分だと思いこんでいた。

　そこへ直人が部屋に入ってきた。

「やっぱりどこにもいないぞ、倉野」

　彼は他の部屋に棗がいないか確認しに行っていた。

「まだ、帰ってきてないのかもな」

「……そうね」

　でも少しおかしい、と綾乃は思った。もう棗はこの町に戻ってきている頃ころだし、棗だったら自分の家に「あらずの扉」が出現していないか確かめそうなものだ。

　あるいは一度帰ってきて、どこかへ行ったのかもしれない。

　そういえば、正まさ宗むねがここにいないことも気がかりだった。彼の言っていた「心当たり」は棗のことだろう。なんとなく、ここに来ているかもしれないと思っていたのだけど。

「そろそろ、行くか？」

　そう言って、直人は促うながすようにモーフィアスを振ってみせた。

　綾乃は棗のことをひとまず頭から追い出した。今は彼女の消息を考えていても仕方がない。重要なのはここに「あらずの扉」があるということだ。ここから中に入れば「赤い目」と戦える。

「鍵かぎ穴あなからなにか見える？」

「……なんか、学校って感じだな。夢ゆめ神がみはそばにいないと思う」

「そう。それじゃ、行きましょう。鍵を開けて」

　綾乃は気を引き締めた。この扉から帰ってきた時には、この事件は終わっているはずだ。

（俺おれはお前に帰って欲しくない）

　ふと、さっきの直人の言葉を思い出した。帰らなければならないと固く信じてきた。棗に直人のことを頼んだのも、自分にはともかく、二人にとってはそれが一番だと思ったからだ。

　彼女が〈王国〉へ戻るのは直人のためだった。いつまでも〈王国〉の悪夢を見続けていることが耐えられなかった。結局、二人分の「罪」を彼一人で背負っているようなものだ。もちろん、直人はそれでもいいと言うだろう──でも、それはただの甘えだ。

〈王国〉での元の暮らしに戻ることで、今度は自分が一人で「罪」を背負う番だと思っていた。この十年あまりのことは夢だったと思えばいい。

　それなのに、あの一言で決意が揺ゆらいでしまった。

　もちろん、そんな直なお人との気持ちは〈王国〉の王の裁定になんの影えい響きようも及ぼさないだろう。綾あや乃のがこちらに残れるよう頼むなど、本当に馬ば鹿かげている──そう思っているのに、希望を捨てることができない。

　もし、この扉とびらの向こうで「赤い目」を倒せたら、すべてが丸く収まるかもしれない。

「……開けるぞ」

　直人は声をかけてモーフィアスを回す。かちりと錠じようの外れる音がする。少しずつ「あらずの扉」が開いていった。
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　正まさ宗むねがパンタソスを振りかぶった時、「赤い目」の体がぐっと地面に縮こまった。

（ん？）

　つい彼は動きを止めそうになった。一いつ瞬しゆん、夢ゆめ神がみの体が押しつぶしたゴムボールのようにべったりと広がって見えたからだ。それでも正宗は斧おのを振り下ろす──が、いきなり相手はかすかな赤い残像を残して姿を消した。パンタソスは空むなしくコンクリートを叩たたいた。

「麟りん堂どうくん、上！」

　プールの反対側にいる棗なつめが叫んだ。しかし、空を見上げてもどこにもいない。他ほかの場所を捜そうとした時、

「ちゃんと見て！」

　再び彼女の声が響ひびき渡る。半信半疑でもう一度目を凝こらすと、紅こう色しよくの空に浮かんでいた小さな一点がどんどん大きくなってくる。

（マジかよおい）

　ありえないジャンプ力だった。思わず背後に飛び退のくと、彼の立っていた場所に赤い物体が着地する。びしっとコンクリートの割れる音が聞こえた。「赤い目」は再び跳ちよう躍やくし、プールサイドのフェンスの上にひらりと飛び乗った。

「……いいジャンプじゃねーか」

　口元に不敵な笑みを貼はり付けていたが、背中には冷や汗をかいていた。もし避よけられなかったら、確実に死んでいた。

「一つ、忠告してあげる」

　と、「赤い目」は言った。

「お前の武器では、わたしを倒せないわよ、絶対に」

　ハッタリだ、と正宗は思った。このパンタソスの刃やいばは、夢神の肉体を消滅させる力がある。今、目の前にいる「赤い目」は、どう見ても肉体を持っている。この斧おので斬きれないはずがない。

「今の話は本当よ。この体はまだ完成していないけど、お前の考えてるような単純なものでもないわ。わたしが数百人もの人間の魂たましいを使って練り上げた『作品』」

　意味は理解できなかったし、理解する必要を感じなかった。

「そーか。だったら斬られてみろ」

　走っていってフェンスの支柱を切断する。傾きかけたフェンスから「赤い目」はふわりと跳とんだ。正まさ宗むねは踵きびすを返して落下地点に全力で走った。

　夢ゆめ神がみは両足で地面に着地する。その胴体に向かって、パンタソスを水平に走らせようとした。

「えっ？」

　正宗は足を止めた。「赤い目」の両足は縦からぐにゃりと押しつぶされる。関節など存在しないかのように丸く膨ふくらんでいた。それが元に戻る反動を利用して、「赤い目」は再びプールの中に飛びこんだ。

（……こいつ）

　夢神が肉体を構成する場合、より人間に近づこうとすることが多い。外見だけではなく、体の中身もだ。正宗の知っている夢神──ツグミや綾あや乃のも肉体の構造は人間とそう違いがなかった。人間にはない治ち癒ゆ力りよくを持っているだけで。

「赤い目」は明らかに異質だった。おそらく、彼女の体内には骨格がない。血の詰まった皮袋のようなものだ。さっきからの異常な動きは、自在に体の形を変えることで生まれている。人間を基準にして予測できる動きではなかった。

（……だったら、そういうもんだって思わねーと）

　正宗はパンタソスを握り直した。その途と端たん、水面みなもが大きく膨れ上がったかと思うと、巨大な水柱が噴き上がった。その中心から「赤い目」が飛び出してくる。夢神の体は鋭い放物線を描えがいて、正宗の頭上から襲おそいかかってきた。

（要は、ボールみたいなもんだろ）

　高く上がったボールを打ち返すように、正宗は足を踏ふん張ってタイミングよくパンタソスを振った。正確に体の中心を狙ねらったつもりだった──が、刃やいばが届く瞬しゆん間かん、「赤い目」の腹部が絞り上げるように細くなった。まるで砂時計のような形だった。

「な……」

　さらにその体をよじって攻撃を避よける。パンタソスはかろうじて脇わき腹ばらを傷つけただけだった。「赤い目」はコンクリートの上を転がっていき、フェンスのそばで停とまった。

　反撃に備えた正宗だったが、敵は立ち上がろうとしない。脇腹を押さえてうずくまっている。手て応ごたえ以上に大量の血が傷口から噴き出していた。

「……そっか。そういうことか」

　正宗はにやりと笑った。この怪物はまさに「血の詰まった皮袋」だ。皮ひ膚ふの下には体液しかない。外見を形成する表面を傷つけられると、傷を修復しない限りは動けなくなる。下手へたをすると致命傷になってしまうのだ。それが今の「赤い目」の弱点だった。

「さてと……『赤い目』」

　パンタソスを構えて、フェンスに向かって歩き出す。まだ「赤い目」の出血は止まっていなかった。

「五秒、時間をやる」

　彼は夢ゆめ神がみのぶよぶよした首筋にパンタソスを当てた。少しでもおかしな真似まねをしたら、一気に刃やいばを引くつもりだった。

「ツグミ姉ねえに謝れ」

　二つの黒い眼がん窩かが正まさ宗むねに向いた。作り物のような顔にはなんの表情も浮かんでいない。

「謝りたくなかったら別にいいぞ。そん時は少しずつ殺す。謝ったらひと思いに殺す」

　別に返事を待つ気はなかった。心の中でカウントを始める。五、四、三、二、一……

「ツグミには……」

　と、「赤い目」は聞き取りにくい声で言った。正宗は続きを待った。警戒を解く気はまったくない。

「……感謝しているわ」

　ぐっと刃先を赤い首筋に食いこませた。

「感謝じゃねえ、ボケ。謝罪だ。もう一回だけチャンスを」

　突然、夢神は正宗に笑いかけた。

「あれはただのテストよ。いずれ来たる時のためのテスト。あの女は十分役に立ってくれたわ。なにしろ」

「死ね」

　そこで忍耐の糸が切れた。言っていることの意味は分からなかったが、「テスト」という単語だけで十分だった。彼は力をこめて首を斬きった──。

「……えっ？」

　正宗は目を瞠みはった。「赤い目」の首筋には傷一つない。いつのまにかパンタソスの刃が消えてしまっている。柄えの部分も溶けるように短くなり、元の鍵かぎの形に戻りつつあった。

　同時に激しいめまいに襲おそわれて、つい膝ひざをついた。遠くで棗なつめの悲鳴が聞こえた。

「なんだ……これ……」

　体に力が入らない。腰を押さえながら「赤い目」が立ち上がる。もう出血は止まりかけていた。

「なに……しやがった……？」

　夢神は正宗を見下ろしながら、声を上げて笑った。

「わたしはなにもしていないわ。その武器はね、『宮みや守もり』。鍵を持つ者の魂たましいの力を消費して発現するの。経験の浅いお前には使いこなせない。長い時間、武器の形を維持することはできないの。そんなことを想像もしていなかったでしょうけど」

　彼女は座りこんだままの正まさ宗むねに顔を近づけてきた。血なのか水なのか、冷たいものが正宗の頰ほおにぽたぽたと落ちた。いくらもがいても正宗の体は動かなかった。後一歩だったと思うと、悔くやしさのあまり涙が出そうだった。

「お前には力も経験も知恵も、なにもかもが足りないの。だから、これからわたしに食われるわ……ツグミがわたしに利用され、狂って死んだように」

　と、「赤い目」は言った。




　棗なつめは震ふるえながら経けい緯いを見守っていた。目の前で正宗が殺されかけている。「あらずの扉とびら」から直接ここに入った正宗は、今食われれば肉体まで失われてしまう。これ以上、「赤い目」の犠ぎ牲せい者しやは見たくなかった。

「ま、待って！」

　と、彼女は呼びかけた。しばらく間があって、存在を思い出したように「赤い目」がこちらを振り向いた。

「なにかしら？」

　一いつ瞬しゆんひるみかけたが、勇気を振り絞った。

「麟りん堂どうくんから離れて」

「どうして？」

　無表情に夢ゆめ神がみが首をかしげる。

「あんたバカじゃねーのか！　早く逃げろボケ！」

　正宗は切せつ羽ぱ詰まった声で絶叫する。棗は背中を震わせた。一人で逃げる気にはなれない。

「もしこれ以上誰だれかを殺したら、『あらずの扉』はずっと閉じられたままよ。わたしは絶対に鍵かぎを開けないから」

　彼女は白い鍵を示しながら言った。モーフィアスを持つ直なお人とを除けば、現実世界への扉を開けられるのは自分だけだ。それが彼女にとって唯一の交こう渉しようの材料だった。

　沈黙が流れた。「赤い目」がなにを考えているのか、表情からはまったく窺うかがえない。

「だから、早く麟堂くんを……」

「それは、今思っているだけでしょう？　後になれば分からないわ」

　と、「赤い目」が言った。抑よく揚ようのない淡々とした声だった。

「え？」

「わたしは時間をかけるわ。お前の体に腕を一本残せば、鍵を開けられる……他ほかの部分はどんなことをしても構わないわよね」

　棗はあの巨大な血ち溜だまりを思い出して身を震わせた。要するに拷ごう問もんに時間をかけると言っているのだ。この夢ゆめ神がみは躊ちゆう躇ちよなくそれをやるだろう。これまで何百人もそうしてきたのだから。

　頭の中に自分の末路が浮かぶ。扉とびらの前で無む惨ざんに切り刻まれて捨てられる自分の姿だった。

「それに、来たる時にはそんな手間をかける必要すらなくなるわ。自分の意思で自由に出て行けるでしょうから」

（……来たる時？）

　かすかにその言葉が引っかかった。さっきもそう言っていた気がする。しかし、もうそんなことを深く考える余裕もなかった。

　もう話は終わった、というように、再び「赤い目」は正まさ宗むねの方を向いた。棗なつめは助けることも逃げることも話しかけることもできなかった。なにをしても誰だれかが死ぬ。

　一体どうすれば。

　彼女はぎゅっと目を閉じた。

「綾あや乃の……岸きし杜もりくん……」

　つい名前を呼んでしまった。連絡をしなかったのは自分なのに。やっぱりここに入ったのは間違いだった。最初からあの二人の助けを呼んでいればこんなことには──。




「次からはちゃんと連絡しなさいよ、棗」




「うん……えっ？」

　棗は目を開けた。

　隣には綾乃が立っている。そして、モーフィアスを構えた直なお人とが「赤い目」に向かって走っていくところだった。




　直人は正宗の上に覆おおいかぶさっている「赤い目」の肩にモーフィアスを突き立てた。黒い鍵かぎは根元まで深々と刺さったが、なんとなく感かん触しよくがおかしい。次の瞬しゆん間かん、ぱんと体の外側に弾はじき出された。

「え……？」

　夢神は直人たちから離れて、まるで弾はずむような足取りでずっと奥のフェンスまで下がった。

「あいつ、どうして……」

　モーフィアスが体内に入ると、夢神は動けなくなるはずだ。しかし、この「赤い目」は問題なく動いている。向こうはこちらの様子を窺うかがっているらしい。すでに沢たく山さんの人間の魂たましいを取りこんだわりには、外見もまだ整っていない。どこか不格好だった。

「……奴やつの体はゴムみてーなもんだ。簡単にそんなもん刺さらねー」

　うずくまっている正宗は苦しそうな息で言った。直人は相手の体のあちこちを確かめた。

「怪け我がはしてねーよ。パンタソスで戦ったら体が動かなくなっちまった……もう少ししたら、回復すると思うけどな」

　色々と訊ききたいことはあったが、今はその時間もなさそうだった。綾あや乃のが直なお人とのそばへ駆け寄ってくる。棗なつめの方を振り返ると、いたたまれないように顔を背そむけてしまった。この二人がどうしてここにいるのかだいたい見当がつく。ツグミの仇あだを討つために、正まさ宗むねが無理に扉とびらを開けさせたのだろう。

「……お前、一人で全部やろうとするなよ。ムチャクチャだろ」

　ぎりっと正宗の歯は軋ぎしりが聞こえてきた。目の端はしに涙がにじんでいるように見えた。

「うるせーな。俺おれはツグミ姉ねえの仇を……」

「俺の親父おやじの仇でもあるだろ……ツグミさんだけじゃない。他ほかにも何人も犠ぎ牲せいになってる。俺たちの中で、『赤い目』と無関係な奴やつなんかいないんだ」

　夢ゆめ神がみから目を離さずに、直人は静かに言った。正宗は黙っている。最初から全員で協力して「赤い目」と戦うべきだったのだ。そうでなければ、多分倒せない。

「やっと来たのね、お前たち」

　と、「赤い目」が言った。喜びに震ふるえているような、奇妙な声だった。

「集まってくれたことに礼を言うわ……ここですべての決着がつくはずよ。お前たちとわたし、どちらが生き残るか」

「……そう、だな」

　直人は小さな声でつぶやいた。この夢神を倒して、すべての人々の魂たましいを元に戻すこと、そして綾乃が今まで通りに現実の世界で暮らせるようにすること──それが直人の目的だった。

「気をつけて、直人」

　と、綾乃が言った。

「これは普通の夢神じゃないわ。今まで戦ったどの夢神とも」

　不意に「赤い目」の体が異常なほどに低く沈みこむと、地面を蹴けってこちらにまっすぐ突っこんできた。

「え……」

　そのあまりの速さに目を丸くする。綾乃が両手で直人と正宗をつかんで引っ張った。三人のすぐ脇わきを赤い突風のようなものが通りすぎていった。

（速い）

　振り向くと音を立てて更衣室の壁かべに激突し、そのまま別の方向へと跳はね返った。水切りの要領でプールの上を渡り、反対側のフェンスにぶつかってさらに別の方向へ──跳ちよう躍やくと反発を繰り返すうちにその動きはどんどん速くなり、目で追いきれないほどになっていった。

「直人！　危ない！」

　綾乃の叫び声で我に返った。いつのまにか頭上に跳ね上がった「赤い目」が、自分に向かって一気に落ちかかってくるところだった。




（殺した）

　空中で「赤い目」は確信した。モーフィアスを持つ「番ばん人にん」を始末すれば、もう敵はいないも同然だ。しかし、落下地点に綾あや乃のが長い髪をなびかせながら割りこんできた。両者は激突し、別々の方向へと吹き飛んだ。

　一いつ旦たん、夢ゆめ神がみは水中に潜もぐりこんだ。プールの中は確実な安全地帯だった。

（今が『来たる時』かしら）

　そう自分に問いかける。いや、まだもう少し先のはずだ。だとすれば、今のままで戦いを続けるのが最良だ。プールの底に積み上がった物言わぬ人々の顔を強く蹴けって、水面みなもから再び外へ出た。

　彼女は空高く飛び上がっている。あの「番人」たちの居場所を確かめるためだった。

　いつのまにか四人はフェンスの角に集まって、自分を見上げている。小こ賢ざかしいこの連中がどんなことを思いついたのか、すぐに分かった。四よ隅すみのどこかに集まれば、攻撃を受ける方向が自然と限定される。少しでもこちらの動きを見極めるつもりなのだ。

（下らない）

　そこは最も攻撃を避よけにくい場所でもある。こちらは全員同時に弾はじき飛ばすだけだ。

　彼女は何度かの跳ちよう躍やくを繰り返す。彼らを正面から狙ねらえる位置に着地し、極限まで全身を地面に押し広げて力を溜ためた。方向も角度も悪くない。

　赤い弾頭のように、夢神の体は地面すれすれを水平に飛んだ。

　三人の人間たちは緩かん慢まんな動作で地面に転がって伏せようとする。間に合うはずがない。全員がなんらかのダメージを負うはずだ。

　ふと、綾乃が三人より前に出て自分を待ちかまえていることに気付いた。他ほかの三人を庇かばって、避ける時間を作ろうとしている。

　この中でたった一人の夢神。現在の王の娘。現実の世界で、太陽の下で肉体を持って暮らしている女。

　体内で憎ぞう悪おが渦巻いた。「赤い目」は標的を綾乃一人に絞ると、正面から激突した。「赤い目」の勢いが鈍ったのはほんの一いつ瞬しゆん。すぐに綾乃の体をフェンスの角に押しこんで、渾こん身しんの力で押しつぶしにかかった。

　全身の骨の砕くだける音が聞こえ、同時に綾乃の口から悲鳴が洩もれた。

　どちらも美しい音色だった。このままもっと悲鳴を上げさせようとした時、綾乃の両腕が彼女の背中に回り、肩の少し下をぎりぎりと締め始めた。肉体は治ち癒ゆしていないはずだが、それなりの力だった。

「でも、わたしの方が強いわ」

　と、「赤い目」は言い、さらに力をこめて相手の体を押しつぶす。むろん体格はこちらの方が小さいが、持っている力ははるかに大きい。

「それに、そんなことをしても無意味よ。苦しくないもの」

　彼女の体内には骨格も内臓もなかった。締められたところでなにも感じない。綾あや乃のの腕はずぶずぶと背中に沈んでいるだけだった。

　綾乃は無言で強い力をこめる。思わず、笑い出しそうになった。ただ、皮ひ膚ふの下の体液が上下に分散しているだけだ。いくらか動きにくくなった関節を動かして、「赤い目」は綾乃の背中に自分も腕を回した。こちらも締め上げるつもりだった。

「はちきれそうね……」

　と、綾乃がかすれた声で言った。

「……皮膚が」

　その言葉にはっとした。「赤い目」の全身の皮膚は、胴体を押しつぶされているせいで張りつめて、普段より弾力を失っている。

　今、モーフィアスを押しこまれたら、さっきのようには弾はじき返せない。体内まで突き通ってしまうかもしれない。彼女は背後に立つ誰だれかの気配を感じた。振り返るまでもない。モーフィアスを持った「番ばん人にん」だ。

「ちっ」

　綾乃は振り払えそうもなかった。彼女ごと空中へ逃のがれるしかない。「赤い目」は力を溜ためようと、体を沈みこませた。

（間に合う……）

　はずだ、と思った瞬しゆん間かん、全身の動きが停止した。モーフィアスが彼女の腰に突き刺さり、そこから赤い体液が噴出していた。

「な…………」

　一瞬、彼女の口から声が洩もれた。体液を失っては、この体を動かすことはできなくなる。どうにかしてこの鍵かぎを外部に押し出さなければ──。

「……おい」

　別の方向から声が聞こえた。いつのまにか、正まさ宗むねが手を伸ばせば届くほどの距離に立っていた。彼は大きな黒い斧おのを肩にかつぐように構えている。ふらふらと揺ゆれるその体を、後ろから棗なつめが支えていた。

「ツグミ姉ねえの…………いや」

　正宗は首を振って言い直した。

「ツグミ姉と、色んな人の仇かたきだ」

　パンタソスが斜めに振り下ろされ、夢ゆめ神がみの首をはね飛ばす。一瞬で「赤い目」の体は四散し、あたり一面に体液が飛び散った。
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「ごめんね、二人とも……本当に。迷惑かけて」

　棗なつめが目を伏せて、直なお人とと綾あや乃のに謝った。頰ほおのあたりに血の気がまったくない。おそらく疲れきっているのだろう。無理もないと直人は思った。今日きようの夜中から、色々なことが起こりすぎている。

　プールのフェンスのそばで四人は話をしている。本当は早く悪夢から外に出たかったが、綾乃が思ったよりも重傷で、完全に治ち癒ゆするまでにしばらくかかりそうだった。

「別に倉くら野ののせいじゃねえし」

　と、直人は首を振った。

「悪いのは全部『赤い目』だろ」

　プールサイドの少し離れたところに、「赤い目」の体液がまだ散乱している。正まさ宗むねのパンタソスに切断されて、あの奇妙な体は消えてしまった。多分、人々の魂たましいもこれから元に戻っていくのだろう。

「……さっきも言ったけど、夢ゆめ神がみのことでなにかあったら、必ず連絡して」

　フェンスにもたれている綾乃が口を開く。まだ少し声が苦しそうだった。

「うん……そうだね。ちょっと、頭が真っ白になってて……ごめん、綾乃」

　本当はもっと詳しい事情を訊ききたい気持ちもあった。糸を引いていたのが「赤い目」だったとしても、この悪夢を生み出したことにはそれなりの理由があるはずだ。

　ただ、今は触ふれない方がいいような気がする。それこそ棗の心の「秘密」に関かかわることだ。

「それにしてもよ、今のって俺おれが『赤い目』をブッ倒したことになるんじゃねーのか？　直人じゃなくて？」

　いきなり正宗は話題を変えた。

「うん、そうかもな」

　直人は認めた。確かに、トドメを刺したのは自分ではなく正宗だったと思う。

「どうしたんだ、やる気ねーな……まあ、もともとモーフィアスじゃ『赤い目』は殺せねーもんな。どっちにしろ、俺のパンタソスがなきゃどうにもなんなかったってわけだ」

　彼は得意げに胸を張った。

「パンタソスがなくても、方法はあったかもしれないけど」

　綾乃が冷静に口を挟はさむ。

「だって、岸きし杜もりのおじさまは『赤い目』を完全に倒す寸前まで追いこんだんでしょう？」

　そういえば、と直人は思った。〈王国〉の王もはっきりそう言っていた。父はパンタソスの使い手ではない。このモーフィアスで──あるいはもっと別の方法で戦ったのだろう。

「で、結局どうなるんだ？　誰だれの手柄なんだ、これ」

　と、正まさ宗むねは身を乗り出してくる。よほどそれが気になるらしい。

「どうなんだろうな……〈王国〉の王様次第じゃねえか。まあ、俺おれはどっちでもいいや」

「褒ほう美びはどうなんだよ」

「それもどっちでもいい。もし、俺の手柄ってことになっても、なんにも貰もらえないかもしれない。もともと欲しくなかったもんだから、ホントにどっちでもいいんだ」

　もし、自分の思っていることをそのままあの王に伝えれば、褒美の話などどこかへ行ってしまうだろう。自分の「罰」がどうなるのか、正直なところ見当もつかなかった。

「ん？　どういう意味だそれ。綾あや乃の、結局帰らねーのか？」

　正宗はためらいもなく核心に触ふれた。直なお人とも綾乃の顔を見る。そういえば、さっき自分の気持ちは伝えたが、綾乃がどう思っているのかまだ聞いていなかった。

「…………まだ、分からないわ」

　と、彼女は答えた。直人は少しほっとした。「帰る」の一点張りだったことを考えると、だいぶ言うことが変わった。

　ふと、夕暮れの校舎を振り返った。そろそろこの悪夢から出て、町の人々がどうなっているのか確かめたかった。まだすべてが完全に終わったわけではない。「番ばん人にん」として、きちんと最後まで見届けなければならない。

「お前、まだ治らないのか？　さっきの怪け我が」

　と、綾乃に尋たずねた。いつもより少し回復が遅いような気がする。

「ええ……なんだかまだ体がうまく動かないの。もう少し待って」

「そっか。分かった」

　思ったよりもひどい怪我だったようだ。

　直人はなにもないまっさらなプールサイドを眺ながめた。相変わらず夕日の色は気味が悪いほど鮮やかで濃い。もう「赤い目」はいないはずなのに、どこか妙な雰ふん囲い気きがある。というより、なにかこの光景に違和感があるような。

「あの、〈王国〉に帰る話のことだけど」

　不意に綾乃が口を開く。他ほかの三人の視線が彼女に集まった。綾乃は誰の顔も見ようとしない。

「わたし、本当は帰りたいと思っていないけど……でも」

　その言葉はどこか独り言めいていた。自分自身の気持ちを探さぐるように喋しやべっている。

「もし帰らないで、このままでいると……」

　綾乃は沈黙する。さっき直人と話している時もそうだったが、その先がどうしても口に出せないらしい。言えずにずっと悩んでいるようだった。

　突然、全身を電流が走り抜けたような気がした。直人はたった今眺めていたプールサイドを振り返った。自分が感じていた違和感──その正体が分かった。

「赤い目」の血の跡がなくなっている。まるで拭ぬぐい去られたようだった。一体、どこへ消えたのだろう。というより、どうして消えるのだろう。

「綾あや乃の！」

　棗なつめの叫び声が響ひびき渡った。

「それ、なんなの？」

　再び綾乃を見た直なお人とは愕がく然ぜんとした。座りこんでいる彼女の周囲を、いつのまにか赤い液体が取り囲んでいる。綾乃自身が大量の血を流したように見えた。

（「赤い目」の血だ）

　直人は綾乃に駆け寄った。彼女も驚おどろいたように立ち上がろうとするが、がくりと膝ひざを折って血ち溜だまりに手をついてしまう。その手があっという間に赤く染まった。ただ血を浴びただけではない。その血は体内に入りこみ、皮ひ膚ふの内側を這はい上がっている。

（な……）

　その浸しん食しよくは手だけに留とどまらなかった。顔や首筋にも赤い斑はん点てんが浮かび、それぞれが繫つながって大きくなっていく。

「綾乃！」

　驚きと恐怖で彼女の顔も歪ゆがんでいる。直人の頭の中が真っ白になった。

　手を差し伸べると、彼女も無事な方の手を伸ばしてきた。昔からどちらかにトラブルがあった時は、落ち着くまで手を繫ぐことになっている。今度もそうしなければならない。もう少しで互いの指が触ふれそうになる直前、

「危ねえ！　触さわんな！」

　正まさ宗むねに羽は交がい締めにされた。次の瞬しゆん間かん、綾乃の全身は血の赤に完全に染まった。

　彼女はすっと両目を閉じる。

「……これで『来たる時』の準備がすべて整ったわ」

　さっき倒したはずの「赤い目」の声が、綾乃の唇くちびるから流れてきた。




「なんで……お前……」

　頭が混乱している。一体なにが起こったのか分からない──いや、考えるのが恐ろしかった。

「今、王の娘の体はわたしの支配下にあるわ……安心して。すぐに解放してあげる」

「……なんでお前が生きてんだ？」

　背後から正宗が低い声で言った。直人をつかまえている手に力がさらにこもった。

「さっきブッ殺しただろ」

「あの体は体液を入れておくための器うつわよ。卵の殻からのようなもの。本体は中身の方よ。もちろん、ただの血じゃないわ。肉体の原料となる要素の塊かたまり……いわば生命の原型ね。それを今から人の形に構築するの。王族の夢ゆめ神がみが持つ、膨ぼう大だいな力を使って。数百もの人間の魂たましいと、王族の夢神の力の融ゆう合ごう……前よりもずっと強い体が生まれるわ」

　直なお人とは相手の説明を理解できる状態にはなかった。読めない文字のように頭の中を通りすぎていくだけだった。

「……綾あや乃のをここへ呼び寄せるために、すべてを仕組んだのね」

　棗なつめは震ふるえる声で言った。

「だから、わたしを悪夢の親に仕立てたんでしょう？　綾乃がすぐに気が付くように」

　ようやく直人の頭が回り始めた。本来なら自分と綾乃は棗から連絡を受け、真っ先にここへ入ってもおかしくなかった。正まさ宗むねたちが現れて戦いになったのは、むしろ想定外だったのかもしれない。

「他ほかのことだって全部そうでしょ？　ツグミさんに取り憑ついたのは『テスト』だって言ってた。そうやって綾乃に取り憑く時のための『テスト』で……」

「お前は頭がいいわ、棗」

　と、夢ゆめ神がみは言った。一いつ瞬しゆん、綾乃が喋しやべっているようでどきりとした。

「きっと立派に『番ばん人にん』の手助けができるわね……綾乃の代わりに」

　棗の顔がかっと赤くなった。

「どうしてお前が綾乃に取り憑けるんだよ……？」

　直人はツグミに取り憑いた時の「赤い目」の言葉を憶おぼえていた。人に言えない秘密や、押し殺した感情──「心の亀き裂れつ」を持たない者に、「赤い目」は手を出せないはずだ。

「綾乃には『心の亀裂』がないってお前自身が言ってただろ」

「今はあるのよ。大きな亀裂が」

　彼女はせせら笑う。小こ馬ば鹿かにされていると思った。

「ふざけんな！　あれからまだ一ひと月つき経たってねえんだぞ？　その間になにが……」

「お前の悪夢がひどくなったわ」

「それがどうした。そんなもん、綾乃になんの関係もねえよ！」

「……綾乃が〈王国〉に帰るのはね、お前のためよ、『番人』」

　と、「赤い目」は言った。

「悪夢に苦しむお前を見ていられなくなって、そう決心したの。でも、お前には理由を言えない。お前はそんな理由で綾乃を〈王国〉に帰すはずがない……それが綾乃の『心の亀裂』」

　直人はその場に座りこみそうになった。どうしても言わなかったのはそのせいだったのか。もし自分がその理由を知れば、悪夢を見続けることを選択するだけだ。互いの気持ちをよく知っているからこそ、口に出せなかったのだ。

　呆ぼう然ぜんとする直人に、「赤い目」は綾乃の顔で微笑ほほえみかけた。

「そのおかげでわたしは欲しかったものを手にできる……今が、『来たる時』よ」

　綾乃の全身が赤く輝き始める。まるで彼女そのものが夕日になったようだった。直人は強すぎる光につい目を逸そらす。なにかとんでもないことが始まろうとしている。しかし、綾あや乃のの体を押さえられていては手も足も出ない──。

「……どいてろ」

　突然、正まさ宗むねが前に立った。彼が握っているパンタソスに気付いて、直なお人とは息を吞のんだ。

「正宗、まさかお前……」

「別に綾乃ごと斬きるわけじゃねーよ。心配すんな」

　と、彼は小声で言った。

「あいつは用が済んだら綾乃から出てくんだろ？　ツグミ姉ねえから出てったみてーに……そいつを見計らってパンタソスで斬る」

「でも、それは……」

　一いつ瞬しゆん、不吉な予感が胸をよぎった──しかし、それをうまく言葉にすることはできなかった。

「まあ、見てろ」

　うずくまっている綾乃の背中から、もう一つの赤く輝く体が立ち上がり始めた。まるで蛹さなぎの背中から成虫が現れているようだった。長い髪に隠かくれて顔立ちははっきり分からないが、今までのような幼い少女のものではない。自分たちとあまり変わらない大きさの体らしかった。

　すでに新しい「赤い目」の体は半分ほど現れている。

「死ね！　『赤い目』！」
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　正まさ宗むねが大きく前に跳とんだ。一足で間合いに飛びこむと、生まれかけた夢ゆめ神がみに向かってパンタソスを振った。彼は正確に首筋を狙ねらっている。しかし、「赤い目」にまったく動じた様子はなかった。軽く手を上げて、無む造ぞう作さに鋭い刃やいばの先端を受けとめただけだった。

「な……」

　驚おどろいたのは正宗だった。武器をつかまれたまま、なにもできずに立ちつくしている。

「……お前の武器ではわたしを殺せない」

　と、「赤い目」は澄んだ声で言った。

「せっかく、教えてあげたのに」

　長い髪に隠かくれた顔の下で、「赤い目」の唇くちびるが酷こく薄はくな笑みを形作った。

（イケルスは最初の『赤い目』との戦いの過程で完全に破壊され、パンタソスも破損させられた）

　ふと、直なお人との頭に〈王国〉の王の言葉が蘇よみがえった。破壊された、ということは、つまり──。

「パンタソスを鍵かぎの形に戻せ！」

　直人は正宗に向かって手を伸ばす。彼を引き戻すつもりだった。次の瞬しゆん間かん、黒い斧おのは激しい音を上げながら、爆発するように砕くだけ散った。

「あっ！」

　その衝しよう撃げきに正宗は弾はじき飛ばされ、巻き添えを食った直人もプールサイドを転がった。

「岸きし杜もりくん！　麟りん堂どうくん！」

　棗なつめが悲鳴を上げながら駆け寄ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、俺おれは平気」

　直人はすぐに起き上がった。正宗にも怪け我がはないようだったが、放心したように自分の両手を眺ながめている。そこには粉のようなパンタソスの欠片かけらがわずかに残っているだけだ。もう鍵と呼べる代しろ物ものではない。

「お前は知っていたようね、『番ばん人にん』」

　夢神の楽しげな声が聞こえてくる。その体はすでに膝ひざ近くまで外に出てきていた。

「今のわたしは黒い鍵を破壊できる……この右手はどんな世界にあるどんなものでも分解し、存在する力を吸収できるのよ」

　直人が持っているモーフィアスに、彼女は視線を定めたようだった。

「これで黒い鍵は残り一本……お前が持っているモーフィアスだけよ」

　思わず手の中を見下ろした。そこにあるものがひどくちっぽけで、無力な存在に思えた。この鍵を破壊できる夢神にどう立ち向かったらいいのか、見当もつかなかった。

　その時、目の前を黒っぽい影がさっと横切った。意識を失った綾あや乃のが投げ捨てられたのだ。彼女の体はプールの出入り口へと転がっていく。

「くそ……」

　直なお人とはその後を追う前に、一いつ瞬しゆんだけ「赤い目」の方を見た。腰より伸びた長い髪、赤い肌はだ、暗い眼がん窩か──「赤い目」を形作る特徴を除けば、彼女は自分たちと同年代の少女のように見えた。そして、小さめの顔と長い手足、均整の取れた体つき。

（綾あや乃の……？）

　その夢ゆめ神がみは綾乃にどこか似ていた。綾乃の持つ力を利用した結果なのかもしれないし、あるいは本当に近い姿形を持っていたのかもしれない。「赤い目」は〈王国〉のはるか昔の王族だった、と聞いている。

　直人は踵きびすを返して、倒れている綾乃に向かって走り出した。恐怖が背中を突き上げてくる。自分の親しい者が怪物と化したような気分だった。

　意識を失った綾乃を助け起こす──怪け我がは見当たらないし、息もしている。

「岸きし杜もりくん、綾乃は？」

　棗なつめが正まさ宗むねを引きずるようにして走ってきた。

「とりあえず、ちゃんと生きてる」

　ただ、顔には血の気がまったくない。肌もどこか灰色めいて見える。抱だきかかえると奇妙に軽く感じられた。

「どうしよう、岸杜くん」

　振り向くと「赤い目」はまだ動いていない。確かめているように自分の体を見下ろしているだけだった。綾乃はこの状態で、黒い鍵かぎは通用しない。パンタソスは失われてしまった。

「……逃げよう」

　と、直人は二人に言った。

「『あらずの扉とびら』から出て、一いつ旦たんあいつをこの悪夢に閉じこめる……その後のことはまた考えよう」




　直人たちは繰り返し背後を確かめながらプールの外に出ると、校舎の昇降口から中に入った。三人はほとんど口を利きかない。特にパンタソスを破壊された正宗は別人のように塞ふさぎこんでいた。

　静まりかえった廊下の端はしで「あらずの扉」を開ける前に、直人はもう一度あたりを見回した。やはり、「赤い目」は追ってこない。というより、追おうとする意思が感じられない。

（どうして、追ってこないんだろう）

　自分たちに強い殺意を抱いだいているのは間違いない。今はまだ外へ出るつもりがないのか、あるいは追ってこられない事情があるのか、それとも──。

「……岸杜くん？」

　棗が心配そうに顔を見上げてくる。もう白い鍵は鍵穴に差しこまれている。

「開けても大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、頼む」

　彼女が開いた扉とびらを、直なお人とたちは急いで駆け抜けた。背後で錠じようの回る音を聞きながら、直人は綾あや乃のを棗なつめのベッドに横たえた。

　綾乃以外の三人は、ぐったりとフローリングに座りこむ。どの顔にも濃い疲労の色が浮かんでいた。窓の外からは眩まぶしい午後の陽ひ射ざしが射しこんでくる。さっきまでの出来事が噓うそのように、この世界は静かだった。

　これからどうする、と訊きく者は誰だれもいない。

　皆、同じことを考えているはずだった。「赤い目」を悪夢に閉じこめたといっても、時間が経たてば犠ぎ牲せい者しやはさらに増える。

「…………直人」

　不意にベッドから声が聞こえた。三人は綾乃のいるベッドの周囲に集まった。

「起きてたのか？」

　と、直人は尋たずねた。

「……ええ、少し前から」

　目を閉じたまま、消え入りそうな声で綾乃は言った。相変わらずひどく顔色が悪い。体そのものが一回り小さくなってしまったような気がした。

「『赤い目』は扉の向こうにいるの？」

「うん……体、大丈夫か？」

　綾乃は黙っている。また眠ってしまったのかと思ったが、すぐにまた話を始めた。

「みんなに、頼みがあるんだけど」

　三人は顔を見合わせた。

「なに？　綾乃」

　と、棗が言った。

「……今すぐ、わたしを殺して欲しいの」

「え？」

　直人は自分の耳を疑った。

「手遅れにならないうちに、殺して欲しい」

　綾乃は右手を皆の前にかざした──灰色がかった指先がうっすらと透けて、その向こうが見えてしまっている。

「『赤い目』に力の大半を奪われてしまったみたい。現実の世界では存在を維持できなくなっているわ……放っておいても消えると思うけど、その前に首を斬きるなりなんなり」

「やめろ！」

　直人は思わず声を荒げた。そんなことを想像するのも嫌いやだった。

「……結けつ界かいに連れてきゃ、大だい丈じよう夫ぶだと思うぜ」

　正まさ宗むねがどこか沈んだ声で言った。

「存在の力が足りねえ、ってだけならな」

　ふと、ツグミのことを思い出した。彼女もそうやって結界の中で過ごしていた。この町にはいくつかそういう場所がある。

「じゃ、とりあえず一番近い結界に行こう」

「意味がないわ、そんなこと……今すぐ、殺してくれないと」

「なに言ってんだ。とにかくここ出て……」

　すべてが凍りついた気がした。いつのまにか綾あや乃のは目を開けて、直なお人とを見上げている。彼女の両目は真しん紅くに染まっている。「赤い目」の存在に「感染」し、この町の大通りを破壊したツグミと同じだった。

「……分かったでしょう？」

　綾乃は唇くちびるを震ふるわせた。その声は絶望に歪ゆがんでいた。

「わたしが正気でいられる時間は、もうあまり残ってないのよ」

　直人は拳こぶしを握りしめた。どう言えばいいのか分からない。言葉がなにも出てこなかった。それでも、自分がしなければいけないことははっきり分かる──「赤い目」を倒すことだ。それ以外に、綾乃を助ける方法はない。

　不意に部屋に射さしこんでくる光の色が変わった。窓ガラスが鮮やかな赤に染まっている。もちろん、まだ夕方には早い時間だった。

（この光……）

　弾はじかれたように立ち上がり、窓に駆け寄った。不吉な予感がする。この光の色は嫌いやというほど目にしたものと似ている。

　窓からは倉くら野の家の門と道路が見える。門の向こうのなにもない空間に、一本の赤い光の線が出現していた。その線は少しずつ裂さけ目のように広がっていく。

　まるで赤い目がゆっくりと開かれているかのようだった。

「まさか……」

　目を離すことはできなかった。その裂け目の向こうから、何者かの赤い腕がじりじりとこちら側に現れてくる。腕の次は肩、その次は頭──。

「……噓うそだろ」

　直人は震えながらつぶやく。

「赤い目」がこちら側に出てきつつあった。

　さっき自分たちを追ってこなかったのも当然だ。この夢ゆめ神がみは自分の力で現実の世界に出てこられる。もはや、わざわざ「あらずの扉とびら」を使う必要などない。

　ふと〈王国〉の王の言葉が直人の頭をよぎる。

（夢と現実の世界を一体化させ、どちらの世界にも君臨する王となる）

　おそらく今、目にしているのはその始まりだった。













　　　第三章　モーフィアス
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　現実の世界へ出てこようとする「赤い目」の動きは、思ったよりも緩かん慢まんだった。空間の裂さけ目は奇妙に狭く、じりじりと体を押し出すことしかできないらしい。今はやっと上半身が姿を見せたところだった。

　直なお人とたちは窓からその様子を見下ろしていた。

「……空間を安定して繫つなげられるわけじゃないんだわ」

　棗なつめに支えられている綾あや乃のがか細い声で言った。

「たとえ、出てきたとしても、あの裂け目はすぐに閉じてしまうはずよ」

　全身の震ふるえを必死に抑えていた。それでも、「赤い目」がこちらに出てくることに変わりはない。この場所へ現れたのは、自分たちを狙ねらっているからだろう。

「うちの裏から逃げられるよ」

　と、棗なつめが言った。

「とにかく下に降りよう」

　棗と綾あや乃のがまず先に立った。階段を降りながら直なお人とは必死に頭をめぐらせる。

（どうする？）

　今はとにかく逃げるしかない。しかし、出口を替える程度で、逃げられる相手とは思えない。見つかったらそこで終わりだ。綾乃がこの状態ではそう速く移動もできない。

「……わたしを置いて、逃げて」

　一階の廊下に降りたところで、綾乃が小さな声で言った。

「みんなの足手まといになるわ」

「そんなの駄だ目めだよ！　いいから歩いて！」

　棗は無理にキッチンの方へ綾乃を引きずっていく。その奥に勝手口のドアが見えた。捕まるかもしれないが、とにかく全員で裏から逃げるしかない。直人もその後についていこうとした時、正まさ宗むねがいないことに気付いた。

　振り向くと彼は廊下に立ったまま、玄関の方を向いていた。

「なにやってんだ、正宗。早くしろ」

「……俺おれ、もうちょい残るわ」

「はあ？」

「お前らはさっさと逃げろ」

　一いつ瞬しゆん、なにを言っているのか理解できなかった。

「まさか、囮おとりになる気じゃないだろうな？」

「ん、まあ、そんなもんだ」

　正宗はあっさりと認める。一瞬、めまいを起こしそうになった。

「なんでも一人でやろうとすんなって言っただろ！　第一、パンタソスもないんだぞ？」

「だからいいんじゃねーか。どっちにしろ戦えんのはもうお前一人なんだからよ。素手だって体力のある奴やつじゃねーと囮にもならねえ。死にそうな綾乃置いてくよりよっぽどマシだろ」

「だからってお前……」

　とても賛成できない話だった。このまま一人にすれば殺されるのは確実だ。誰だれかを犠ぎ牲せいにする選択など自分にはできない。

「別に死ぬ気はねーから心配すんな」

　正宗は振り返って言った。

「なんとかして、あいつをしばらく足止めしてやる。お前らはその間に『赤い目』を倒す方法を見つけろ。そういうのは俺より得意だろ、お前らの方がよ」

「でも……」

「もう、一人でなんでもやろうとはしてねーぞ。これは役割分担ってヤツだ」

　外からかすかに足音が聞こえる。直なお人とははっとした。「赤い目」が完全にこの世界に現れ、近づいてきている。このままここに留とどまっていたら、全員が殺される。

　直人は歯を食いしばった。正まさ宗むねは噓うそがつけない。死ぬ気がないというのも本音のはずだ。

「ムチャしないで適当なとこで逃げろ！　後で連絡する！」

　玄関から目を離さずに、正宗はひらひらと手を振った。直人は勝手口の外で待っている棗なつめたちの方へ走っていった。




　勝手口のドアが閉まると、束つかの間の静寂が訪れた。

「……ムチャしねーで足止めなんかできるわけねーだろが」

　死ぬ気はないと言ったのは噓ではないが、生き残る可能性が高いとも思っていなかった。

（ま、どうせ、今まで何回も死んでんだしな）

　ツグミを助けようと「赤い目」に協力した時、戦った直人たちは自分にトドメを刺そうとしなかった。二人がいなければ、「赤い目」に乗っ取られたツグミにも真っ先に殺されていただろう。さっきも間一髪で二人が現れなければ、自分は確実に「赤い目」の餌えさになっていた。

　あの二人は正宗に怒りをぶつけることはあっても、謝罪や礼を求めない。なにかの条件をつけて、取り引きをしようともしない。いつも見返りのない感情だけで動いている。きっと本人たちにとっては当たり前のことなのだろう。

　たまには自分もそういう「当たり前」のことで動いてみたかった。

　どん、と玄関のドアを軽く叩たたく音がした。

「ご丁てい寧ねいにノックなんかしてんじゃねーよ……早く入ってこい」

　そう呼びかけた途と端たん、ドアが粉々に砕くだけ、霧きりのように消失した。

「え……」

　正宗はその場に棒立ちになった。大きな穴の開いた玄関に、「赤い目」が右手をかざして立っている。

（この右手はどんな世界にあるどんなものでも分解し、存在する力を吸収できる）

　玄関の向こうにあるはずの門や門柱も抉えぐられたように消えてしまっていた。その「右手」が消したに違いない。現実の世界のものまで取りこめる夢ゆめ神がみがいるとは思ってもみなかった。

「あら、お前だけなの？」

　と、夢神は言った。

「他ほかの者たちは、どうしたのかしら」

「ここにはいねーな」

　沈黙が流れる。正宗が囮おとりだということを悟ったようだった。「赤い目」は家の中に一歩足を踏ふみ入れた。

「やがて、わたしはすべてのものを手に入れるわ……お前たち『扉とびらの民たみ』をすべて消した後で」

　そう言って彼女は微笑ほほえんだ。

「ただ、お前たちを誰だれから消すか、まだ決めていないのよ。他ほかの者の居場所を言ってくれたら、お前を消すのは後回しにしてもいいわ。わたしが『番ばん人にん』を狩かっている間に、お前はわたしを殺す方法を探せばいい。まだ、ツグミの仇あだを討ちたいと思っているでしょう？　もちろん、断れば今すぐこの場で消してあげる……どうかしら？」

　一いつ瞬しゆん、笑いを浮かべそうになってしまった。「赤い目」を殺そうとした時に、自分が言ったことと少し似ている。「赤い目」を謝らせようとして、結局殺す機会を逸いつしてしまった。

　条件をつけて従わせようとしても、うまくいかない。

　直なお人とたちなら、こんなことをしないだろう。

「そーだな。俺おれは……」

　正まさ宗むねはゆっくりとレンズの割れたサングラスを外した。

「ツグミ姉ねえの仇を今でも討ちたい」

「そう。だったら……」

「でも、それをやる人間は、もう俺じゃなくてもいい」

　サングラスを「赤い目」に向かって軽く放り投げた。すっと右手が上がり、音を立ててサングラスが砕くだけ散った。注意が逸それたその一瞬に、両手が床に付きそうになるほど背を屈かがめて、「赤い目」の足元をすり抜けた。そして、そのまま門の外に飛び出す。

（……あった）

　多分あるだろうと思っていた。綾あや乃のの乗ってきたクロスバイクだった。正宗はそれに飛び乗ってペダルを踏ふみこんだ。これで少しは距離が稼かせげる。しばらく走ってから振り向くと、道路に出た「赤い目」が自分に向かって疾しつ走そうしてくるところだった。

（それでいい）

　できるだけ長い時間、この夢ゆめ神がみを自分に引きつけておく必要があった。




　綾乃の最初の発作が始まったのは、棗なつめの家を出てしばらく後のことだった。直人に背負われていた彼女の体内で、突然なにかが煮にえたぎり始めたようだった。

　息をするのも苦しい。顔をしかめてぎゅっと目を閉じた。これも体内に入りこんだ「赤い目」の影えい響きようだった。

「綾乃、どうかしたのか？」

　直人が不審そうに振り返った。いつのまにか、彼のシャツの肩を握りしめていた。

「……なんでもないわ」

　苦痛はゆっくりと引いていく。きっと、すぐに同じことがあるだろう。いつ正気を失うことになるのか分からなかった。

「苦しかったら、言ってね」

　と、棗なつめが言った。彼女は後ろからついてきている。

　三人は飯いい見み町ちようの丘きゆう陵りよう地ちの坂を上がっている。そこに夢ゆめ神がみのための「結けつ界かい」があるらしい。

（殺してくれてよかったのに）

　本気でそう思っていたが、直なお人とは「『赤い目』を倒せば、全部元通りになる」の一点張りだった。彼女が恐れているのは、正気を失った自分が誰だれかに襲おそいかかることだった。親身になってそばにいてくれる者──直人や棗のような──ほど危険だ。それに、「赤い目」によって狂わされた夢神は、自分の秘めた力をも解放してしまう。ここにいる二人にはとても止められないだろう。

「……麟りん堂どうくん、大だい丈じよう夫ぶかな」

　棗の声が聞こえる。

「あいつだったら、大丈夫だろ」

　直人は前を向いたまま言った。本当は心配しているのが声で分かる。自信ありげに足止めをすると言ったらしいが、武器もなしに「赤い目」と渡りあうなどできるはずがない。

（わたしが残ればよかった）

　正まさ宗むねは綾あや乃のの代わりに残ったのだろう。彼女なら「赤い目」を倒す方法を見つけ出せるかもしれないと思ったに違いない。

　しかし、綾乃にもどうすればいいのか見当がつかなかった。残り少ない時間で、今の自分にできることがあるとはとても思えなかった。

　その時、直人が立ち止まった。

「……着いたぞ」

　顔を上げた綾乃は目を瞠みはる。坂の中腹に建っている二階建ての家。白いフェンスの向こうに芝しば生ふに覆おおわれた小さな庭がある。新しくはないが居心地はよさそうだった──昔とちっとも変わっていない。そういえば、この場所も正宗の持っていた地図にしるしがついていた。

　今は誰も住んでいないらしい。空き家のようだった。

「ここって普通の家だよね？　神社とかじゃなさそうだけど」

　棗が不思議そうに尋たずねる。

「うん……ここは、俺おれが小さい頃ころ住んでた家なんだ」

　と、直人が答える。綾乃がこの世界に現れ、直人と初めて会った場所だった。
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　正宗は力いっぱいでクロスバイクのペダルを踏ふんでいる。どこに向かうか深く考えている余裕はない。上り坂や行き止まりを避けるので精一杯だった。

「赤い目」は少しずつ距離を縮めてきている。人間離れしたスピードだが、全力疾しつ走そうだとはとても思えない。正まさ宗むねをいたぶっているだけなのかもしれない。

　今、彼はどこかの学校に近い桜並木を疾しつ駆くしている。さすがに足の筋肉が悲鳴を上げつつあった。こうして逃げ回るのも限界がある──。

（……げっ）

　迫ってくる次の交差点を見て、ついブレーキをかけそうになった。このあたりでは珍しく四車線の広い道路にぶつかっているのだが、多くの車でひしめき合って渋じゆう滞たいに近い状態だった。

　この町を通りすぎて都心へ行く裏道の一つらしい。おそらく、他ほかの土地から来た車が交通規制の影えい響きようを受けているのだろう。停とまるわけにはいかない。無理にでも道路の反対側へ渡るしかなかった。後ろからは「赤い目」が迫ってきている。

　正宗は本能に逆らって、減速せずに交差点に乗り入れる。バンパーとバンパーの間をすり抜けるように一気に道路を渡った。

　ほっと息をつきかけた時、背後から聞こえていたけたたましいクラクションがふっと立ち消えた。思わず振り向くと、「赤い目」の右手が行く手を遮さえぎる車を消していくところだった。乗っていたはずの人間まで跡形も残っていない。後ろから来た車が慌あわてたように急停止し、さらに激しい衝しよう突とつ音おんがいくつも重なって聞こえてきた。交通事故が起こってしまったらしい。

「マジかよ……」

　正宗は声を上げた。このまま自分が逃げ回っていると、さらに巻き添えを食う人間が増えるかもしれない。それに、もう体力も限界に近い。

　ふと、自分がどこを走っているのか気付く。賭かけに出るタイミングは今しかなさそうだ。彼は覚悟を決め、大きくハンドルを切って狭い路地に入った。




　正宗を追って角を曲がった「赤い目」は、道路の行き止まりにある鳥とり居いに気付いた。その柱に彼が乗っていた自転車が立てかけてある。

　そこは「宮みや守もり」の家だった。

　奥に走っていく正宗の姿が見える。彼が向かっているのは、庭の隅すみにあるプレハブ小屋だった。

　少し遊びが過ぎたかもしれない。この新しい肉体の「出来」を確かめる意味合いもあったが、必要以上に手間をかけてしまった。

　彼女はプレハブ小屋の前で立ち止まる。正宗はこの中に逃げこんだようだった。右手を戸にかざす──夢であれ現実であれ、その世界にあるものはすべて「存在する力」を持っている。彼女の手はそれを根こそぎ吸収できる。その能力が一度発動すれば、それに抗あらがえるものはないに等しい。

　この建物をこの世界に存在させている「力」が、右手の中に流れこんでくる。ぱん、と音を立てて壁かべと屋根が消失する。後にはわずかな家具が残っただけだ。まるで演劇の舞台のようだった。

　しかし、肝かん心じんの正まさ宗むねの姿が見当たらない。ここに逃げこんだのを確かに見た。こうも鮮やかに姿を消せるはずがない。彼女は周囲を見回し──そして、地面にある鉄の扉とびらに気付いた。




　俺おれの秘密基地アジト




　その言葉は特に「赤い目」の関心を引き起こさない。右手で扉を消し、現れた地下への穴を見下ろした。

　口元に笑みが浮かんだ。こんな手でごまかせると思ったのだろうか。

　彼女は赤い髪をなびかせて、一気に穴の底へ飛び下りる。短い通路の先に、明かりの点ともった小さな部屋があった。

　中央には白いビニールクロスのかかったテーブルがある。正宗はそこに肘ひじをついて、肩で息をしていた。やはり、ここに隠かくれてやり過ごすつもりだったらしい。彼女の存在に気付くと、正宗は弾はじかれたように立ち上がった。

「やっと見つけたわ」

　と、「赤い目」は言った。

「なんでここが分かった？」

　彼女はゆっくりと近づいていった。もうそろそろ余興は終わりだ。

「……『番ばん人にん』たちがどこへ行ったのか、教える気はないかしら？」

「そんなもんお前……言えるか、バカ」

　正宗は歯を食いしばって顔を逸そらす。以前は愚おろかで扱いやすい少年だったのに、「番人」に出会ってから変わってしまった。

「では、苦痛を与えるしかないようね」

　そう言って右手を掲げる。時間が多少かかってもやむを得ない。まずは五体の一部を消すところから始めるつもりだった。人間がどの程度の苦痛に耐え、どこで正気を失い、どこで絶命するか、彼女は知りつくしている。最初にこちら側の世界へ来た時も、封印から解かれた後も、多くの人間に苦痛を与えてきたからだ。

　青ざめた顔で正宗は後ずさりをしようとする。彼女の右手がその腕をつかんだ。まずはこの腕から──。

「なに……？」

　彼の腕は消えなかった。「赤い目」の能力は発現していない。

「……やっぱり、力が使えねーんだな」

　正宗はにやりと笑った。

「お前、自分がどこにいるのか分かってねーのか？」

　不意に「赤い目」は自分たちのそばにあるものが気になり始めた。白いクロスのかかったテーブルが、この部屋には不釣つり合いに大きい。

「この世界にはお前がその右手を使えねー場所があるだろ？」

　彼はばっとテーブルクロスを取り去った。そこにあるのはテーブルではない。黒い光こう沢たくのある材質でできた細長い台──これは黒こく檀たんの寝台だ。

「ヒュプノスの……神殿……」

　町外れの地下の「結けつ界かい」に置かれていたものにそっくりだった。長い年月、彼女を封印していた場所にあったもの。どうしてここにもあるのか。

「まさか……」

「やっと分かったか」

　と、正まさ宗むねは笑った。

「ここは夢ゆめ神がみのための予備の牢ろう屋やだ……多分な。お前の他ほかにも夢神が来るんだから、こういう場所もいくつか必要だろ？」

　正宗は勝ち誇ったように言った。そういえば、ここも「結界」の一つだ。しかも、現実の世界に来た夢神を管理・保護する「宮みや守もり」の家。

「つっても、俺おれもうちにあることを知ってただけで、なんに使うのかはつい最近まで知らなかった。ツグミ姉ねえもこんなとこに住んでなかったしよ……だから、俺が秘密基地アジトにしてたんだ。その入り口の上にあの小屋を建てたってワケだ」

　ふと、正宗がなにかを手にしていることに気付く──スイッチのついた小さな機械だった。外側をビニールテープで巻いてあるだけの雑な代しろ物ものだ。

「これで、お前は当分地上に戻れねえ」

「お前……！」

　やっと正宗の意図が分かった。彼女は素早く動き、体当たりをすると同時にあっさりと機械を奪い取る。正宗の体は壁かべに向かって弾はじき飛ばされた。

（よし、これで……）

　すでにスイッチは動かされていた。

　次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに出口が崩くずれ落ち、彼女は完全に閉じこめられた。




　背中から壁に激突した正宗は、ずるずると床に座りこんだ。

　体がまったく動かない。

　どうやら何本か骨が折れているらしい。息をするたびに胸全体が軋きしむように痛む。それでも彼は満足だった。

　はしごに続く通路の天井はほとんど崩れているはずだ。「赤い目」の身体能力なら地力で脱出することもできるだろうが、それなりに手間がかかるだろう。

（後は頼んだぜ……直なお人と）

　と、心の中で呼びかける。もう自分にできることはすべてやった。

　まだ「赤い目」は黒い台のそばに立ちつくしている。なにを考えているのか分からないが、怒り狂っていることだけは間違いない。

（ま、タダじゃ済まねーな）

　この作戦の最大の欠点は、爆発の時に地下に留とどまらざるを得ないことだった。しかし、自分を餌えさにしなければ、用心深い「赤い目」がここまで入ってくることもなかったはずだ。

　これから自分の身になにが起こるのか、あまり想像したくなかった。

「ん……？」

　正まさ宗むねは「赤い目」が肩を震ふるわせていることに気付いた。かすかな声を上げている──最初は怒りの表現だと思った。しかし、その声が徐々に大きくなるにつれ、そうではないと分かった。

　夢ゆめ神がみは笑っている。

　喉のどを鳴らすだけだったその声は、やがて耳に突き刺さるような哄こう笑しように変わった。しかも、いつまでもいつまでも終わらない。体の動かない正宗には耳を塞ふさぐこともできなかった。

　その笑いは狭い地下室の中で反はん響きようし続け、やがて意味すらなさない轟ごう音おんと化した。ついに耐えきれなくなった正宗は、自分の耳にすら聞こえない悲鳴を上げ始めた──。

　それからどれほどの時間が経たったのか分からない。束つかの間、気を失っていたのかもしれない。ふと我に返ると、正まさ宗むねの目の前に「赤い目」が立っていた。もう彼女の笑いも止やんでいる。麻ま痺ひしていた聴ちよう覚かくがゆっくりと元に戻ってきた。
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「……お前を見直したわ、『宮みや守もり』」

　と、夢ゆめ神がみは一点の曇くもりもない笑顔で言った。

「ここまでの知恵と勇気があるとは思っていなかった。素晴らしい人間ね、お前は」

　手放しの賛辞に戸惑った。どこまで本気で受け取っていいのか分かりかねた──正宗は注意深く相手を観察する。表情は笑い出す前とあまり変わらない。しかし、彼女の体の輝きはさっきよりも強くなっている。

「この『封印』の中心は、ヒュプノスの寝台なの。あれにはわたしたちの能力の発現を抑制する効果があるのよ……でもね」

　特に右手の輝きが強い気がする。それに呼応するように、かすかに地下室の壁かべが揺ゆれ始めていた。

「わたしが考えていなかったと思う？　お前たちがわたしを封印しようとするかもしれない、という程度のことを」

　正宗は大きく目を見開いた。壁だけではない。部屋の中心にある寝台も震ふるえている。いや、むしろ寝台の震えがこちらに伝わっているのかもしれない。

「この『封印』を破る方法があるってのか……？」

「『方法』ではないわ。単純な『力』よ。力が封じられているなら、より強い力で封印を破壊するしかない……お前たち『扉とびらの民たみ』も、そうやって力を解放しているでしょう？　わたしはそれができるだけの体を作ったわ。長い時間をかけて」

「え……？」

　もう少しで聞き流してしまうところだった。正宗は「赤い目」の顔を見上げた。

「俺おれらがなにを解放してるって？」

　答えはかえってこない。右手の光はますます強さを増した。もう目を開けているのも難しかった。

（今、なんか……）

　大事なことを聞いた気がする。直なお人とたちにどうしても伝えなければならないようなこと。

「だから、この一帯はこれから消えるわ……お前のせいで」

　一いつ瞬しゆん、正宗は啞あ然ぜんとした。

「なに言ってんだ、お前……？」

「より強い力で封印を破壊する、と言ったはずよ。それがどういうことか分からないのかしら？」

　この夢神が今の力を一気に解放すればどうなるか──爆発のイメージが頭をよぎり、背筋が震えた。

「お前は確かに素晴らしい人間だわ」

　と、「赤い目」は言った。

「見事にわたしをこの罠わなに誘さそいこんだ……右手の力を完全に解放しなければ、わたしはここから出られない。仕方がないでしょう？」

「やめろ！」

　彼は大声で叫んだ。この近所に住んでいるのは、子供の頃ころから知っている人たちばかりだ。しかし、もう「赤い目」は答えようともしない。彼は右手の光を震ふるえながら見つめる。自分にはこの夢ゆめ神がみを止めることはできない。しかし、他ほかになにかできることがあるはずだ。

　自分ではない他の誰だれかが、この怪物を倒すために。




　突然、震え続けていたヒュプノスの寝台が音を立てて散った。

　正まさ宗むねの体、地下室、地上の焼け跡、鳥とり居い、近所の家々、そこに住む人々。

　──すべてが消失した。




　　　　　　　　　３




　直なお人との父の孝たか臣おみが、最後に綾あや乃のを訪ねてきたのは事故に遭あう数日前だった。現れた時から少し様子がおかしかったと思う。普段よりも言葉少なで、椅い子すに座ったまま物思いに耽ふけっている様子だった。

「……わたしは、『赤い目』に狙ねらわれているかもしれない」

　なんの前まえ触ぶれもなく、孝臣は言った。地味なスーツを着た背中がいつもより小さく見える。体全体から力が失われているような印象だった。真剣な表情でくわえているのは煙草たばこではない。小さな棒つきのキャンディーで、綾乃の好物と同じものだった。

「『赤い目』……？」

　と、綾乃は訊きき返す。今まで夢神について色々と教わってきたが、初めて聞く言葉だった。

「夢神の名前ですか？」

「まあ、そうだね。夢神と言っていいと思う……今でも」

　孝臣がこういう曖あい昧まいな言い方をするのは珍しい。口数が少ない分、いつもは簡潔ではっきりした言葉を好む人だった。

「できれば関かかわらない方がいい。奴やつはとても危険だ……君や直人の前に現れないことを祈るしかない」

　孝臣は立ち上がった。内ポケットから大きな黒い鍵かぎを出して、綾乃の手に握らせる。

「これを預かってもらえないか？　しばらく、わたしの手元にない方がいいような気がする」

「どういうことですか？」

　この鍵かぎは「番ばん人にん」にとってなによりも大切なはずだ。今まで綾あや乃のに持たせたことなど一度もない。

「詳しいことは話せない……ただ、もしわたしになにかあったら、手続きを踏ふんで直なお人とに渡してもらいたい。やり方は憶おぼえているね？」

　まるで遺ゆい言ごんだった。訊ききたいことは山ほどあったが、仕方なく綾乃はうなずいた。話をできないだけの事情があるのだ。

「君のサポートがあれば、直人ならわたしより有能な『番人』になれるかもしれない……まあ、今はだいぶもっさりしているが」

「……ええ、そうですね」

　綾乃は後半にだけ同意した。




「もっさりは余計だろ……お前も同意すんな」

　直人は憮ぶ然ぜんとした表情で言った。二人は玄関タイルの上に並んで座っている。初めて会った日に遊んだのもその場所だった。棗なつめは庭の隅すみで電話をしている。町がどうなっているのか、知人から話を聞いているらしい。

　今は「赤い目」を倒す方法について話し合っていた。孝たか臣おみが「赤い目」を倒す寸前まで行ったのは間違いない。その方法を知っているはずだ。孝臣と綾乃の最後の会話に、その手がかりがあるかもしれないと思ったのだ。

「つまらないこと気にしてるんじゃないわよ。本当にもっさりしてたんだから仕方ないでしょう」

　綾乃は素っ気なく言った──しかし、今はそんな風に思っていない。この数ヶ月で直人は「番人」として大きく成長した。孝臣よりも有能、というのもありえない話ではないかもしれない。

（別に、わたしがいなくなっても）

　彼女は玄関のドアにぐったりともたれている。なるべく直人に分からないようにしていたが、さっきから何度も発作を繰り返している。ツグミよりも症状の進行がずっと早い。残された時間はそう長くなかった。

　正気を失う前に死なせて欲しかったが、直人たちは決して受け入れないだろう。だとしたら、自分でどうにか始末をつけるしかない。

「今思うと、あの時もうおじさまは『赤い目』と戦った後だったのね。でも、完全には倒しきれなかった……だから、わたしやツグミに警告をしたんだと思う」

「なんでもっとはっきり話さなかったんだろうな。『赤い目』のこととか」

　綾乃はふっと微笑ほほえみそうになった。確かに直人なら包み隠かくさず話すかもしれない。彼が弱いからではない。他者への信頼がそうさせると思う。

「おじさまは難しい立場にいたと思う。『赤い目』の影えい響きようが誰だれにどんな風に及ぶか、分からない状態だったんだもの。夢ゆめ神がみのわたしやツグミに最低限の話をして、直なお人とや水みず穂ほには黙っている……そういう配はい慮りよをしたんじゃないかしら」

「配慮したって、死んじまったら意味ないな」

　と、直人はつぶやいた。

「難しい立場でも、助けを求めて生き残った方がずっといい」

　綾あや乃のは目を逸そらした。なんとなく、自分への言葉のような気がした。彼女が黙っていると、再び彼は話を続けた。

「その後で『赤い目』は親父おやじを殺した、ってことだよな。その話だと」

「そうね。わたしやツグミへの口ぶりでははっきり自覚してなかったみたいだけど、事故を起こしたのもきっとそのせいだわ」

　あくまで推測でしかないが、それが一番筋の通った説明だと思う。

「……いや、でもなんかそれおかしくないか？」

　と、直人は言った。綾乃は目を瞬しばたたかせた。

「どういうこと？」

「だって『赤い目』は完全に死んでない、ひょっとすると自分の周りにいるかもしれないって状況だろ。なんでそんな時にモーフィアスをわざわざ手放すんだ？」

「それは……」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。そういえば、孝たか臣おみは預ける理由も口にしていなかった。

「万が一、自分の身になにかあった時に、なくなってしまったら困るからじゃない？　数少ない黒い鍵かぎなんだから」

　それでも直人は納なつ得とくのいかない様子だった。

「でも、万が一の時のために必要なもんじゃないのか？」

「……そうね」

　言われてみると、直人の言うことにも一理ある。

（わたしの手元にない方がいいような気がする）

　あの言葉は、モーフィアスが自分にはふさわしくないと言っているようにも聞こえる。手元に置いておく資格がないかのような──いや、「番ばん人にん」の孝臣がそんなことを考えるはずがない。

　不意に直人の携帯がメールの着信を告げた。携帯を出した彼の顔色が変わる。

「正まさ宗むねからだ」

　綾乃はどきりとした。自分たちと別れてから一時間近く経たっている。

「なんて書いてあるの？」

「……いや、よく分からん」

　と、直なお人とは綾あや乃のに画面を見せた。




『力で封印を』




　本文はそれだけで、件名もなにもない。

「これは……」

　ぎりぎりの状況で出したメールであることは確実だ。意味のない内容だとは思えない。直人は急いで彼の携帯にかけたが、まったく通じないようだった。

「なにか、あったんだな」

　直人は表情を曇くもらせる。

「っていうか、なんなんだ。このメール」

「そうね、きっと……」

　あの夢ゆめ神がみにまつわることだ──が、そこまで言うことはできなかった。

　彼女は短い悲鳴を上げて頭を押さえる。さっきとは比べものにならないほど激しい発作だった。体内に巣くった「赤い目」の分身が暴れ回っている。きっと、本体の方の「赤い目」がなにかをしたのだ。それに反応して発作が起きている。

　自分を呼ぶ直人の声がかすかに聞こえる。それを耳にしながら、彼女の意識はゆっくりと閉じていった。




「綾乃！　綾乃！」

　直人は彼女の肩を揺ゆさぶったが、反応がなかった。どうやら完全に気を失ってしまったらしい。仕方なく玄関タイルの上に、彼女の体を横たえた。

「くそ……」

　いても立ってもいられない気分だった。まだ「赤い目」を倒す方法は分かっていない。正まさ宗むねもどうなったのか分からない。八方ふさがりだった。

「岸きし杜もりくん！　綾乃！」

　突然、庭の方から棗なつめの声が聞こえてきて、直人は伸びきった芝しば生ふの上を走った。棗は柵さくの手前に立っている。昔、遊びに来た虹にじ子こがデッキチェアを出してくつろいでいたあたりだった。そこから町の中心地を見下ろすことができる。

「あれを見て」

　棗は駅前からやや外れた住宅地の一角を指さした。ぼんやりと煙のようなものが立ちのぼっている。火事ではないらしかった。というより、煙の下には建物らしきものがまったく見えない。完全にまっさらな土地になっている。

「……ついさっきまで、あのあたりにも家があったと思ったんだけど」

　彼女の声は震ふるえている。直なお人との背中に重いものがずしりとのしかかってきた。

「あそこ、正まさ宗むねの家のあたりだ」

　正宗は「赤い目」に消されてしまった。

　さっきのメールは最さい期ごのメッセージだったのだ。
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　久く世ぜ家のキッチンには誰だれもいなかったが、隅すみにある小さなテレビが点つけっぱなしになっている。円形の更さら地ちを見下ろすヘリコプターからの映像に、「飯いい見み町ちようで今度は謎なぞの爆発・二十人以上が行方ゆくえ不明」というテロップが重なっている。ボリュームは絞ってあるが、興奮しているレポーターの声がかすかに流れている。

　キッチンに入ってきた水みず穂ほは、その映像に眉まゆをひそめる。そして、キッチンカウンターの上にあったリモコンで電源を切った。彼女はガスの元もと栓せんと窓の鍵かぎを確かめて、居間の虹にじ子このそばに戻る。

「やっぱり、戸締まり、大だい丈じよう夫ぶでした」

　と、水穂は言った。

「タクシーが来たら、いつでも出られます」

　二人はこの町を出るつもりだった。直人から電話がかかってきて、「赤い目」がこの現実の世界に出てきたことを知ったからだ。倒す方法を探しているが今は分からない、危険なので逃げて欲しい、という話だった。

　虹子は大きな体をソファに埋うずめたまま、窓の外を眺ながめている。

「外を歩いてる人が結構いるんだよ。ついさっきまではほとんど見なかったんだけどね」

　言われてみると塀へいの向こうを人々が歩いている。年齢も性別もばらばらで、互いに知り合いなのかどうかも分からない。しかし、誰もが飯見町から出る方角を目指していた。

　おそらく今まで閉じこもっていた人々が、町の外へ一いつ斉せいに出ようとしているのだろう。大勢の人々が意識不明に陥おちいったことに加えて、家々や車が消失し始めている──そのことが、住民の間にパニックを招いているらしい。

「もう、タクシーなんか来ないさ。諦あきらめた方がいい」

　虹子は苦笑いを浮かべる。タクシー会社に電話してからもう一時間近く経たっている。何度か催さい促そくの電話をかけたのだが、台数が少ない上に混雑しているので待って欲しい、と言われるだけだった。

「でも……」

　水穂はソファのそばの松まつ葉ば杖づえを見つめる。怪け我がをしている虹子に、長い距離を歩くことはできない。タクシーが来なければここを出られなかった。

「……水みず穂ほ」

　と、虹にじ子こは静かな声で言った。彼女の視線は窓の外に向いたままだ。もう日はだいぶ西に傾いている。

「あんた一人でお逃げ」

「だ、だめです！」

　つい大声を出してしまった。そんなことができるはずがない。

「あたしはこの足だ。どうせ逃げられっこない……あんただけでも町を出るんだ」

　水穂は激しく首を振った。

「みんな、残ってるのに。お兄ちゃんも、おばさんも、みんな。一人だけで、逃げたくないです」

「あのね、水穂……」

「もう一回、タクシー会社に、電話してみます」

　逃げるように廊下に出ると、携帯でさっきと同じ番号にかけた。すぐに相手に繫つながり、彼女は勢いこんで話し出そうとする。

『ただいま電話が大変混雑しております。しばらくお待ちいただくか、またおかけ直し下さい』

　無機質なメッセージが流れてくる。彼女はのろのろと携帯をしまった。

　虹子のところに戻れば、また同じことを言われるだろう。水穂は廊下の壁かべにもたれて目を閉じた。

（この町を、離れたくない）

　自分の本当の気持ちは分かっている。兄たちがいることだけが理由ではなかった。

「赤い目」もいるからだ。

　父の死を境に、色々なことが変わってしまった。自分自身の性格も変わってしまったと思う。息を引き取った時の父の姿が今も頭を離れない。どうして父を殺したのか、そのことをどう思っているのか、自分がどうしてこんな思いをしなければならなかったのか、相手の口からはっきり聞きたかった。

　そうでなければ、納なつ得とくできない。




　突然、水穂が背にしていた壁がぶるっと震ふるえた。

（地震……？）

　思わずあたりを見回し──ふと、居間から洩もれてくる赤い光に気付いた。

　まだ、夕方でもないのに。ざわざわと胸が騒さわいだ。彼女は忍び足で廊下を戻り、再び居間に入る。

　そこはもう居間ではなかった。窓も天井も壁も、家具すらもほとんど消えている。巨大な手が一いつ瞬しゆんにして家の半分をむしり取って行ったかのようだった。むき出しの床板だけがかろうじて残っていた。

「クゼー……おばさん……？」

「消したわ」

　床の上に立っている女が言った。彼女の全身は赤い光を放っている。腰よりも長く伸ばした赤い髪。一瞬、なぜか綾あや乃のが立っている気がした。顔立ちや背格好が少し似ているからかもしれない。

　彼女には両目がなかった。あるのは黒い二つの穴だけだった。頭が混乱して、今の自分が立っているのか座っているのかも分からない。

「……『赤い目』」

　ほとんど無意識のうちに、水みず穂ほはその名を口にした。

「ええ。こんにちは、岸きし杜もり水穂」

　夢ゆめ神がみは滑すべるような足取りで近づいてきた。両目がないのに、自分を見つめているのが確かに分かる。

「おばさんは……どこに、行ったの？」

「この家ごと、存在する力を奪ったわ。だから、消えたの」

　ふと、さっきテレビで見た映像を思い出した。町から建物や車が次々と消え、行方ゆくえ不明になっている人間が大勢いるらしい。虹にじ子こもそうなってしまったのだ。今から自分も消されるに違いない。

　急に震ふるえが襲おそってきた。かちかちと歯が鳴り始める。

「わたしは、お前の兄に会いたいの」

　彼女は唇くちびるの端はしに嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

「お兄……ちゃん？」

「でも、捜し回る手間をかけたくない。だから、お前から連絡を取ってくれる？　大事なことはわたしから話すわ」

　そう言って、「赤い目」は水穂の持っている携帯を指さす。水穂は黙ってうなずくと、兄からの着信履り歴れきを探した。恐怖のあまり、言葉の意味を考える余裕もなかったが、通話ボタンを押す直前でひとりでに指が止まった。

（『赤い目』に、訊ききたいことが、あった）

　だから、町を出たくなかったのだ。

「あの……」

　と、水穂は言った。

「どうして、お父さんを、殺したの……？」

　意外な質問をされた、という顔つきで、夢神は水穂を眺ながめた。

「話せば、電話をかけるのかしら」

　水みず穂ほは黙っていた。別に条件を持ち出したつもりはなかった。ただ、さっき考えていたことをそのまま口に出しただけだった。

「邪じや魔まだったから殺したの」

　どこか投げやりに「赤い目」は言った。

「それに、あの男もわたしを殺そうとしたから」

「お父さんが……？」

　父がどういう人間かはよく分かっている。誰だれかを殺そうとするなんて考えられない。

「お、お父さんは……そんなこと……」

「するわよ。お前の兄もね。モーフィアスでわたしを殺そうとしている……ひどい人間よ」

　彼女はなにも言えなくなった。納なつ得とくしたのではなく、これ以上訊きき返すのが恐ろしくなったからだ。

「……電話をかけなさい」

　水穂は黙って命令に従った。呼び出し音がほとんど聞こえないうちに、兄が電話に出る。なにを話していいのか分からない。かけさせられた理由も分かっていなかった。

『水穂だよな？　今どこにいる？』

「今は……クゼーおばさんの、うち」

『まだ町を出てないのかよ。なんかあったのか？　おばさんは？』

「おばさん、は……」

　虹にじ子こはいない。消されてしまった。そう言おうとした時、赤い手が携帯を取り上げてしまった。

「こんにちは、『番ばん人にん』」

　携帯の向こうで兄の凍りついた気配が伝わってきた。

「ええ……岸きし杜もり水穂ならここにいるわ……お前が来れば、消さずにいてもいいわよ……」

　恐怖で錆さび付いていた頭がゆっくりと働き始めた。この女は兄を呼べと言った。兄には自分を助けたければ来いと言っている。

　これは脅おどしだ──「赤い目」は兄も殺そうとしている。

（お父さん、だけじゃなく、お兄ちゃんまで）

　突然、水穂の中で今までとは違う種類の震ふるえが走った。父や兄が誰かを殺したいと思うはずがない。きっと、仕方なくこの女を殺そうとしたのだ。あまりにも沢たく山さんの人たちを、この女が殺そうとしているから。

　たった今、虹子だって消してしまった。

　突然、水穂の携帯が耳に押し当てられた。

『水穂？　大だい丈じよう夫ぶか？　今助けてやるからな』

　怒りと焦あせりと不安でいっぱいになった兄の声が響ひびいてくる。携帯の向こうの表情が見えるような気がした。声を聞くうちに涙が自然と溢あふれてきた。

「『助けて』と言いなさい」

　と、「赤い目」が囁ささやきかけてきた。

「『助けに来て』とちゃんと言いなさい」

　いつのまにか、女は右手をかざしている。多分、通話が終わったら、すぐに自分は消されるのだろう。虹にじ子こや、大勢の町の人たちと同じように。

「お兄ちゃん……」

　水みず穂ほは涙声で言った。気絶しそうなほど恐ろしかった──が、同時に怒りが胸のうちにこみ上げてくる。この女がなにもかも奪った。この女がいなければ誰だれも不幸にならなかった。この女がいなければ。

「お兄ちゃん！　こいつを倒して！」

　気が付くと水穂は絶叫していた。生まれてから一度も出したことのないような大声だった。

「わたしを助けなくていい！　モーフィアスでこいつを倒して！」

　モーフィアスで殺そうとする。確かにそう言っていた。兄の持っているあの鍵かぎならこの怪物を殺せるに違いない。

　携帯が耳から離れていった。おそるおそる水穂は顔を上げる。二つの黒い穴が自分を見下ろしている。くっきりとした憎ぞう悪おが自分に向けられているのが分かった。

　赤い光を放つ右手が、彼女の顔に覆おおいかぶさる。視界と呼吸を同時に奪われて、彼女は必死にもがいた。

「……消えなさい」

　ぶるっと体が震ふるえた。水穂は悲鳴を上げようとする。しかし、そのための体はもうどこにもなかった。次の瞬しゆん間かん、彼女の意識すらも薄れて空中に四散していった。
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　妹の悲鳴はぷつりと途絶えた。

「水穂！　水穂！」

　直なお人とは携帯に向かって叫んだ。手のひらが汗で濡ぬれている。今起こったことをまだ受け入れられない。叫び続ければ返事がかえってくるような気がした。

『……今、消したわ』

　代わりに聞こえてきたのは「赤い目」の声だった。

「お前……」

　全身が怒りで煮にえたぎっているようだった。父は殺され、妹や正まさ宗むねや虹子は消された。綾あや乃のも力を奪われて正気を失う一歩手前だ。すべての元凶はこの「赤い目」だった。

（モーフィアスでこいつを倒して）

　水みず穂ほの声が耳に焼きついて離れなかった。

「お前を必ず倒す」

『いいわ……決着をつけましょう』

　相手の声にはまったく動どう揺ようがない。それも直なお人との怒りに油を注いだ。今まで数多くの人間たちに絶望を味わわせてきたのに。この夢ゆめ神がみだけは絶対に許せなかった。

『町の中心地へ来なさい。わたしたちにふさわしい場所を、用意しておいてあげる。目印があるから、すぐに分かると思うわ』




　通話を終えて振り返った直人を見て、棗なつめははっと息を吞のんだ。青ざめた顔に怒りがみなぎっている。そんな直人を見たのは初めてだった。

「あいつ……」

　庭から走り出そうとする彼を、棗はすがりつくようにして止めた。

「岸きし杜もりくん待って！　どこに行くの？」

「……『赤い目』のところだ」

　直人はかすれた声で言った。彼女はますます驚おどろいた。自分たちがどうしてここにいるのか、忘れてしまったのだろうか。

「『赤い目』を倒す方法はどうするの？　まだ見つかってないんだよ」

「そんなもんもうどうだっていい！　あいつは水穂にまで手を出しやがったんだ」

　そう言ってポケットから出したモーフィアスを握りしめる。

「水穂がこれであいつを倒せって言った。だから、多分これで倒せる」

　なにを言っているのかさっぱり分からない。とにかく説得して止めなければ。彼女が口を開きかけた時、いきなり直人に強い力で両肩をつかまれた。すぐ目の前に彼の顔がある。

「え？　ちょっと岸杜くん……？　あの……」

　目を逸そらすこともできなかった。心臓がどきどきする。顔が赤くなるのを止められなかった。

「……俺おれが戻ってくるまで、綾あや乃のを頼む」

「え……」

　呆ぼう然ぜんとする棗を置いて、直人は庭を飛び出していった。慌あわてて後を追おうとしたが、もう彼の背中は坂のはるか下にある。そして、すぐに角を曲がって見えなくなってしまった。

（どうしよう）

　なんの策も持たずに「赤い目」と戦うなど自殺行為だ。どうにかして止めなければならない。彼が死んでしまうなど、絶対に嫌いやだった。

　しかし、ここには綾乃がいる。彼女を置いていくこともできない。直人にもたった今頼まれたばかりだ。

（こういう時でも、綾あや乃ののことは忘れないんだ）

　その思いがちくりと胸を刺した。直なお人とは棗なつめの言うことにまったく耳を傾けなかった。もし、これが綾乃だったら彼を止められたと思う。直人の気持ちを誰だれよりも分かっているのは綾乃だからだ。

　突然、ゆらりと地面が波打って、棗はよろめいた。どこかから地じ響ひびきが聞こえてきた。慌あわてて庭のフェンスへと走る。ただの地震とは思えなかった。

「あ……」

　駅の周辺にあった建物がすべて消失し、土台と網あみの目のような道路だけを残した平へい坦たんな土地になっている。まるで地図が現実と化したかのようだった。その空白の中心に、巨大な細長の直方体が建っていた。ちょっとしたビルほどの高さだった。光こう沢たくを放つ黒い物質でできていて、表面には模様もなにもない。

（なんだろう、あれ）

　まるで巨大な石せき碑ひのようだった。太陽に照らされてできた長い影が、付近の家々を吞のみこんでいる。

　きっと「赤い目」のしわざだろう。あの真下にあの夢ゆめ神がみはいる。そして、倒す方法を知らないまま、直人もあの場所へ向かっている。悪い予感がさらに膨ふくらんだ。あれは「赤い目」の巣のようなものだ。あんなところで一人で戦ったとしても──。

　玄関の方から綾乃の短い悲鳴が聞こえてきた。振り向くとタイルに横たわった彼女が苦く悶もんの表情を浮かべている。

「綾乃！」

　棗は彼女に駆け寄った。

「綾乃！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　綾乃の肩を抱だき起こした。かすかに透き通った体が小刻みに震ふるえている。彼女はうっすらと目を開けて左右を見回した。

「……直人はいないの？」

　一いつ瞬しゆん、棗は動けなくなった。彼はここにいない。「赤い目」との無む謀ぼうな戦いに向かってしまった。それをどう伝えたらいいだろう。

「あのね、岸きし杜もりくんは、今……」

　また、綾乃の顔が苦しげに歪ゆがんだ。ふと、棗はまだ続いている地鳴りを意識した。綾乃の苦痛はこの地鳴りと連動している気がする。

（「赤い目」のせいなんだ）

　あの夢神が力を使うたびに、綾乃に影えい響きようが及んでいるに違いない。これは「赤い目」の攻撃のようなものだ。

「棗なつめ……わたしね」

　と、綾あや乃のがつぶやいた。

「もう駄だ目めだと思う……多分」

　彼女は遠い目をしている。その弱々しさが棗の不安をさらにかき立てた。

「だから、わたしを死なせて欲しい……その方が、いい」

「そ、そんなこと、できないよ！」

「………………そう、分かった」

　突然、綾乃は体を起こすと、手をついてふらりと立ち上がった。啞あ然ぜんとする棗を残して、頼りない足取りで門へ向かって歩いていく。

「待って！　どこへ行くつもりなの？」

「……なんとかして、なるべく早くこの肉体を破壊する方法を探すわ。これ以上ここにいると、棗にもなにをするか分からないから」

　綾乃は聞き取りにくい声で言った。

（自分で死ぬつもりなんだ）

　夢ゆめ神がみは現実の世界のもので殺すことはできない。肉体を破壊することができるだけだ。その後は、幽ゆう霊れいのように意識だけの存在となって、この世界を彷徨さまようようになる。

（行くなって言わなくちゃ）

　それでも言葉が出なかった。ここにいれば彼女は正気を失う。棗の手で死なせることもできない──どうしたらいいのか分からない。

（本当に大事な気持ちは、口に出して伝えないと駄目なの）

　なぜか、病院で聞いた母の言葉がとっさに浮かんだ。

「棗……前にも言ったと思うけど」

　綾乃は背を向けたまま言った。

「直なお人とをお願いね」

　その名前を聞いた途と端たん、雷に打たれたような衝しよう撃げきが走った。胸の奥に溜ためこんだ色々な思いが渦を巻いた。棗は転げそうになりながら綾乃に駆け寄ると、後ろから飛びつくようにして首筋にしがみついた。

「え？　ちょっと……」

　力なく座りこんだ綾乃に、棗はほとんど馬乗りになった。

「……自分がいなくなる話ばっかりしないでよ」

　棗は震ふるえる声で言った。溢あふれ出した涙が綾乃の顔に落ちる。彼女はいつのまにか泣き出していた。

「諦あきらめきった顔しないでよ。まだ生きてるくせに、死ぬことばかり考えないでよ。そんな顔でわたしに頼み事しないで！　やらなきゃいけないことがあるのは、わたしじゃなくて綾乃なんだから！」

　彼女は涙を拭ぬぐった。

「このままだと、岸きし杜もりくんは帰ってこないよ。死ぬかもしれない」

　綾あや乃のの顔色が変わった。

「どういうこと？」

　強引に綾乃の腕を取って立ち上がらせると、巨大な黒い直方体が見える場所まで連れて行った。

「あれは……？」

「岸杜くんはあそこに行ったんだと思う。『赤い目』と戦うために……倒す方法も、まだ分からないのに」

　綾乃の目に力が戻ってきた。まだふらついてはいるが、きちんと自分の足で立っている。

「あのバカ、どうしてそんなことしたの？」

「水みず穂ほちゃんが『赤い目』に消されたの。それを知って逆上して……わたしの言葉は聞いてくれなかった。でも、綾乃の言葉だったら……」

　しばらくの間、綾乃は口元に手を当てて考えこんでいた。やがて青ざめた唇くちびるの端はしにかすかな笑みを浮かべた。

「つまり、わたしに直なお人とに思いとどまるよう説得しろということ？　わたし自身が、正気を保つのも難しいのに？」

　棗なつめは無言でうなずく。自分が無茶なことを言っているのは承知していた。しかし、それが彼女の本音だった。綾乃には死ぬことばかり考えて欲しくない。直人には死んで欲しくない。

「……分かったわよ」

　綾乃は携帯を出して直人にかける──棗は息を詰めてそれを見守ったが、いつまで経たっても話は始まらなかった。

「直人、着信に気が付いてないみたい」

　棗は絶句した。それでは彼を止めようがない。

「肩を貸して、棗」

　と、綾乃が言った。

「え？」

「直接会って連れ戻すしかないわ。追いつけるかどうか分からないけど、行ってみましょう」

「でも……そんなことしたら……」

　今でさえ綾乃の体の輪りん郭かくはかすかにぼやけている。この結けつ界かいの外では、どれだけ保もつか分からない。徐々に存在が薄れ、拡散していってしまうはずだ。

「あれのそばに行って、戻ってくるぐらいの余裕はあるわよ。どっちにしたって、直人を止めるには他ほかに方法がないんだから」

　棗なつめは町を見つめる。こうしている間にも、どんどん時間が過ぎ去ってしまう。綾あや乃のの言葉通りにするしかないようだった。

「……うん、分かった」

　綾乃の腕を肩に回して、棗は門から外へ出た。あの黒い直方体のある場所へ向かうルートは限られている。直なお人とが途中のどこかで足を止めてくれたら、ひょっとして追いつけるかもしれない。

　直人を死なせたくなかった。

「綾乃……」

　早くも息を切らせながら、棗は言った。もう一つだけ綾乃に話しておきたいことがあった。

「……わたしはね、岸きし杜もりくんが好き」

　綾乃の腕からかすかに動どう揺ようが伝わってくる。それでも、彼女はなにも言わなかった。

「綾乃が帰ったら、付き合えるかもしれないって思ったこともあるんだ。でも、本当にそうなって欲しいわけじゃない……綾乃の代役で岸杜くんと一緒にいられても、全然嬉うれしくないんだから」
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　直人は坂を下りきったところで、巨大な黒い直方体が出現するのを見た──あれがさっき電話で聞いた「目印」に違いない。あの下に「赤い目」がいるはずだ。

（水みず穂ほたちを取り戻すんだ……今まで、消された人たち全部）

　頭の中にあるのはその思いだけだった。

　その直方体に近づくにつれて、通りは騒さわがしくなっていく。途中で何度も避難しようとする人々の流れに逆行しなければならなかった。直方体の周囲に広がる空白の土地にたどり着くまで、思ったよりも時間がかかってしまった。

　道路の途切れた場所に何台かのパトカーが停とまっていて、警察官らしい集団が見える。さかんにどこかと連絡を取り合っているようだった。誰だれも直方体の方へ行こうとはしていない。

　おそらく、なんなのか分からない状態では、近づけないのだろう。

　この道路からは入れそうもない。直人は角を曲がって路地に入ると、見知らぬ家の門を開けて中に入った。道路は封鎖されていても、民家の敷しき地ちは別だ。直人は半分ほど消失し、傾きかけている一戸建てのそばをすり抜け、まっさらな土地に足を踏ふみ入れた。

　誰かの声が背後から聞こえる。ここを取り囲んでいる警察官たちが呼びかけているのかもしれない。しかし、直なお人とは振り返りもせずに歩いていった。

　足元から影が長く延びている。太陽は西の空に沈みかけていた。

　町は黄昏たそがれの時間を迎えつつあった。

　間近で見ると、黒い直方体は幅が広いわりに奥行きがほとんどない。形状は巨大な石せき碑ひといったところで、なめらかな表面には模様一つなかった。ちょうど真ん中あたりに、一本の筋がうっすらと縦に走っているだけだ。

　直人はあたりを見回す。「赤い目」がいる様子はなかった。しかし、場所はここのはずだ。これ以上の「目印」など考えられない。

「『赤い目』！　出てこい！」

　と、彼は叫んだ──それでも返事はない。もう一度、周囲に視線を走らせた時、突然頭上から気配を感じた。見上げると赤い光の塊かたまりが降ってくるところだった。

「くっ……」

　直人は横に回転してかわした。地じ響ひびきとともに「赤い目」が着地する。どうやら、この直方体の上で待っていた様子だった。

「…………やっと来たのね、『番ばん人にん』」

　夢ゆめ神がみの体の光はさっきより強い。きっと、大量の「力」を取り入れたからだ。胸の内に怒りがこみ上げてきた。

「お前の中に、水みず穂ほや正まさ宗むねもいるのか？」

　彼はモーフィアスを抜いて構えた。

「二人の意識がどこに行ったのかは知らないわ。ただ、彼らを存在させていた『力』はわたしの中にある。これを構築するのに役立ってくれた」

　彼女はそう言って、背後にある巨大な物体を指さした。直人はぎりっと歯を食いしばった。

「……こんな『目印』出すことに、水穂たちを使ったってのか？」

「これはとても大事なもの……わたしが右手で『力』を吸収していたのも、これのためよ」

　直人は「赤い目」の右手を凝ぎよう視しする。気をつけなければいけないのはあの右手だった。すべてのものから「力」を吸い取り、四散させる能力。それさえ避よければ、モーフィアスでこの夢神を倒せる。

「そろそろ、始めるつもりかしら？」

「ああ」

　こいつを倒して、必ず皆を元に戻す。直人は地面にモーフィアスを突き刺した。横倒しになった黒い「あらずの扉とびら」が現れる。〈王国〉へ通じるこの扉を開くことで、「番人」は高い身体能力を得ることができる。

「そんな扉を、開くつもりなの？」

　夢神は首をかしげている。その質問に直人は答えなかった。ひょっとすると陥おとしいれるつもりかもしれない。黙って鍵かぎを回そうとした時、「赤い目」はさらに言葉を続けた。

「そんなもの、わざわざ必要ないわよ」

　直なお人とは相手を見返す──しかし、胸の中では不安が広がっていた。一体、なにを言おうとしているのだろう。

「〈王国〉への扉とびらなら、もうあるでしょう？　わたしとお前の戦いにふさわしいものが」

「……なに言ってんだ」

　彼はつい反応してしまった。

「扉なんてそんなもの……」

　どこにもねえだろ、という言葉を途中で吞のみこんだ。彼は目の前にある巨大な直方体を見上げる。そこからかすかな地じ響ひびきが伝わってきた。中心を走っている縦の線が、少しずつ深くなっている。

「まさか……これが……」

「あら、今まで気が付かなかったの？」

　と、「赤い目」は笑った。その直方体は中心の線から二つに割れて、奥に向かってゆっくりと開きつつあった。その向こうにあるのはこの現実の世界ではない。白い霧きりのような物質が充満した世界。

　あまりにも巨大な「あらずの扉」だった。こんなもので二つの世界を繫つないだら、どんなことが起こるのか想像もつかない。

（夢と現実の世界を一体化させ、どちらの世界にも君臨する王となる）

　それが「赤い目」の目的──この扉を開けることがその到達点なのだ。

「この扉が開ききるまでに、まだ少し時間があるわ」

　そう言って、夢ゆめ神がみは微笑ほほえんだ。

「わたしを殺すか、絶望して自殺するか、どちらか好きな方を選びなさい」




　綾あや乃のと棗なつめは家々の間から突き出ている黒いものを目指して歩いていた。遠くからでもよく見えたが、いくら前に進んでもなかなか近づかない気がする。

（……もし、直人と「赤い目」が戦いを始めてしまっていたら）

　綾乃は唇くちびるを嚙かみしめる。自分にも止められないだろう。今は歩くこともおぼつかない。自分の正気がどこまで保もつかも分からなかった。

　それでも、今は前に進むしかない。

　いつも直人と一緒に戦ってきた。そばにいて彼の危険を引き受けてきた。こんな風に離れることはなかった。自分に意識があれば、一人で行かせることはなかったと思う。

「直人、モーフィアスで『赤い目』を倒すって言ったのよね」

　肩を支えている棗に言った。結けつ界かいを出てから、ずっとそのことが引っかかっていた。どうして、直なお人とはそんな風に思ったのだろう。正まさ宗むねのパンタソスが破壊されるのを目の前で見ていたのに。

「わたしにも分からないけど……水みず穂ほちゃんがそう言ってたみたい。モーフィアスで赤い目を倒して、って」

「水穂が？」

　綾あや乃のはますます首をかしげる。水穂はモーフィアスのことをよく知らないはずだ。自分たちもさほど説明した記き憶おくはない。そんなことを言った理由が分からなかった。

（力で封印を）

　ふと、正宗のメールの内容が頭に浮かんだ。おそらく、消される間ま際ぎわに彼が出したメール。

　水穂が消された時と同じように、そばに「赤い目」がいたはずだ。

（ひょっとして……）

　二人とも「赤い目」から知り得たことを自分たちに伝えようとしたのかもしれない。それがあの夢ゆめ神がみを倒す方法だとすると──。

「……ごめん、綾乃……ちょっと休ませてもらっていい？」

　不意に棗なつめが立ち止まった。息が上がって、顔色も悪くなっている。

「ごめん。なんだか体が動かなくて……岸きし杜もりくんに追いついてないのに……ごめん」

　彼女はそう言ってガードレールに手をついてしまう。無理もないと思った。あの家からここまで、ずっと自分を支えてきたのだから。

「……そうね。少し休みましょう」

　二人は腰を下ろす。綾乃の方も疲れきっていた。

　ふと、反対車線の歩道にいる若い男女が目に入った。二人は苦しそうに膝ひざをついて、互いに肩を寄せ合って話をしている。体の自由が利きかないようだった。

　綾乃はよろよろと立ち上がると、ガードレールから身を乗り出して反対車線の歩道を見渡した。何十人もの人々が、その場に座りこんで動けなくなっている。おそらくあの黒い直方体の周辺から避難してきた人たちだろう。

　人間が自分の意思で体を動かせない。

　まるで悪夢の中だった。

　彼女は例の黒い物体を見上げる。さっきまでと様子が違っていた。中心で二つに割れ、観かん音のん開きの扉とびらのようにゆっくりと開きつつあった。周辺の大気が汚染されたように赤く染まっている。

　綾乃は瞬しゆん時じにその正体を悟った。

「……『あらずの扉』だわ」

　夢と現実の世界が繫つながりつつある。棗たちもその影えい響きようを受けているのだ。あの扉を開いたままにしていれば、この世界が壊れるかもしれない。

「岸きし杜もりくん、あそこにいるよね」

　棗なつめも扉とびらを見つめている。きっと、もう戦いは始まってしまっている。

「わたしたち、なんにもできないのかな」

　彼女の声は苦しげにかすれていた。岸杜くんが好き、という言葉を綾あや乃のは思い出した。いずれ棗は直なお人とにそれを伝えるつもりなのだろう。

　綾乃はこの先どうするのか、はっきり決めていなかった。〈王国〉へ帰るかどうか、直人と一緒にいるかどうか。今はすべてが白紙だった。

　ただ、今日きよう生き残らなければ、どんなことも起こらない。

（……なにをすればいいか、考えるんだ）

　生きることを考えて欲しいと棗に言われた。直人を助けて、あの扉を閉めなければならない。

　彼女は自分の体を見下ろした。「赤い目」の力に冒され、力を奪い取られた抜け殻がらのような体。今の自分にできることはそう多くない。

　どんな無理なことでもしなければならない──生き残るためには。




　巨大な「あらずの扉」から発生した歪ゆがみは、周囲の空間を赤く染めている。直人は自分がまたあの学校の悪夢に逆戻りしたような錯さつ覚かくにとらわれた。

「……きれいでしょう？」

　そう言いながら、「赤い目」は直人に向かって右手を突き出す。

「こんな美しい光景はないわ」

　右手を避よけたところに、鋭い蹴けりがくり出される。直人は避けるので精一杯だった。モーフィアスの効果で身体能力は格段に上がっていたが、「赤い目」のスピードはそれを上回っていた。

（くそ……）

　左のパンチが顎あごをかすめて、直人は地面に転がった。すぐに起き上がったものの、体のあちこちに痛みが走った。口の中にも血の味がする。右手から逃げることに気を取られすぎて、姿勢が崩くずれたところに少しずつ攻撃を受けていた。

（……イチかバチかでやるか）

　戦いを長引かせるわけにはいかない。完全に「あらずの扉」が開ききってしまったら、〈王国〉もこの世界も壊れるかもしれない。

　直人は呼吸を整えて待つ──「赤い目」が一足飛びに突っこんできて、右手で素早く顔をつかもうとする。

　最初は右手での攻撃。そこまでは予想通りだった。一いつ瞬しゆん反応が遅れたふりをして、「赤い目」の右手を自分の顔に触ふれさせた。じりじりと嫌いやな音を立てて右手が振動している。赤く光る指と指の間から、ほくそ笑む「赤い目」の口元が見えた。

（今だ）

　思った通り「赤い目」の右手が相手に触ふれてから、消失の能力が発現するまでわずかな時間のズレがある。直なお人とはモーフィアスを素早く振り上げて、「赤い目」の二の腕にずぶりと突き立てた。

　モーフィアスが手から離れ、直人は背中から地面に倒れこむ。「赤い目」は右手を前に突き出したままの姿勢で静止していた。

「……やった」

　荒い息をしながらつぶやいた。完全に「赤い目」を倒す方法は分からずじまいだが、この鍵かぎを刺してしまえば、今まで消えた人々や魂たましいを食われた人々を助け出すことができる。

　もちろん、妹の水みず穂ほもだ。

　立ち上がろうとした時、ぶるっと「赤い目」の体が震ふるえた。直人は目を瞠みはった。まさか動けるはずがない。喋しやべることさえ難しいはず──。

「これでわたしを倒したつもり？」

　夢ゆめ神がみの左手がゆっくり動き、右腕に突き刺さったモーフィアスを抜き取った。

「なんで……前は……」

　気が動転してものが言えなかった。モーフィアスを刺されて動ける夢神などいるはずがない。悪夢の中で「赤い目」に刺した時も、動けなくなっていたはずだ。

「今のわたしはね、『番ばん人にん』」

　夢神は諭さとすように言った。

「人間の魂と王族の夢神、現実の世界にあるもの……さまざまな種類の『力』の融ゆう合ごう体たいなのよ。この程度の鍵の力では封じきれない……力が封じられている時は、より強い力で封印を破壊すればいい」

　なんとなく、その言葉にはどこかで聞き覚えがあった──が、はっきりとは思い出せない。

「どうやら、お前はモーフィアスを使いこなすことはできないようね」

　そう言いながら、「赤い目」はじりじりと近づいてきた。思わず後ずさりをしようとして、直人は自分の体がひどく重いことに気付いた。

「え……？」

「ようやく気が付いたようね」

　と、「赤い目」は言った。

「これだけ巨大な『あらずの扉とびら』が開いているのよ。ここはもう悪夢の世界に近いわ。鍵がなければお前は満足に動くこともできない……お前の命はわたしに摘つみ取られるだけよ」

　赤く輝く右手がゆっくりと近づいてくる。

　直人は歯は軋ぎしりしながらそれを見つめていた。もうこれで終わりだ。この夢神には勝てない。せっかく水穂たちを助けるためにここまで一人で来たというのに。

（……一人で？）

　結けつ界かいを出てから初めて、直なお人との中に疑問が湧わき上がってきた。どうして一人でなにかできると思ったんだろう。どうして一人でここへ来たんだろう。いや、なによりも分からないことがある──。




　──どうして、俺おれは綾あや乃のと一緒にいないんだろう。




　混乱する直人の頭に、「赤い目」の右手がぴたりと押しつけられた。

「消えなさい、『番ばん人にん』」

　その瞬しゆん間かん、赤いものが目の前に現れたかと思うと、直人の体をつかんで大きく横へ跳とんだ。彼は「赤い目」から十メートルも離れた場所に座りこんでいる。

「まったく、どこの誰だれだったかしら」

　子供の頃ころから聞き慣れた声。いつ「赤い目」から奪い取ったのか、モーフィアスを彼の手に握らせてくれた。

「一人で全部やろうとするな、って言ってたのは」

　目の前に立っているのは、長い髪をなびかせた少女だった。唇くちびるには小さな棒つきキャンディーをくわえている。

「……俺です」

　と、直人は言った。

「悪かった」

「まあ、分かればいいわ」

　と、綾乃は笑顔で言った。
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「……どうしてお前がここにいるの？　王の娘」

　と、「赤い目」は言った。

「動けるはずがないわ。今のお前が」

　直人は綾乃の横顔を見上げる。それは彼の疑問でもあった。彼女は力の大半を奪い取られ、「赤い目」の存在に「感染」しているはずだ。こんな風に自在に動けるとはとても思えない。しかも、今見せた動きは健康な時よりも速かった。

　ふと、彼女の体がぼんやりと白く光っていることに気付く。同じように「赤い目」の被害に遭あい、正気を失った時のツグミを思わせる姿だった。

　直人は息を吞のんだ。

（まさか……）

「わたしの存在に『感染』したことを逆手に取って、自分の潜在能力を解放したのね。狂気の方は精神力で無理やり抑えこんでいる」

　淡々と「赤い目」が指摘した。よく見ると、綾あや乃のの顔には脂あぶら汗あせが浮かんでいる。キャンディーをくわえているのも、好物を口にすることで少しでも正気を保つためかもしれない。

「でも、残り少ない力をそんな風に一気に使ったら、すぐに体がバラバラになるわよ……ツグミみたいに」

　聞いているうちに体が震ふるえ始めた。どう考えても自殺行為だった。

　綾乃は直なお人との方を振り返らない。背筋を伸ばしたまま、前を見つめながら言った。

「直人、わたし、あと二分は動けるわ」

「え……」

　それは二分経たったら死ぬ、という意味にしか聞こえない。

「二分間、わたしがあいつの相手をするわ。その間に、モーフィアスであいつを倒す方法を見つけて……そうすれば、わたしは死なない」

「む……」

　無理だ、という言葉を必死に吞のみこんだ。綾乃がここにいる以上の無理な話は、この世のどこにもない。直人にそんな言葉を口にする資格などなかった。

「わ、分かった……必ず見つけてやる」

　と、直人は言った。声の震えを抑えることはできなかった。

「……水みず穂ほの言葉と、正まさ宗むねのメールにヒントがあると思う」

　彼女はそこでようやく直人の方を振り向いて、にっこりと笑いかけた。一生忘れられない笑顔だと思った。

「がんばってね、ヘタレ」

「……ヘタレ言うな」

　他ほかに言うことがあるだろう、とは思わなかった。生き残った後にいくらでも言えばいい。

　綾乃が「赤い目」に向かって走り出すのを見届けてから、直人はしっかりと目を閉じた。今の彼女が戦っているところを見たら、とても集中できない。




　直人は必死に考えをめぐらせる。

「赤い目」が自分を狙ねらっているのは、モーフィアスを持つ「番ばん人にん」を脅きよう威いだと認めているからだ。この鍵かぎで倒せるのは間違いない。

　水穂はモーフィアスで「赤い目」を倒して欲しいと言った。おそらく、「赤い目」がそのようなことを言ったのだろう。正宗が送ってきたメールは『力で封印を』。きっとこれも「赤い目」の言葉のはずだ。

（力が封じられている時は、より強い力で封印を破壊すればいい）

　さっき、「赤い目」はそう言っていた。おそらく、正まさ宗むねはモーフィアスでも同じだと言いたかったのだろう。なにか強い力を与えてやれば、封印は消える。問題はそれがどういう力かということだった。

　前にモーフィアスを使ったのは父の孝たか臣おみだ。しかし、「赤い目」と戦った後でモーフィアスを綾あや乃のに預けている。

（しばらく、わたしの手元にない方がいいような気がする）

　どうしてそんなことを言ったのだろう。「赤い目」がうろついているかもしれないのに。

（管理するのが不安だったのか？）

　そういえば、父はあの頃ころ様子がおかしかった。少し元気がなかったと綾乃やツグミも言っていた。よく考えると、その理由も分からない。亡なくなった時、父の体には事故以外の傷はなかった。どうして体調が悪かったのだろう。〈王国〉の悪夢はその前から見ているし、「赤い目」との戦いは怪け我がをすることなく終わらせている。

　他ほかにどういう理由があったのか。なんとなく、そのことがモーフィアスの封印に関係しているような気が──。

（あ……）

　突然、膝ひざのすぐそばに、なにかがどさりと落ちてくる音が聞こえた。つい耐えきれなくなって、直なお人とは目を開けてしまう。

　そこには綾乃がうずくまるように倒れていた。明らかに気を失っている。さっき見た時よりも、体から発している光が弱くなっているようだった。力を使いすぎたのかもしれない。直人の背筋にぞくっと震ふるえが走った。

「綾乃！」

　大声で呼びかけながら抱だき上げると、綾乃はかっと目を開けて直人を見上げた。

「なにやってるのヘタレ！　ちゃんと倒す方法は分かったんでしょうね？」

「それは……」

　よくよく見ると、周囲の地面が何ヶ所か抉えぐり取られている。おそらく「赤い目」は、動かない直人だけを狙ねらっていたのだろう。綾乃がずっと守ってくれていたのだ。

「……いい眺ながめね」

　二人が振り向くと、「赤い目」が燃えたぎるような赤い光を放ちながら立っていた。

「お前たちを一緒に消してあげる」

　そう言うと同時に、夢ゆめ神がみは一直線に襲おそいかかってきた。凍りついた直人を綾乃が突き飛ばし、立ち上がりざま赤い右手を包みこむようにして受けとめた。

「あっ！」

　声を上げたのは、綾乃ではなく庇かばわれた直人の方だった。「赤い目」の攻撃を受けた彼女の体が、切れかけの電灯のように明滅した。

「お前の体はなかなか消えないわね。やっぱり、王族の血のせいかしら」

　と、「赤い目」は感心したように言った。

「でも、このまま残りの力を全部吸い取ってあげる」

　その瞬しゆん間かん、直なお人とは大声で叫んだ。綾あや乃のの死を全ぜん身しん全ぜん霊れいが拒絶していた。彼はモーフィアスを固く握りしめた。どんな犠ぎ牲せいを払ってでも、今すぐ封印を破壊しなければならない。

　それには、強い力が要いる。

　なにか強い力を持っているもの──持ち主のすぐ近くにあるもの。すぐに利用できるもの。

　ふと、直人は自分の体を見下ろした。

　なんだ、と彼は思った。

　ここにあるじゃないか。

　──俺おれの魂たましいが。




　直人は自分の腕にモーフィアスを深く突き刺した。耐えがたい痛みが、無数の小さな蛇へびのように全身を這はいまわった。黒い鍵かぎが目覚めたように大きく打ち震ふるえる。まるで生き物のようだった。

「本当の姿を見せろ！　モーフィアス！」

　そう叫びながら、彼はぐるりと黒い鍵を一回転させた。さらなる激痛の波が直人に襲おそいかかった。同時に自分の奥深い場所──深しん淵えんにある魂の力を、モーフィアスが吸い上げていく気がした。

　モーフィアスの形状が変わり始める。黒い柄えが暗がりから這い出るように長く伸びていく。直人の身長ほどのところで成長は止まり、今度は先端から三み日か月づきのような細く鋭い刃やいばが生えていった。

　それは巨大な鎌かまだった。

　闇やみ夜よから作り出されたような漆しつ黒こくの鎌。




　真のモーフィアスの姿を見た瞬間、「赤い目」は初めて恐怖を感じた。一年前、前の「番ばん人にん」が彼女の肉体を破壊した武器だった。

　しかし、すぐに自分を取り戻した。今の体は以前よりもずっと強い。それに──。

「……お前にその武器が使いこなせるのかしら？　お前の父親でも難しかったのよ」

　目の前にいるのは、まだ役割を引き継いでから日も浅い少年だ。いつも王の娘の助けを借りているような脆ぜい弱じやくな「番人」。

　案の定、鎌を持った直人の足取りはどこかおかしい。半ば壊れて不安定だったパンタソスよりも、モーフィアスの封印の力はずっと強い。それを解くために必要な肉体的・精神的な負担もまた大きかった。

　この武器を使いこなせる「番ばん人にん」は、歴代の中でもほとんどいないはずだ。

　彼女は直なお人ととの間合いを一気に詰めた。刃やいばの間合いの内側に入れば、こちらの方が有利なはずだ。さっき戦った時と同様のスピードで、右手で直人の体をなぎ払おうとする。

　かちり、と音がして彼女の右手と刃の外側が激突する。

（受けとめた？）

　彼女は舌打ちしながら一いつ旦たん距離を置いた。

「このモーフィアスはお前に消せないんだな」

　どこか疲れたような声で直人は言った。

「……こっちも、お前の右手と同じ力を持ってるんだろ？　同じもの同士で力を吸収し合うことはできないからな」

　ますます「赤い目」は警戒感を強めた。瞬しゆん時じにしてこの武器の能力をつかんだ。モーフィアスとの相性がいいのかもしれない。

「お前の刃に触ふれずに、攻撃すれば済むことよ……お前がこちらの右手に触れなければ済むように」

　なおも彼女は攻撃を仕掛ける──直人はふらふらと頼りない動きで、そのすべてを受けとめてみせた。動作のほとんどは緩かん慢まんなのに、受けの瞬間だけは確実で素早い。彼女は何人もの「扉とびらの民たみ」と戦ってきたが、今までにいないタイプだった。攻めやすいようで隙すきがない。
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　どうにかしてペースを崩くずす必要がある。彼女は再び直なお人ととの距離を置いた。向こうから攻撃を仕掛けるように仕向けなければならない。

「お前、わたしを倒さなくてもいいの？　このままではますます時間がなくなっていくのよ」

　すでに「あらずの扉」は半分以上開いている。扉の向こうに〈王国〉の城がかすかに見えた。もうすぐこの夢と現実を繫つなぐ扉は定着し、自由に行き来が可能になる。〈王国〉の陰気な王も、愚おろかな人間たちも、粗そ暴ぼうな夢ゆめ神がみたちも、すべて強者である自分に従うことになる。唯一、その障害となりうるのが「扉の民」──とりわけこの「番ばん人にん」だった。

「もうすぐ扉が開ききるわね」

　直人の顔に初めて焦あせりの色が浮かんだ。しかし、完全に自分を見失わせるにはもう一手必要だった。

「その間、わたしは待つことにするわ……お前の恋人とね」

　うつぶせに倒れている王の娘のもとに駆け寄った。

「やめろ！」

　思った通り、直人はそれを阻そ止ししようと走り出した。「赤い目」は人ひと質じちを取ると見せかけて、そのまま綾あや乃のの体をまたいで彼の間合いに入った。

「えっ？」

　直人は一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだが、すぐに下げ段だんに構えていたモーフィアスを振り上げた。

（……遅い）

　彼女はその刃やいばを軽々とくぐり抜け、長い柄えの中間あたりを下から突き上げた。モーフィアスはくるくると回転しながら空中に弾はじき飛ばされる。

「あ……」

　途と端たんに直人の膝ひざががくんと折れる。体の自由が利きかなくなったらしい。「赤い目」は笑いを嚙かみ殺しながら、彼の額に自分の手のひらを押し当てた。

「終わりね、岸きし杜もり直人」

　と、「赤い目」は言った。

「お前のことは忘れないわ、この先……」

　ずぶり、という音が背中で聞こえた。彼女は自分の胸元を見下ろす。空中に弾き飛ばされたはずのモーフィアスの刃が突き出ていた。

「これ……は……」

「わざと手を放したんだよ……お前の背中に刺さるように狙ねらったんだ」

　直人はモーフィアスの柄をつかみながら立ち上がった。「赤い目」の体はまったく動かなかった。体内に蓄ちく積せきされた莫ばく大だいな「力」は、すでにモーフィアスへと流出を始めている。

「俺おれもお前を忘れない……あとな」

　突然、彼はぎりっと悔くやしそうに歯は軋ぎしりをした。

「俺おれの親父おやじはこいつを使いこなす能力がなかったんじゃない。長い間、俺の『罰』をかぶってたから、魂たましいの力が弱まってたんだ。そうじゃなかったら、お前を倒してたはずだ……よく、憶おぼえとけ」

　モーフィアスの能力が完全に解放された。黒い刃やいばが激しく振動し、「赤い目」の抱かかえこんでいたすべての「力」が吸い取られていく。後には彼女の断だん末まつ魔ますら残らなかった。
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「赤い目」の肉体が完全に消えてしまうと、モーフィアスもすぐに鍵かぎの形に戻った──が、武器になる前とは少し様子が違う。先端からさらさらと小さな光の球体が少しずつ空中に立ちのぼっていく。

（「赤い目」の溜ためこんでた「力」か）

　それを吸収したモーフィアスが、今度は放出を始めたらしい。多少時間はかかるかもしれないが、いずれなにもかも元通りになるだろう。

　突然、激しいめまいに襲おそわれて、直なお人とは倒れそうになった。モーフィアスは魂の力で武器化する。肉体にもその影えい響きようが出ているらしい。まだ魂を吸われ続けているような気さえする。

　父がこれを綾あや乃のに預けた理由も今は分かる。「赤い目」との戦いで魂の力を消費しすぎた父は、モーフィアスを満足に使うことができなくなったに違いない。力が回復する前に「赤い目」に襲われた場合、自分だけでなくモーフィアスにも危険が及ぶと判断したのだろう。

　めまいが治まるのを待ってから、直人は綾乃に向かって歩いていった。まだ彼女が倒れたままでいることが気になっていた。少し胸むな騒さわぎがする。ひょっとすると、まだなにか──。

　弾はじかれたように直人は振り向いた。

　まだ〈王国〉への「あらずの扉とびら」は消えていなかった。二枚の観かん音のん開きの扉は、すでに八割方開いてしまっている。周辺の空間の歪ゆがみはますます激しくなり、固まりかけた血のような不気味な色に染まっていた。

（〈王国〉への扉が定着しかけてるんだ）

　元凶である「赤い目」がいなくなっても消えないのはそれが原因だ。閉まらなければ閉めるしかない。直人は動き続ける扉を追って、〈王国〉の側へと足を踏ふみ入れた。どうやら、そこは城の近くらしい。崩くずれかけた城じよう壁へきが霧きりの向こうにぼんやり見えた。

　間近で見ると巨大な壁かべとしか言いようがない。そもそも人力で動くのかどうか、と考える余裕すらなかった。扉の下部に手をかけて、渾こん身しんの力をこめて引っ張った。

「くそ……動け……動け……」

　せっかく「赤い目」を倒したのだ。これが閉まらなければなんの意味もない。

　泣きたくなるような努力の末に、ゆっくりと扉とびらが動き始めた。

「よし！」

　動き出すと勢いがつくのか、扉は思ったよりも早く元の位置まで戻った。あともう一枚だ、と思った時、扉の外側で直なお人とは力なく膝ひざをついた。さっきよりもひどいめまいが襲おそってくる。体が言うことを聞かなかった。今、扉を一枚閉めたせいで力尽きてしまったのかもしれない。

「そんな……くそ……」

　どうにか扉にすがりつくように立ち上がる。もう時間がない──。

　よろけている直人のそばを通り抜けて、誰だれかが〈王国〉の中へと走っていった。歪ゆがんだ視界の向こうに、後ろ姿のシルエットが見える。

（綾あや乃の……か）

　他ほかにここには誰もいない。彼女は懸けん命めいに扉を押しているようだった。直人よりも早い時間で扉が動き始めた。

（よかった）

　その場に座りこみそうになりながら、巨大な扉とともに近づいてくる綾乃を待った。これでなにもかも終わりだ。

　不意に直人の口元から笑みが消えた。一いつ瞬しゆん、綾乃ではないような気がしたからだ。背格好やしぐさはいつもの彼女だった。しかし、顔がどことなくはっきり見えない。全身から色が抜け落ちて、灰色がかった肌はだは煙をまとったようにぼやけていた。

「綾乃……？」

　声をかけた途と端たん、彼女はぎくりと立ち止まった。閉まる寸前の扉を挟はさんで、二人は向かい合った。

「わたしの存在する力がね」

　綾乃は驚おどろくほど静かに語りかけてきた。

「さっき、全部なくなったみたい……『赤い目』に吸い取られて」

　彼女は扉の向こうから動こうとはしなかった。あと一歩で、こちら側へ戻ってこられるはずなのに。

「……なにしてんだよ。早くこっち来い」

　直人はなるべくいつも通りの声で言った。噓うそだ、と自分に言い聞かせていた。こんなこと絶対に認めない。

「直人、聞いて……わたしはね、もう……」

「そんなわけねえだろ！」

　耐えきれなくなって直人は叫んだ。

「『赤い目』はもういなくなったんだぞ？　お前だって元に戻るはずだ！」

　受け入れがたい事実に、心臓が壊れそうだった。彼女を見れば直人にも嫌いやでも分かる。

　綾あや乃のの体は、元に戻っていない。

「噓うそだ……そんな……」

「わたしの力の大半は、『赤い目』の右手から吸われたわけじゃない……だから、戻らないのかもしれない」

　その落ち着き払った声が気に食わなかった。まるでこうなったことを受け入れているように聞こえる。

「……とにかくこっちに来いよ。扉とびらを閉めてみれば分かるだろ」

「この空間が消えた時、そっち側にいたら、わたしは一いつ瞬しゆんで消えるわ。存在する力がもうない、って言ったでしょう？　感覚で分かるの……わたしの体は、そっちではもう耐えられない」

　直なお人とは歯を食いしばった。溢あふれそうな涙を必死にこらえていた。

　綾乃は直人の手を包みこむように握りしめた。あの地下室で直人がそうしたように。今の彼女の手は冷たく、とらえどころがなかった。

「せっかく勝ったんだぞ、俺おれ……」

　彼は涙声で言った。子供の頃ころのような物言いが恥ずかしかった。

「俺、お前にそっちに戻って欲しくないってずっと思って……」

　突然、うつむいたままの直人の顔に、綾乃が顔を近づけてきた。そして、そのまま唇くちびるを重ねてくる。手のひらと同じように、唇の感かん触しよくも曖あい昧まいだった。
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　直なお人とは泣くのも忘れて、呆ぼう然ぜんと綾あや乃のを見つめた。

「……楽しかったわ、直人。今までありがとう」

　綾乃は笑顔で言った。

「綾乃……」

　直人にはそんな笑顔が作れなかった。なにを言えばいいのかも分からない。ただ、ゆっくりと閉じていく「あらずの扉とびら」を見つめていることしかできなかった。

「……母さんに、ごめんなさいって言っておいて」

　それが最後に聞いた綾乃の言葉だった。




　結局、二人は最後まで別れの言葉を口にしなかった。













　　　エピローグ







「お前の罪は許された」

　十数年ぶりに会った父──〈王国〉の王は、感情のない声で言った。

　王と同じように、彼女は黒い衣ころもで全身を覆おおっている。ほとんど存在が失われかけた体を隠かくすためではない。これがこの世界での夢ゆめ神がみたちの正装だからだ。

「しかし、お前は王族としての力をほとんど失った。このまま、この地で過ごしてもその体は回復しまい」

　彼女は膝ひざを折り、頭こうべを垂れたまま話を聞いている。

「力を失った王族は王族たりえない……よって、お前から王女の資格を剝はく奪だつする。もはやこの〈王国〉には不要の存在だが、温情としてこの城で生きることを認める。ただ影のごとく生きるがいい」

　話の内容は特に意味のないもののように思われた。それよりも、久しぶりに見る王が昔よりも小さく見えることに驚おどろいていた。おそらく、綾乃の方が大きくなったのだろう。

「…………はい」

　彼女は上の空で答える。ここに帰ってきてから、あのまま扉とびらの向こうに残っていたら、と何度か思った。彼に見守られながら死んでいった方がよかったかもしれない。

（死ぬことばかり考えないでよ）

　そのたびに友達の言葉を思い出した。ここがどんな場所でも、生きていかなければいけない。今の彼女はそう思っていた。

　いつのまにか、王は沈黙している。彼女は我に返った。王が口をつぐんだら話は終わりで、退出するルールになっていることを思い出した。

　うっすらと記き憶おくにある作法通り、礼をして下がりかけた時、

「…………待て」

　突然、王が呼びかけた。彼女は足を止めて、再び頭こうべを下げた。こういう呼び止め方は珍しいことのような気がする。

「お前が現実の世界で使っていた名はなんといった？」

「……久く世ぜ綾あや乃のです」

　戸惑いながら彼女は答える。

「これからは、その名を名乗るがいい。王女ではない者には、名は必要だろうからな」
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　九月に入って、午後の陽ひ射ざしも少し弱まりつつある。

　コーヒーショップの二階の窓からは商店街が見えた。壊れた店のいくつかは再建が始まり、その前を買い物客が行き来していた。コーヒーショップの中もほぼ満席に近い。

「人、だいぶ増えてんじゃねーか？」

　窓の外を見ながら、正まさ宗むねは言った。

「……そうだね」

　と、棗なつめは答えた。

　あの「赤い目」の事件から、一ヶ月が過ぎようとしている。ようやく町は以前の姿を取り戻しつつあった。巨大な「あらずの扉」が閉じた後も、「赤い目」が破壊したものはそのままだったが、あの夢ゆめ神がみが右手で消したものは一日ほどで元に戻った。消えた建物は復活し、その中にいた人々も帰ってきた。病院で眠っていた患者たちも次々と目を覚ました。

　もちろん、その中には棗の母親や曾そう祖そ父ふも含まれている。正宗も一晩経たってから、埋まった地下室──当人が言うには「俺おれの秘密基地アジト」で倒れているところを発見された。

　驚おどろくほど大勢の人々が巻きこまれたが、形として残った被害は奇妙なほど小さい。この事件にまつわるニュースは未いまだに絶えなかったが、知りたがっているのは被害に遭あわなかった人々のようだった。町の住民たちはあまり関心を持っていない。二度と「赤い目」の事件は起こらない、となんとなく分かっているのかもしれない──もう、「赤い目」はいない、と。

　もちろん、その「赤い目」を倒した人間が誰だれなのか、知っている者はほとんどいなかった。

「直なお人と、学校行ってねーんだって？」

　と、正まさ宗むねが尋たずねる。棗なつめはうなずいた。

「……体の具合は、もういいはずなんだけど」

「俺おれだってマトモに通ってんのによ……どこでサボってんだ？　あいつ」

「昔住んでた家に、よく行ってるみたい」

　今日きようもあの古い家──綾あや乃のと初めて会った場所に行っていると思う。これから棗も様子を見に行くつもりだった。ただ、会っていてもいつもなにを言えばいいのか迷う。

　誰にも話していなかったが、モーフィアスを今持っているのは棗だった。あの事件の後、しばらく預かって欲しい、と直人が言ってきたからだ。夢ゆめ神がみのことを考えたくない様子だった。ひょっとすると、「番ばん人にん」を続けたくないのかもしれない。

「わたし、結局誰の役にも立ってないね……今度のことで」

　悪夢を生んだのが自分だったことを、棗はまだ忘れていなかった。あの夢神が復活してしまった時も、その後それを倒した時も、自分にできることはなかった。今、一人になった直人を元気づけることもできない。

「そうでもねーよ。役に立ってんじゃねーのか？」

「……そう、かな」

「直人も綾乃も俺も、みんな分かってるだろ。自分じゃなかなか分かんねーこともあるけど、一人一人なんかの役に立ってることがある……」

　そう言ってから、正宗は照れたように笑った。

「……って、昔ツグミ姉ねえが言ってたぜ」

　あの事件の後で、正宗はツグミのことをよく話すようになった。彼の中で辛つらい過去が少しずつ整理されつつあるのかもしれない。

「そういえばよ、あんたのあの悪夢だって、全然役に立ってねえわけじゃねーぞ。ひでえとこだったけどな」

「えっ？」

「あの悪夢ん中で教室とか見て回っただろ？　黒板に綾乃の字が書いてあったりして。俺、しばらく学校行ってなかったんだけどよ、ああいうの見てたら、久しぶりに行ってもいいかって気になってな……ま、変な話だけど」

　棗は微笑ほほえんだ。変な話ではあったが、嫌いやな気はしなかった。一応、自分を元気づけようとしていることは伝わった。

「とにかく、直なお人とに会ったら伝えといてくれ。気が向いたら学校行けって」

　と、正まさ宗むねは言った。

「あとな、あいつにはバシッと言った方がいいぞ。気ィ遣つかうだけじゃなくてよ」
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「いい天気だね、今日きようも」

　と、虹にじ子こは言った。ティーカップを持つ手を止めて、水みず穂ほも居間の窓から空を見上げた。

「はい……そうですね」

　今日は「マダム☆クゼー占いの館やかた」は休業日で、水穂は学校帰りに久く世ぜ家へ寄っていた。

「なんか変わったことはあったかい？」

「いえ……別に」

「あたしも別になにもなくだ……ま、娘は相変わらず家出中だけどね」

　水穂は表情を曇くもらせた。綾あや乃のがもう帰ってこないことを、虹子は決して認めようとしない。兄の直人が虹子や水穂に綾乃になにがあったのか──そして、彼女の正体も話した後も、頑がんとして意見を変えなかった。

　後から聞くと、虹子は綾乃が夢ゆめ神がみだということを薄々感づいていたらしい。

「だって、病気も怪け我がもしないんだからさ。普通の人間じゃないってことぐらい、察しがつきそうなもんじゃないか」

　そう言って虹子は笑っていた。

「本人が必死に隠かくしてるから、分からないフリをしてやってたけどね」

　もちろん、水穂は知らないことだった──もともと好きではなかったが、正体を知ったからといって嫌いになるわけではない。まだ、岸きし杜もり家のマンションには綾乃の荷物が残っている。一番多いのは棒つきのキャンディーの束だったが、時々水穂は食べるでも捨てるでもなく、ただそれを取り出して眺ながめていることがあった。この間までそこにいた誰だれかがいなくなった、ということがどうしても自分の中でうまく処理できない。父が死んだ時と同じだった。

　今、虹子が抱いだいている気持ちもきっと同じようなもののはずだ。

「……帰ってくるでしょうか」

　と、水穂は尋たずねる。自分も虹子のようにはっきりと信じたかった。

「きっと帰るよ」

　そう言って、虹子はハーブティーを一口飲んだ。

「分かるんだ。女の勘かんでね」
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　直なお人とは昔住んでいた家の庭からぼんやりと町を見下ろしている。西の空に日が沈む時間だった。

　あの時、「あらずの扉とびら」が開きかけたことなど噓うそのように、町は平へい穏おんな日々を取り戻している。

（綾あや乃のが、いないのに）

　あれ以来、〈王国〉の悪夢を見ることもぴたりと止やんだ。「罪」は許されたということなのだろう。魂たましいの力でモーフィアスの封印を解き、「赤い目」を倒し、多くの人々と二つの世界を救った。

　すべてを王の要よう請せい通りにこなしたというわけだった。

（……どうでもいい）

　その時、背後で足音が聞こえた。振り向くと制服を着た棗なつめが立っている。学校帰りにここまで来たらしい。

「ごめん……邪じや魔ま？」

「…………いや、別に」

　誰だれがいても同じことだ。棗は隣に立って町を眺ながめ始める。心配してくれるのは嬉うれしかったが、あの日からなにもする気が起こらなかった。

「岸きし杜もりくん、あのね」

　そう言いながら、棗は小さな箱を取り出した。中に入っているものは分かっている──モーフィアスだ。

「こないだも言ったけど、やっぱりもう少し持っててくれよ」

　直人は手を出さなかった。視線を逸そらして町の景色を見る。

「うん……でも、やっぱり岸杜くんの手元にあった方が……」

「とにかく、今はどうでもいいんだよ、こんなもの。見たくも……」

「直人くん！」

　いきなり名前を呼ばれて、直人はぎょっとした。綾乃に怒鳴られたような気がした。

「今日きようは、言わせてもらうね」

　と、棗は震ふるえる声で言った。

「綾乃はね、まだ生きてるんだよ。〈王国〉に帰っちゃったけど、生きてるの。わたしたち、あの戦いで全員ちゃんと生き残ったんだよ。もう『赤い目』はいなくなったし、町だって元に戻った……綾乃のいる場所が、変わっちゃっただけで」

　直人は思わずかっとした。

「綾あや乃のがここにいなかったら意味ねえんだよ！」

　つい大声を出してしまう──それでも、棗なつめにひるんだ様子はなかった。

「そう、綾乃がいないんじゃ意味がないよ……でもね、もう後は綾乃を取り戻すだけでいいの。直なお人とくんは『赤い目』を倒したんだよ？　綾乃を元に戻して、もう一度こっちに連れてくる方法を見つけることも、きっとできるはずだよ！　もっとしっかりして！」

　なぜか目め頭がしらが熱くなった。そうだ、と直人は思った。綾乃は死んだわけではない。〈王国〉でちゃんと生きている。どうして、そんな簡単なことを忘れていたんだろう。

「わたしも麟りん堂どうくんも協力するから……ね？」

　それから、急にぼそぼそと付け加える。

「……それに、わたし代役って嫌いやだから」

「え？」

「とにかく、これ」

　押しつけるようにして差し出した箱を、直人は手に取った。ほとんど一ヶ月ぶりのモーフィアスだった。

「……ん？」

　箱を開いた直人は、ふと首をかしげた。

「これってずっとこうだったのか？」




　　　　　　　　　＊




　黒い服を着た綾乃は、中庭の円卓の前に座っている。

　城の中で一番落ち着くのがこの場所だった。まだここでは空が見える。たとえ太陽がなかったとしても。昔からここが好きだった気がする。

　彼女は王の居室の窓を見上げた。最近、一つ思い出したことがある。現実の世界に行く前、ここで遊んでいると、あの窓に人影が立っていることがよくあった。あの頃ころはそれがどの窓なのか、誰だれが見ているのか意識していなかった。

　今思うと、あれは自分の父親だった気がする。

（綾乃の名を、使えと言った）

　身分を取り上げるだけで十分だったのに、なぜ王はあんなことを言ったのだろう。あの時の話にはなにか意味があるような気がする──まだ気が付いていない意味が。




　足元の草が一いつ斉せいに風にそよぐ。まるで波が寄せるようだった。なんとなく手を伸ばそうとした時、不意に昔の記き憶おくが蘇よみがえった。

　幼い頃にもこんな風が吹いたことがあった。

　風のありかを探すと、黒い扉とびらが開いていた。その向こうから、頼りなさそうな男の子が自分を見ている。彼が差し伸べた手まではっきりと思い出せる。それを握るために、彼女は走っていった──。

　突然、草を踏ふむ足音がした。心臓の鼓こ動どうが速くなる。彼女はゆっくりと振り向いた。

　そこに直なお人とが立っていた。いつもとなにも変わらない。なぜか神妙な顔つきで、例の棒つきのキャンディーを差し出している。

「……食べるか、これ」

　彼女はしばらく迷ってから、灰色の手を隠かくしながらそれを受け取った。

「なに、してるの？」

　胸が詰まってうまく話せなかった。

「見れば分かるだろ……迎えに来た」

「え……？」

　直人はもう片方の手に持っていた黒い鍵かぎを見せた。

「これ、見てくれ」

　彼女の知っているモーフィアスとは少し違う。鍵はぼんやりとした光を帯びていた。その中になにか「力」を秘めているような。

「この一ヶ月、ずっとこういう状態みたいなんだ。眠ったり消えた人たちは、みんな戻ってきたのに」

[image: ]

　綾あや乃のは直なお人との顔を呆ぼう然ぜんと見つめていた。どういうことなのか、まだ見当がつかなかった。

「多分、この鍵かぎの中に入ってるのは、『赤い目』が吸い取ったお前の『力』だと思う……お前にも返るはずだったんだけど、こっちに帰ったもんだから鍵に残りっぱなしになってるんだ」

「でも、あの時は……」

　あの扉とびらの前で別れた時は、力は戻らなかった。

「『力』が戻るのに時間がかかるんだよ。他ほかの人たちだってすぐに目が覚めたりしたわけじゃない。あの時、戻らなくても当然だったんだ」

　そう言って、直人は「あらずの扉」を振り返った。

「とにかく、外に出よう。扉の向こうは結けつ界かいだから、お前の体も消えない。そこでしばらくこの鍵と一緒にいれば、きっと元の体に戻れる。もしそれで戻れなくても、必ず別の方法を探し出してやる」

「でも、そんなことしたら……」

　直人がどんな罰を受けるか分からない。〈王国〉の王の娘を二度も連れ出したら──。

　綾乃ははっと息を吞のんだ。

（わたしはもう、王族じゃない）

　この〈王国〉には不要の存在だ。王がはっきりそう言った。

　彼はまっすぐに手を伸ばしてくる。

「そんなことしたいんだよ、俺おれが。お前と一緒じゃないと嫌いやなんだ」

　その途と端たん、すべてのためらいが消えた。本当はずっとこの手を待っていた。彼のことを片時も忘れたことはなかった。

　二人は手を繫つないだまま、扉に向かって歩き出した。一いつ瞬しゆん、綾乃は王の居室を見上げた。そこにフードをかぶった人影が立っている。

（あ……）

　一瞬、目が合ったと思った。しかしその影はすっと奥に下がった。まるで、なにも見なかったと言いたげだった。

　綾乃は王の居室に向かって、静かに一礼した。

「……どうしたんだ？」

　不思議そうに直人が見ている。もう二人は扉の目の前に立っている。彼はなにも気が付いていなかったらしい。

「なんでもないわ。行きましょう」

　と、綾乃は直人を促うながした。

　二人は「あらずの扉」を通り抜け、現実の世界へ戻っていった。


〈了〉















　　　あとがき










　こんにちは。三み上かみ延えんです。

　まずはこのシリーズを最後まで読んでくださった皆さんに最大限の感謝を。手紙やメールで感想を下さった方々、すべてに返事を差し上げることができずに申し訳ありません。きちんと読ませていただいておりますし、いつもぼくの力になっております。

　この本が出るまでに関かかわってくださった担当の鳥とり居いさんを初めとするスタッフの皆さん、そして毎回この上なく素晴らしいイラストを描かいてくださった椎しい名な優ゆうさん、本当にありがとうございました。うちのＰＣのデスクトップにはずっと綾あや乃のがおります。




　さて、本編を書いていたのは作中と同じく夏でした（この本が出るのは十一月なので、著いちじるしく世間の季節とはズレております……それはともかく）。登場人物の一人が夏なつ風邪かぜを引くのですが、「夏風邪かい。バカだねえ」などと書いた後でぼく自身も夏風邪を引きまして、その言葉を自ら嚙かみしめる羽目になりました。バカだねえ、ほんとに。ちゃんと健康管理しなきゃ。昔からアンタは肝かん心じんな時にこれだから。そういえば小学校の修学旅行で……中学二年の初デートでも……と、脳内にいる謎なぞのおばちゃん（推定四十八歳・パート勤務）から延々とダメ出しを食らいつつ、書き続けたのがこの小説です。

　毎回、完結編を書くのは苦労するのですが、体調不良のせいもあって今回は特に難産でした。ご迷惑をおかけした皆様には深くお詫わびしたいと思います……どうも申し訳ありませんでした。




　とにかく、完結編を書き上げることができました。




　あと「モーフィアスの教室」は台たい湾わん版が出ました。台湾で出版されるのは初めてで、とても嬉うれしいです。一人でも多くの方に面白いと思っていただけたら幸いです。




　次回作もぼちぼち考えております。

　またいつかお会いできることを願いつつ。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。外出時にはデジカメで目に付いたものを撮影することにしていますが、撮った画像を整理しないので、後から見ても思い出せないことがたまにあります。この画像はそんな一枚。多分地底。なんかの工事中。俺はここでなにをしてたんだろう……。

[image: ]




イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫では、『月と貴女に花束を』、『麒麟は一途に恋をする』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』、『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。現在「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」誌上にて、イラストストーリー『青の楽園〈エデン〉』連載中。










モーフィアスの教きよう室しつ4




黄昏たそがれの王おう女じよ
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